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  一．

  

  　血の匂いを嗅ぎつけたのか、双頭の鷹たかの群が夏空を斜めに滑り降りてきた。

  　体長は一メートルほど、両翼を広げると二メートルに達する大型の鷹だ。薄気味の悪いふたつの頭をせわしなく互い違いに動かしながら、その鋭い鉤かぎ爪づめを高層マンション最上階のベランダの手すりに引っかけた。いずれの鷹も鋭利に折れ曲がったくちばしの先端を乾いた血の色に染めている。

  　地上二五メートルほどの高みから、鷹はその四つの目を地上へとむけた。

  　廃はい棄き都市、東京。

  　死に絶えた無人の町並みがぎらつく夏の太陽に晒さらされ、視界の彼方かなたまで横たわっていた。市街地を耳騒がしく包んでいるのはかつてのような自動車両の走行音ではなく、ただ一面の蝉せみしぐれだ。

  　灰色のアスファルトには鉤裂きがはしり、めくれあがったり陥かん没ぼつしたりしたその隙間からたくましい植物が萌もえ出でて、道路も歩道も路地裏も雑然とした雑草の茂みと化していた。ひまわり、紅べに花ばな、菜の花なども温かい色の花弁を思い思いに咲かせ、朽くち果てた街へ可か憐れんな彩りを添えている。

  　コンクリート建築物群も壁面はほとんど蔓つる草くさに埋まり、雑多な植物の苗なえ床どことなって、健けな気げにいまだに建築構造を保つものもあれば、隣にもたれかかるように傾かしいだり、後ろ手をつくように倒壊したり、前のめりに崩れて道路上へ瓦が礫れきを撒まき散らしているものもある。

  　コンクリート建築物というものは、施工さえ良ければ一〇〇年は建築構造を保つといわれる。

  　完かん璧ぺきに施工された建物は、骨組みとなる酸性の鉄骨がアルカリ性のコンクリートによって錆さび付きから守られるため、それこそ一〇〇年以上もの長期に渡って聳そびえ立つことが可能だ。崩れているのは施工の悪かった建物で、原因は壁面のコンクリートに入った亀き裂れつであり、ここから染み込んだ雨水が鉄骨へ伝い、全体を錆び付かせて倒壊へと至らしめている。どれが真ま面じ目めに作られた建物で、どれが不真面目に作られた建物であったか、半世紀前の建築業者の善し悪しが一いち目もく瞭りよう然ぜんな景観と云えるが、残念なことに傾いている建物が数多く散さん見けん出来る。新しいものでないと価値がなかったかつての時代、本気で百年保つビルを建てた業者は数えるほどにしかなかった。ほとんどの建築物は、築二〇年前後で取り壊されることを前提に施工されていた。だから現在、都心部へ行けば行くほど、倒壊している建築物の数は増えていく。

  　人工建築物の儚はかなさに比して、自然物はたくましい。

  　剥むき出しの地面というものがほぼ皆無であった東京において、六〇年もの歳月をかけ、風に乗って運ばれてきた土や砂が舗装道路の窪くぼみに堆たい積せきし、同じく風に運ばれてきた植物の種がそこから芽を出し、アスファルトの上に根をはりめぐらせ、わずかな隙間から大地へと根を下ろして空へむかって緑葉を広げている。主要幹線道路は現在でも護衛付きの交易商が行き来するため樹木の伐ばつ採さいが為なされているが、住宅地はほとんどが深い樹林の底へ沈んでいる。

  　幹線道路を外れて路地裏へ入ったなら、そこはもう肉食性の変異動物バケモノが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする魔の森である。犬、猫、兎うさぎ、蜥蜴とかげ、蛇など、野生動物や家庭用ペットが変異したバケモノたちはかつてサラリーマンたちが血と汗と涙の三〇年ローンにて建築した家屋を無む償しようで自らの巣とし、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに繁はん殖しよくしては互いに互いを食い合い、混じり合って、さらなる変異を遂とげていた。

  　双頭の鷹たかたちが見下ろしている甲こう州しゆう街道はそうした樹海を裂いて走る幹線道路のひとつだ。交易商が通ることは稀まれだが、調ちよう布ふ新しん町まちから「キャラバン」と呼ばれる物資収集目的の荷馬車隊が新しん宿じゆくへ派は遣けんされるときはこの道を通っていく。そのため通行の妨さまたげとなる障害物などは既に撤てつ去きよされていて、あちこちにアスファルトの隆りゆう起きや陥かん没ぼつはあるものの、現在の道路としては良好な路面を保っていた。

  　比較的人の手が入っている甲州街道沿いではあるが、それでもまだまだバケモノはいる。人間を見たなら襲いかかってくる物騒な生物群が我が物顔に闊かつ歩ぽする危険地帯なのは他と変わりない。だからキャラバンも常に二名以上の特とく進しん種しゆにより厳重な護衛が為なされている。

  　しかし、いま――

  　甲州街道沿いをねぐらとするバケモノたちは、いずれもじっと物陰に隠れ、息を殺して自分たちの生活圏けんを見守っていた。

  　彼らの生存本能が危険を察知していた。自分たちよりも遙はるかに強大で獰どう猛もうなケダモノが街道のむこうからやってくる。これに手を出してはならない。ケダモノが通り過ぎるまで、気づかれないよう隠れて様子を窺うかがうのが最善だ。

  　朽くち落ちた看板の陰、赤あか錆さびの浮いた自動車のうしろ、倒壊した建築物の瓦が礫れきのなか、路地裏の丈たけの高い雑草のなか――バケモノたちは様々な場所に身を隠して露つゆに濡れ、甲州街道を東進してくるその巨大なケダモノへと目を凝こらしていた。

  　砂さ塵じんを巻き上げながら、ケダモノは四車線いっぱいにその巨体を押し込め、粛しゆく々しゆくと新宿方面を目指し歩んでゆく。

  　ケダモノの正体は総勢八百余名から為る軍勢だ。

  　子鹿色の軍服を着込み、長槍や短剣、鉄の盾を手に持った調ちよう布ふ兵へいが主流を占める。その次に多いのが青灰色と群ぐん青じよう色の斑まだら模様、いわゆる市街地迷彩を施した軍服に身を包んだ八はち王おう子じ兵へい。騎兵が全部で三〇騎ほど含まれるが、鎌かま鳥どりや騎き狼ろうといった『生物変態グリル』は見受けられない。多た摩ま川がわ沿岸ではまだ、グリルの生産が行われていないためだ。その他、十数名単位で藍あい色いろやカーキ色の制服を着込んだ中小共同体から派遣された兵員がぽつりぽつりと歩んでゆく。

  　軍勢の後ろには「戦いくさ虱しらみ」と呼ばれる流る民みんの群がついてきていた。これは兵員ではなく、戦いが終わったあと死人の持ち物を漁あさるのを目的にした集団だ。追い払ってもどうせまたついてくるので、ほとんどの軍勢は彼らの存在を放置している。虱しらみのなかには抜け目ない者もいて、歩きながら兵員相手に砂糖水や酒、黍きび団だん子ごなどを商あきなったりもする。流る民みんたちは少しでも多くのおこぼれに預かろうと、軍勢にしっかりと寄生して離れない。

  　――武む蔵さし野の共同戦線。

  　それがこの寄せ集めの軍勢に便べん宜ぎ的に附ふせられた名称だ。調ちよう布ふ新しん町まちプラスαアルフア、ではなく、多た摩ま川がわ水系の恵みにあずかる全ての共同体を「武蔵野」というひとつの名前でくくることで「ウチ」と「ソト」――すなわち「味方」と「敵」――をはっきり区別しようという啓けい十じゆうの意図が籠こめられている。それにより軍団内の団結が増す、というわけでもないが、お互いへの不信感を抱いたまま結集した兵士達は「武蔵野共同戦線」という名称でくくられることで無意識的な連帯感をかろうじて得ていた。

  　武蔵野勢は新しん宿じゆくを目指して東進している。到着は午後二時過ぎを予定。恐らくは着いたその場で白しら河かわ兵へいと戦闘になるだろう。決着は必ず今日中につく。武蔵野と白河、かき集めた軍勢を長期間維持することの出来ない、両者の台所事情がそうさせるのだ。

  

  　白河コロニー市長、阿あ久く沢さわ一いち松まつが市民兵の動員に踏み切ったのが二日前の早朝だった。召集があることを予あらかじめ知らされていた市民たちは慌あわてる様子もなく、支給されていた漆しつ黒こくの兵装に身を包んで白河市庁舎前広場に結集、飛とび領りようから呼び戻されていた常備兵二〇〇と合流し、さらに戦いくさの噂うわさを聞きつけて集まっていた傭よう兵へい隊たいをも飲み込んで、総勢は一七〇〇余名にまで膨ふくれあがった。

  　白河軍はその日のうちに本拠を出しゆつ立たつ、靖やす国くに通りを西進して日没頃に新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに到着、いまだ残る敷地の広い芝しば生ふを利用して一晩夜営を張った。阿久沢の予定では翌朝に新宿御苑を出立し、そのまま甲こう州しゆう街道を西進して調布新町を強襲……するはずだった。

  　しかし啓十の対応は迅じん速そくだった。白河領各地に潜ひそませていた放免スパイから白河市民兵動員の報を受けるや、啓十は根回し済みの多摩川沿岸共同体へ矢のごとく嘆願書を使送して援軍を取り付け、「武蔵野共同戦線」なる新しい軍団を一晩のうちに立ち上げてしまった。釣り餌えさはもちろん戦勝後に切り取る白河領だ。この時代、土地はなにより人を動かす餌になる。啓十が発したのは白河コロニー占領を目的にした援軍要請なのである。

  　調布勢は地元スタジアムに籠こもって白河軍を待ち受ける、と睨にらんでいた阿久沢はこの対応に仰ぎよう天てんした。数に劣る敵が正々堂々と野戦を挑んでくるのは、保有する特とく進しん種しゆに絶対の自信を持つゆえだ。

  　久く坂さかユーキ――

  　呂りよ布ふに匹ひつ敵てきするその存在が啓十にこの対応を取らせている。

  　それに気づいた阿久沢は作戦を変えた。今日の白河軍は甲州街道の西進を諦あきらめ、新宿で武蔵野勢を迎げい撃げきする構えである。

  　武む蔵さし野の勢は必ず甲こう州しゆう街道を東進してくる。なぜなら、そうせざるを得ないからだ。

  　大規模な軍勢を長期間動かし続けるには、しっかりした補給地から絶えることなく軍勢へ支援を送り届ける機構システム、いわゆる「兵へい站たん」が必要となる。かつてのローマ帝国軍を無敵ならしめたのはこの兵站が群を抜いて優れていたためだ。

  　しかしながら、優れた兵站を構築するにはそれなりの金と時間がかかる。さらに兵站を伴う軍隊は戦争事業を起こすための手続きも煩はん雑ざつ極まりなく、現在の日本のような隣接した共同体同士が千人以下の小部隊を率ひきいて戦う状況では必ずしも有効とはいえない。それよりもむしろ、相対する勢力同士が短い期間に一気に兵員をかき集め、お互いの兵を一か所に叩きつけて勝敗を決する方が効率が良いし採算性が高い。さっさと集めてさっさと戦い、勝敗を決する。それが現在の日本における一般的な戦いの在り方だ。

  　兵站がないゆえに、啓けい十じゆうが軍勢を維持出来る期間は限られてくる。だから白しら河かわ軍ぐんが新しん宿じゆくに籠こもったなら、近隣共同体に援軍を頼んだ手前、啓十は早急な決着をつけるべく甲州街道を東進して新宿を目指すしかない。

  　武蔵野と白河、並び立つ両者の決着は今日、新宿で必ず決する――

  

  　正午、武蔵野勢が明めい大だい前まえを越えたところで斥せつ候こうに出していた軽けい騎き兵へいが次々に戻ってきた。その報告によれば、白河軍は本営を新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに置いたまま、新宿駅南口付近に歩兵を展開してこちらを待ち構えているという。このまま武蔵野勢が甲州街道を東進していけば、ふたつの軍勢は真正面から激突することになる。

  　啓十は歩兵五〇名からなる別べつ働どう隊たいを本隊から切り離し、甲州街道と平行に走る国道四三一号線へ送り込むことを決めた。二車線の四三一号はかつて甲州街道の裏道だったが、現在は昼なお暗い樹林と化し、大軍団の通行にはむかない。しかし五〇人程度の歩兵であれば苦労はするだろうが通り抜けは可能だ。それに鬱うつ蒼そうと茂った木々が別働隊のすがたを隠してくれる。別働隊は極ごく秘ひ裏りに四三一号を東進して東京都庁舎前を通過したのち、靖やす国くに通りへ入ってさらに東進、明めい治じ通りとの交差点を右折、明治通りを南下して一気に新宿御苑を突く。新宿を大きく迂う回かいして奇襲をかけるこの作戦、うまくいけば戦局を決定付けるものになるだろう。

  

  　新宿まであと三キロメートルほどに迫った代だい田た橋ばし付近で別働隊が切り離された。

  　この時点で武蔵野勢は大きく三つの戦闘群に分けられている。調ちよう布ふ新しん町まちではひとつひとつの戦闘群を「列」と呼称するため、ここでもその言い方を用いて内うち訳わけを列記する。

  　第一列、つまり先せん鋒ぽうが歩兵三五〇。武器は長槍と刀が中心で、最前列の兵は日本刀と鉄の盾を掲げ持つ重装歩兵だ。八はち王おう子じコロニー以外の共同体から派は遣けんされた援軍は全て第一列に編入されている。旗色が悪くなったときに裏切りそうな味方は、予あらかじめ最前列に配置して逃げ場を無くしてしまおうという啓十の腹黒さが現れている。配置された特とく進しん種しゆは久く坂さかユーキ、真も岡うか牛うし丸まるの二名。武む蔵さし野の側としては最初にユーキを敵陣の中に突っ込ませ、いきなり甚じん大だいな損害を与えて志し気きの向上を図りたい。牛丸には身体を張ってユーキを守る地味な役目が託たくされている。第一列の指し揮きをとるのはこれが初うい陣じんとなる高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろう。

  　第二列はそのまま八はち王おう子じ軍ぐん二〇〇である。第一列を後援しつつ戦局に応じて動く遊撃隊の役割が百ひやく武たけ沙さ也や加かに託された。特とく進しん種しゆ、タマと斎さい藤とう準じゆん平ぺいは第二列に編入されている。

  　第三列が本営である。指揮をとるのは総大将、高比良啓けい十じゆう。ここに配備された二五〇名は全員が生きつ粋すいの調ちよう布ふ兵へいであり、町を守ろうとする思いが最も強く、裏切りの心配がない。組み入れられた特進種は羽は染ぞめ静しずか。鳥とり辺べ野のミゲルと岩いわ佐さ木き満みつ男おは鞍あん上じように手足を拘こう束そくされたまま本陣付近を曳ひかれている。

  

  　やがて――

  　道の先に立ちこめた陽炎かげろうの彼方かなた、ゆらめく高層ビル群が現れた。赫かく灼しやくとした夏の太陽が白と黒の陰いん翳えいを天空高く聳そびえる壁面に刻んでいる。

  　甲こう州しゆう街道沿いの居並んだ雑居ビル群も、新しん宿じゆくに近づくにつれて段々と密に、背が高くなっていく。

  　街道の直上に建てられた首都高速道路の高架が夏空を狭くしている。頭上、複雑に描かれた立体交差の影が武蔵野勢八〇〇へ降りおりる。

  　ユーキは軍団の先頭を黙々と歩いていた。その傍かたわら、硬い面もちで鉄てつ杖じようを握りしめる牛丸がいる。調布を発ったときは溢あふれんばかりの戦闘意欲に沸きたっていた第一列だが、新宿が近づいてくるにつれて重苦しい緊張感が兵列の狭はざ間まに漂いはじめた。

  　本当に勝てるのだろうか。敵はこちらの二倍以上の数だという。特進種も優れた種別を大勢雇ったらしいし、奇怪な技を操る鬼き道どう衆しゆうもいる。このまま馬鹿正直に正面からぶつかって、果たして生きて帰れるだろうか――

  　そんな兵士達の無言の声がユーキの背中に伝ってくる。その気持ちは正直わかる。ユーキ自身もこれだけの規模の戦いははじめてだ。自分がどれだけの役目をそこで果たすことが出来るのか、不安で仕方ない。

  　その感情を押し隠して、ユーキはなにげない口調で横の牛丸に話しかけた。

  「もうすぐだな」

  「え？　あ、はい？」

  「新宿。もうすぐ着く」

  「あ、は、はいっ！　そうですね、もうすぐ着きますっ」

  　がちがちに緊張した牛丸は裏返った声で返事した。鉄杖を握る手が汗にまみれている。彼がこれほど硬くなっている理由をユーキは知っていた。

  　牛丸はまだ人を殺あやめたことがない。

  　優れた特とく進しん種しゆでありながら気持ちの優しい彼は、たとえ盗とう賊ぞく相手でもとどめがさせない。武器が鉄てつ杖じようなのも剣や槍での斬ざん撃げきや刺し突とつが出来ないためだ。鋭い打ちよう擲ちやくで敵の腕や足をへし折り、戦闘不能に追い込むのが普段の牛うし丸まるの戦い方である。

  　しかし戦場においてそのやり方は許されない。相手はこちらの兵員を殺しに来ている。とどめをためらい、腕一本折ったところで敵を放せば、敵は残った手を使って味方を殺す。敵にかけた情けはそのまま、味方の犠牲に繋つながってしまう。

  　今日の戦い、手加減してはいけないことは牛丸もわかっている。わかっているが、身体は自然に震えてくる。自分を叱しつ咤た激げき励れいしながら、ともすれば優しい父母が待つ調ちよう布ふ新しん町まちへ逃げ戻ろうとする足を懸けん命めいに前へ送っていた。

  　彼の緊張を解ときほぐそうと、ユーキは平気なふうを装って声をかける。

  「戦いくさが怖いのか」

  「こ、怖くないです、全然、大丈夫です」

  　あからさまな強がりに、ユーキはくすりと笑って牛丸を見やる。

  「頼もしいな。今日はウッシーに頑張ってもらおう」

  　ユーキのからかいに、我に返った牛丸は慌あわてて顔の前で両手を振ると、

  「あ、すみませんっ、いえっ、違いますっ、僕は、僕も、怖いです、怖いですよ……」

  　言い訳しながら段々語調がしおれていき、語尾は頼りなくかすれて消えた。

  　ユーキは再び前をむくと、自分自身に言い聞かせるように、

  「想像しないことだと思う。相手について、なにも想像しないこと」

  　青あお砥との受け売りだが、これ以外にかける言葉が見つからなかった。

  「わたしたちの大事なものを守るために、ただ薙なぎ倒すんだ。それだけ考えていればいいよ、きっと。他のことは一切なにも想像しない。相手の人格も、家族も、それまでの人生も、なにも……決して想像しないこと」

  　ユーキは、そうきっぱりと言い切った。自分の放った言葉に違和感も戸惑いも、正直ある。本当にそれでいいのかと問いかけ直す自分が心のどこかに存在している。

  「そう……ですよね。はい……僕も、そうだと思います」

  　迷いの残った牛丸の返事が、ユーキの心情をそのまま映していた。

  　けれど他にどうしろというのだろう。みんなが仲良くお互いを信頼しあって暮らせば良いだけなのに、そんな当たり前が出来ない。誰かが世界の有り様を変えなければならないはずなのに、その誰かは一向に出てこない。そしてこうした馬鹿げた殺し合いが果てしなくつづき、憎くもない敵を殺さなければならない。

  　誰かが変えねばならないのに――

  　答えの出ない煩はん悶もんを抱えたまま、ユーキは黙々と足を前へ送り続けた。

  

  　武む蔵さし野の勢は西にし新しん宿じゆくへ入った。新宿駅と接続した高い建物が片側三車線の大通りの彼方かなたに屹きつ立りつしている。このまま直進すると、右手にかつての一四階建て大型百貨店と携帯電話会社が建てた塔、左手に朽くち落ちた新宿駅南口を眺めながら、十数本もの線路をまたぐ新宿陸橋を渡って、白しら河かわ軍ぐんの本営がある新しん宿じゆく御ぎよ苑えんへ辿たどりつくのだが――

  「久く坂さかさん、あれって……敵ではないですか？」

  「うん。わりと前に出ているな」

  　ユーキと牛うし丸まるは足を止めて道の先を見やった。自然、後ろの軍団も行軍を止める。

  　白河軍の先せん鋒ぽうは新宿陸橋を降りて、甲こう州しゆう街道と四一四号線が交差する大交差点を渡ったところに布陣していた。腰の高さほどの土ど嚢のうの壁が甲州街道を横一列に封鎖している。土嚢のむこうに、漆しつ黒こくの兵装に身を包んだ白河兵が居並んでいた。動きはないが、敵も既にこちらに気づいている。

  　キャラバンで何度も新宿に来ているユーキは、白河軍はもう少し後ろ、新宿駅南口付近で武蔵野勢を待ち受けるものと予想していた。その辺りは新宿陸橋の頂点に位置していて、坂の上から大岩や藁わらで出来た火球を転がして攻撃可能だ。陸橋だから道の両側に逃げ場もなく、それをやられると武蔵野側は苦戦を免まぬがれない……と思っていたのだが、敵はあっさりと陸橋を降り、地勢的になんのメリットもない平地へ出てきている。防柵は土嚢のみ。数の優位に驕おごっているのか、もしくはなんらかの罠わなか。

  　と、傍かたわらから馬の鼻息が届いた。

  　振りむけば、第一列指揮官、高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろうが馬上に悠ゆう然ぜんとしていた。

  「敵ながらあっぱれな布陣だ。正々堂々と進軍してきた僕たちに、潔いさぎよく正面から向きあっている。隅すみ田だ川がわの汚水をすする蛮ばん人じんにしては上出来だよ」

  　差別語を爽さわやかに言い放つと、啓一郎は真っ白な歯をきらりと輝かせて微笑ほほえんだ。バケモノが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする深い樹海に数十年以上に渡って隔へだてられているため、お互いの地理的距離がひらくほどに精神的にも文化的にも微妙な差異が生じてきて、いまの啓一郎のごとき不ふ寛かん容ような差別的態度が発生してくる。それにしても蛮人扱いは酷ひどいと思うが、白河コロニーでも多た摩ま川がわ水系に住まう住民を「武蔵野の野人」と蔑べつ視ししているのでどっちもどっちだ。

  「なにかの罠では？」

  　ユーキの問いかけに、啓一郎の答えは早い。

  「せいぜい裏道に別べつ働どう隊たいがいて廻りこんでくるくらいだろう。うちの二列目は不安だけど、三列目は精強だし問題ないさ。僕らは前方の障害物を撤てつ去きよすることに邁まい進しんしよう。ほら、敵さんも挨あい拶さつしにきた」

  　再び街道の先へ目を送ると、土嚢の壁の直前に、いつのまにか四人の敵兵が佇ちよ立りつしていた。

  　八月の烈日に炙あぶられ、焼け爛ただれたアスファルトから濃い陽かげ炎ろうがあがっている。

  　漆黒の軍服に身を包んだ四名は陽炎に揺らめきながら横一列に歩んでくる。

  　鍔つばのある黒いヘルメットが日光を弾く。折おり襟えりのついた黒い上着、黒革のベルト、斜めにかけた黒いサスペンダー、太ふと股ももがゆったりした乗馬ズボンも長ちよう軍ぐん靴かも全て黒一色。あまりにもあからさまにナチスドイツの軍服だった。阿あ久く沢さわ市長の趣味なのかデザイナーの趣味なのかは知れないが、夏場に見るとこのうえなく暑苦しい。

  　それに、歩んでくる四人が片手に握りしめているのはいずれも日本刀だ。ナチスの軍服に日本刀の取り合わせは奇妙であるが滑こつ稽けいでもない。漆しつ黒こくに映はえる鋼鉄の刀身はなかなかの凄すごみを秘めている。

  「いきなり特とく進しん種しゆが四人か。多いな。二列目のふたりも呼ぶ？」

  　啓けい一いち郎ろうが後ろを顎あごで示しながら尋ねる。ふたりとは第二列で待機するタマと斎さい藤とうのことだ。ユーキは首を左右に振った。

  「ここで仕留めます。討うちもらしは真も岡うかに」

  「それでこそ久く坂さか。緒戦でガツンとやってくれ、頼んだよ」

  　頷き、ユーキは下した氣き海かいから練れん氣きを呼び出して全身にまとった。腰に吊つるしたサーベルを引き抜き、細い刀身に氣きを絡ませる。その傍かたわら、牛うし丸まるも鉄てつ杖じようを強く握りしめ、

  「久坂先輩、僕も一緒に……」

  「ウッシーはここでみんなを守ってくれ。わたしが討ち漏らした特進種が兵列に飛び込んでくるのは避けたい」

  「でも、先輩ひとりじゃ……」

  「大丈夫。氣はたっぷり練ってきたし。若の下げ知ち通り、最初にガツンとやってくる」

  　ユーキは毅き然ぜんと言い切ると、ただひとり兵団を離れて道の先へ歩んでゆく。

  　両軍の兵員が入り乱れての会戦が始まる前に、こうやってまず特進種同士を戦わせるのは、どちらの軍も出来れば自軍の特進種を相手の兵団のただなかへ飛び込ませたいからだ。オリジナル・シンに生せい殖しよく細さい胞ぼうを汚されたがゆえに「特別に進化した種別」として生まれ落ちた彼らの戦闘能力は、進化の度合いに個体差はあるものの、普通の人間にはまず太刀打ち不可能なのである。

  　道のむこう、四人のうちふたりが足をとめた。ふたつの日本刀の剣けん尖せんが腰のうしろに回る。その刀身へ絡みつく練氣がユーキには見えた。残りのふたりはこちらを目指してそのまま大通りを直進してくる。膨張したその体格を見れば、このふたりは筋きん繊せん維い系だと知れる。後列にいる敵練氣使い二名までの距離、十数メートル。

  　ユーキの踵かかとの下で燦さん光こうが散った。練り上げた氣がアスファルトに叩きつけられ、推進力が倍加する。

  　ユーキは翔かける。

  　接近してくるふたりの筋繊維系はその動きに反応出来ない。小脇を駆け抜けていったユーキに気づくことなく道を直進する。そして眼前からユーキのすがたが消えていることに気づき、背後を振りむいたなら、後列の練れん氣き使いがサーベルに串くし刺ざしにされていた。

  「ひとり」

  　漆しつ黒こくの軍服の土ど手てっ腹ぱらにサーベルを突き立て、ユーキはそう呟いてから剣けん相そうに籠こめた氣きを放ち出す。

  　黒の布地がちぎれ飛ぶ。砕け散った肉片と血煙が真っ青な夏空めがけて飛び散る。腹ふく腔こうから生ぬるい臓器を零こぼしながら、下半身だけの遺い骸がいがアスファルトへ崩れ落ちた。

  　陶器じみた白い皮ひ膚ふを返り血に染め、ユーキは爛らんとした瞳をもうひとりの練氣使いへむけた。

  「うぉっ」

  　驚きよう愕がくの呻うめきと共に、練氣使いは慌あわてて身体を旋転させると、ユーキめがけて日本刀を斜め上方へ切り上げた。

  　刀とう鋩ぼうが辿たどった空間から黄こ金がね色いろの光が溢あふれ出て、宙をのたくる蛇へびとなる。光の鞭むちのごとく身体を屈折させながら、練氣の蛇はユーキへむかい鎌かま首くびをもたげた。

  　超至近距離からの氣き弾だん。

  　ユーキは左手のひら――氣き街がいを前方へ突き出し、身体中にまとっていた氣をその一点に集中させた。

  　刹せつ那な、耳を聾ろうする爆裂音が西にし新しん宿じゆくに轟とどろいた。

  　氣弾の孕はらんでいた火か焔えんがユーキの華きや奢しやな体たい躯くを包み込み、灼しやく爛らんの炎熱が路面を灼やく。

  　猛烈な硝しよう煙えんと粉ふん塵じんがユーキのすがたを視界から押し隠した。もくもくした塵じん埃あいがアスファルト上を這はい伝い、ユーキの背後にあったビルの外壁が焼けこげて、蔦つたに火が燃え移って延焼していく。

  　見守っていた武む蔵さし野の勢の兵列から悲鳴があがった。

  「久く坂さか先輩っ」

  　牛うし丸まるが叫ぶ。鉄てつ杖じようを構えて駆けつけようとしたその足は、しかしその場で止まった。

  　硝煙のむこうから、醒さめた表情で左手を突き出すユーキが現れた。彼女は至近距離から放たれた氣弾を練氣の鎧よろいで完全に防ぎきっている。

  「ふたり」

  　無慈悲な呟きと共に、ユーキのサーベルは逃げようとした練氣使いの背中に突き立った。背骨を砕き、心臓をひと突きに貫く。氣を炸さく裂れつさせる必要もなく、サーベルを引き抜く。口元から一度血の塊かたまりを吐き出して、二人目の犠牲者は地に両膝を落とすと仰あお向むけになって息絶えた。

  　事態に気づいた筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆのうち、ひとりがユーキにむかって駆け戻ってくる。もうひとりはこのまま武蔵野勢第一列に飛び込もうと、牛丸を目指して突進していく。

  　ユーキはサーベルの剣けん尖せんを右斜め下方にむけ、直進してくる敵を待ち受けた。

  　敵の身体全体がめりめりと盛り上がっていく。軍服の下は鋼鉄のごとき筋肉の装そう甲こうだ。すさまじい勢いで走り込みながら、射程に入ったその刹那、この筋繊維系特進種はユーキめがけて思いきり跳躍した。

  「チェストーっ」

  　示じ現げん流りゆう特有の咆ほう吼こうが敵の口から放たれた。かつて薩さつ摩ま隼はや人とが得意とした、受け太た刀ちもろとも相手の肉体を袈け裟さ斬ぎりにする一撃必殺の剣法だ。その膨ぼう張ちようした右手に握られた日本刀が思い切り上段に振り上がり、夏の陽射しをぎらりと跳ね返してから、ユーキの肩口を目がけて斜めに振り下ろされた。

  　まさに教科書通りの上段うち下ろし――しかしわずかな上体のさばきでユーキはその一撃をかわすと、カウンターの剣けん尖せんを筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆの下腹に突き立てた。

  　しかし筋肉の装そう甲こうが硬すぎて、剣尖が臓器まで到達しない。わずかに皮ひ膚ふ一枚を抉えぐったところでサーベルが止まってしまっている。

  　敵のいやらしい破は顔がんがユーキの頭上に降ってきた。ユーキは冷然とした表情でその下品な笑みを見上げる。巨体の背後に太陽があるため、彼の影の輪りん郭かくを黄金の光こう芒ぼうが縁取っていた。

  「三人」

  　宣告を放ち、突き立ったわずかな剣尖を通して、練れん氣きの塊かたまりを彼の皮膚の下に一切容よう赦しやなく流し込む。

  　火傷やけどの水ぶくれのごときものが、哀れな敵の身体全体に現れた。皮膚の表層にある表皮とその下にある真皮のあいだに、火傷であれば液体が溜まって水ぶくれとなるのだが、この場合に溜まったのはユーキの練氣だ。いやらしかった彼の破顔は一瞬にして驚きよう愕がくの色に塗り込められ、おのれの運命を悟った哀あい切せつ極まりない表情に変じたのち、その表情も水ぶくれに埋め尽くされて、やがて身体中に発生した水すい疱ほうが許容量の限界を越えて飛沫しぶきを噴き上げ爆裂した。

  　皮膚がめくれあがり、裏返った。千ち切ぎれ飛んだ軍服のむこうから現れたのは、薄皮を剥はがれた人間標本だ。美しく絡み合う筋肉の表面には潤じゆん滑かつ油ゆのような血液が伝い、胸の辺りは薄い筋肉が剥げ落ちて肋ろつ骨こつが露あらわとなっていて、その奥で脈打つ心臓もきちんと見て取れる。理科の先生が両手のひらを打ち鳴らして喜びそうな造型だが、残念なことに鑑賞できる時間は非常に限られていた。

  　ぎょろり、と標本の眼球がユーキを見下ろしてから、魂の底から放ち出された叫きよう喚かんが口こう腔こう部から迸ほとばしり、地に卒倒して、彼の背中のむこうにあった太陽が血潮に濡れたユーキの顔を照らし出した。

  　標本は叫びながら地の上をミミズのごとくにのたうち回る。ビルの屋上から戦場を眺めていた禿はげ鷹たかが数羽、路上へ舞い降りてきて標本へ爪を突き立て、その鋭いくちばしで露わになった肉や臓器をついばんだ。生きながらの鳥ちよう葬そうである。断だん末まつ魔まの叫びが、小山のように群がる烏からすのむこうから聞こえた。

  　ユーキは最後に残った特進種の背中を睨にらんだ。対処しているのは牛うし丸まるだ。

  

  　牛うし丸まるは鉄てつ杖じようを構え、駆け込んでくる敵にむかって自ら駆けた。

  　練れん氣きを使わずとも牛丸の挙動は常人が目で追えぬほどに鋭く速い。敵てき筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆの認識をも越えて、石せつ火かの早はや業わざ、牛丸は敵の懐ふところへ飛び込んでいた。

  「はっ」

  　短い気合いと共に、鉄杖の石いし突づきを敵の腹部にめりこませる。普通の人間であればこれだけで内臓が破裂するはずだが特進種相手にこれでは足りない。くの字に折れた敵は首の後ろを牛丸へむけてさらけ出す。瞬目、その急所をめがけて鉄杖が振りおりる。鈍く重い手応えが両手に伝い、牛丸の表情が一瞬かき曇る。

  「ぐおおっ」

  　咆ほう吼こうと共に、打たれた敵は日本刀を横よこ殴なぐりに一いつ閃せん。飛び退のいてかわした牛丸めがけ、二閃、三閃と襲い来る。手加減した覚えはないのだが、特進種を絶命させるには半端な一撃だったらしい。ひらりひらりと斬ざん撃げきをかわし、隙を見計らって、牛丸は反撃の鉄杖を敵のみぞおちへ食い込ませた。

  　敵があげた苦痛の呻うめきを片耳で聞いた。足を大きく入れ替え、鉄杖を旋転させて二戟目を全く同じ場所へ見舞う。苦し紛れの横撃が頭上をかすめたが、構うことなく身体全体を独こ楽まのように旋せん転てんさせながら、勢いをつけた鉄杖を幾度も幾度もみぞおちに叩きつける。常人の目では牛丸の動きが追えない。竜巻のような、高速度で回転する物体が筋繊維系特進種の巨体を後ずさりさせている――そう見える。

  　突出したものは無くとも、筋繊維や呼こ吸きゆう器き系、感覚器系など、身体器官全体がまんべんなく進化しているのが牛丸の特徴だ。肉体は小柄ながら、進化の総合力がこのすさまじい瞬発力を生み出す。敵が一手を繰り出す間に四手五手を繰り出して反撃を許さない。

  　吐と瀉しや物ぶつにつづいて鮮血がこぼれ、敵特進種は路上の縁石に足を突っかけて後方へ倒れ、赤あか錆さびたガードレールに両腕を引っかけて動かなくなった。打だ突とつを受け続けたみぞおち付近は大きく陥かん没ぼつしていた。きっと臓器は圧あつ壊かいしてしまっただろう。

  　牛丸は荒く呼吸しながら動かない敵を見下ろした。徐々に鉄杖を握る手が震えてくる。

  　――殺した。

  　頭ず蓋がいのうちに、そんな声が響いた。

  　――僕が殺した。

  　敵の表情は苦痛に醜みにくく歪ゆがんでいる。その口元から血にまみれた吐と瀉しや物ぶつがまだ垂れている。斬撃や刺し突とつが出来なくて鉄杖を自分の武器にする牛丸だが、いざ敵の殺傷が必要になるとこれほど残ざん酷こくな武器はない。鉄杖で幾度も殴おう打だされて撲ぼく殺さつされる苦痛は、一瞬の斬撃で死ぬのに比べてどれほど辛つらいだろうか。

  　気を抜けば落としそうになる鉄杖を握り直して、牛丸は道の先へ目をやった。わずか一瞬のうちに三人の特進種を葬ほうむったユーキがこちらへ駆けてくる。ユーキの口が大きくひらき、叫び声が届いた。

  「死んでないっ」

  「え？」

  　牛うし丸まるは背後を振り返った。ガードレールにもたれかかっていた敵がそこにいない。

  　目線を持ち上げた。

  　内ない臓ぞうが破裂したはずの敵てき特とく進しん種しゆが第一列に飛び込み、嬉き々きと日本刀を振るって兵士たちの血肉を撒まき散らしていた。

  「再生系だっ、傷を再生して戦う種だっ」

  　ユーキの叫びが牛丸の耳じ朶だを打った。敵は筋きん繊せん維い系だと思っていたが再生能力も併あわせ持つ万能型だったのだ。牛丸の打だ突とつにより損傷した部位をガードレールにもたれる間に再生させ、目を逸そらしたあいだに第一列へ飛び込んでしまった。

  　子鹿色の軍服に身を包んだ人間たちが悲鳴と共に、暴風に煽あおられる木の葉さながら空中高く巻き上げられる。哀れな号叫があがり、肉体の千切れた部位が切断面から血流を垂らしながら四方八方飛び散っている。

  　敵の肉体はもはや完全に再生がなされ、健常な攻撃力を思うさまに振るっている。普通の人間の戦闘力では太刀打ち出来ない。鋼鉄をも両断する斬ざん撃げきが、密集した兵員をまとめて撫なで斬ぎる。これは雑草の伐ばつ採さいそのものだ。路面はたちまち流れ出た血とこぼれでた臓器に埋まり、悲鳴と絶叫と斬撃音、濃い死臭が立ちのぼった。

  　第一列は剣林地獄へと突き落とされていた。

  「離れろ、そいつから離れろっ」

  　啓けい一いち郎ろうの号令が悲鳴のあいだに挿そう入にゆうされる。しかし逃げようとしても追いつかれ、背中から袈け裟さ斬ぎりにされて命めい脈みやくを絶たれる。ひとつひとつの動作に籠こめられた力強さ、速さ、的確さに絶望的な差があって、戦うことも逃げることも出来ない。

  　牛丸は忘ぼう我がの淵ふちにあった。眼前の光景の意味が理解出来ない。自分が殺し損なったために味方が黒くろ薔ば薇ら色の血を噴き上げ死んでいく。

  　あれは――僕のせいで死んでいるんだ。

  　影がひとつ、凍り付いた牛丸の顔の前をよぎっていった。

  　鷹たかのごとく、その影は高く跳躍すると、サーベルの鋩きつ先さきを真下にむけ、狂きよう瀾らんの咆ほう吼こうをあげる敵特進種の頭ず蓋がいへ突き立てた。

  「四人」

  　短い呟きがあった。

  　転瞬、敵特進種の頭部がザクロに変じた。

  　破砕した頭蓋骨の内部から、詰まっていたものたちが外界へとこぼれ出る。

  　鼻び梁りようと顎あごをまだ残したまま、哀れな骸むくろはこぼれた自らの器官のうえへ崩くずれ落ちた。

  　いくら再生能力があるといってもここまで頭部を破壊されてしまうともう二度と動けない。しばらくの静寂のあと、起きた事態を理解した歓かん呼この雄お叫たけびが第一列から湧き上がり、朽くち落ちた街並みにおんおんと轟とどろいた。

  「お返しだ、攻めろ、攻め上がれっ」

  　啓けい一いち郎ろうが号令をかける。味方の遺い骸がいを乗り越えて、血ち糊のりに滑すべる路上を駆け、土ど嚢のうを積み上げた障壁へ第一列二百有余名が突進していく。もちろんユーキも突っ込んでいく。まだ自じ失しつの淵ふちにある牛うし丸まるの傍かたわらを駆け抜けながら、声をかけた。

  「ウッシー、早く」

  「あ、は、はいっ」

  　我に返り、牛丸もユーキの背を追った。大通りのむこう、土嚢に隠れた敵勢が混乱しているのが見て取れる。

  　前をゆくユーキの踵かかとから光の粒子が飛び散る。

  　転瞬、ユーキは前を走っていた味方を遙はるか後方へ置き去り、土嚢を乗り越えて敵勢へ飛び込んでいた。青ざめた白しら河かわ兵へいの表情が牛丸の網もう膜まくに映じる。

  　――決して想像しないこと。

  　戦いがはじまる前にかけられた、ユーキの言葉が牛丸の脳のう裡りに閃ひらめいた。言われてすぐに出来ることでもないが、そうしなければならないことも理解出来る。

  　牛丸は考えることを止めた。ただ鉄てつ杖じようを強く握りしめ、第一列の兵たちの咆ほう吼こうを聞きながら前へ前へ突進していく。

  　頭上、高いビルに切り取られた狭い夏空のただなか、しわがれた声をあげながら独どく眼がん烏がらすの群が旋回していた。血の匂いを嗅ぎつけて、仲間を呼んでいる。双そう頭とう鷹だかや変へん異い鷲わしの大きな影がそのなかに混じっている。

  　鳥類だけではない。路地裏を埋める雑ぞう木き林ばやしのなか、横転したまま錆さび付いて植物の苗なえ床どことなった大型車両の後ろ、朽くち果てて蔓つる草くさに覆おおわれた高層ビルのベランダや壁面、屋上……至るところに犬猫や蜥蜴とかげのバケモノが息を殺して身を潜め、血肉の薫かおりに鼻をひくつかせていた。戦場とはバケモノの饗きよう宴えん会場でもある。勝敗が決したあとの遺骸処理は彼らにお任せということになるだろう。

  

  　サーベルの剣けん尖せんがかすめ、顔を切られた敵兵が、両手で傷口を押さえて空を仰ぎ咆ほう吼こうした。流れ出る緋ひ色いろが指の隙間から幾条も溢あふれてくる。己の血でむせてしまい、絶叫は水中で泡を噴くような濁だく音おんへ変わった。

  　濁音を消したのはユーキの刺し突とつだった。肋ろつ骨こつの間をくぐり抜け、剣けん鋩ぼうが肺をひと突きにする。氣きを炸さく裂れつさせる必要もなく、サーベルを引き抜くと敵は地面に昏こん倒とうし、のたうちながらどす黒い色の血を吐いた。

  　すると怪け我が人にんを目がけて鷹たかや鷲わしが舞い降りてくる。こうした大型の猛もう禽きん類は戦いの途中であろうがお構いなく重傷人に爪を突き立てて貪むさぼりはじめる。ユーキに肺を突かれたその敵は、数羽の鷹から傷口に爪を立てられ、その鋭く屈折したくちばしに生きたまま眼球を抉えぐられ、顔の傷から肉をほじくり返されて、叫びになる途中のひょうひょうという風音を喉のどあたりから洩もらしながら死んでいく。

  　ユーキもこうしたバケモノによる陵りよう辱じよくには生理的嫌悪感を覚えるが、武器で脅すと反撃してくるから始末が悪い。バケモノに構っているあいだに敵兵にやられるのは勘かん弁べんだから生きながらの鳥ちよう葬そうも放置するしかない。

  　ユーキは寂しんとした翡ひ翠すい色の瞳を敵兵団へむけた。

  　大半の兵はユーキの突入を受けて後陣へ逃走していったが、果か敢かんな兵が十数人居残ってユーキを取り巻き、短槍の鉾ほこ先さきをまっすぐ突き出していた。

  　戦いの前は真っ白だったユーキのシャツはもはや一面が血塗られていた。顔も髪の毛も凝固した黒くろ薔ば薇ら色の血液がこびりつき、サーベルの剣けん尖せんからも絶え間なく血が滴したたっている。

  　あまりに凄せい惨さんなその佇たたずまいが、なぜかゾッとするほど美しい。血にまみれるほど、この少女は内側から光を放ちはじめる。

  　血ち塗まみれの天使の唇がひらき、取り囲んだ兵たちへ言葉が放たれた。

  「無駄な殺せつ生しようはしたくない。退け」

  　男達は互いに顔を見合わせる。その表情に逡しゆん巡じゆんが見て取れる。彼らも本当は退きたいが、逃げる途中で背中を襲われるのをためらっている様子だ。

  「戻って阿あ久く沢さわ一いち松まつに伝えろ。早々に特とく進しん種しゆを全部前線にぶつけろ、この久く坂さかユーキが一人で相手してやると」

  　まさか阿久沢がその通りにするわけがないが、市長への伝言という名目を与えられた男達は恐る恐る槍を引くと、ユーキに背をむけ、後陣を目指して逃げていった。

  　本当は、彼らを殺すべきであることはユーキにもわかっている。

  　しかし――気持ちが萎なえそうになっている。勝てないのはわかっているのに顔を歪ゆがめ、必死にむかってくる敵を一方的に殺さつ戮りくすることに、ユーキの精神が悲鳴をあげていた。

  　直後、啓けい一いち郎ろう率いる第一列が土ど嚢のうを乗り越えてユーキのもとへ駆けつけてきた。全員が緒戦の勝利に興奮している。いずれの相そう貌ぼうも高ぶりを抑えていない。

  　漂う死臭、延焼が収まらない高層ビル壁面の蔓つる草くさ、立ちのぼる煤ばい煙えん、路上を埋め尽くす、かつて人間であった欠片かけら、それをむさぼるバケモノたち、この世ならざる戦場の熱気――そうしたもの全てが居合わせた兵員の脳のう髄ずいを痺しびれさせている。

  　吊り上がった啓一郎の眼差しが、逃げていく十数人の男達の背へと注がれた。

  「追え、逃がすな、追うんだっ」

  　啓一郎は明らかに普段より猛たけっている。

  　血肉と火か焔えんと鋼鉄の薫かおり。そこに秘められた戦場の魔力が兵たちへ染み通っていき、精神を亢こう進しんさせている。冷静なものがここにはいない。

  「追えっ、追えっ」

  　口こう角かく泡あわを飛ばして檄げきを放ち、鞍あん上じようの啓けい一いち郎ろうは自ら先頭に立って手た綱づなを叩き、鐙あぶみを蹴けった。

  　おおお、と第一列が咆ほう吼こうをあげ、あとにつづいて駆け出していく。

  　強張った表情のユーキだが、自分ひとりここに残るわけにもいかない。これからまだたくさんの特とく進しん種しゆを殺す役目が待っている。それをやらなければ味方が殺されるのだ。ともすればしおれそうになる足を無理矢理に前へ送った。

  　――想像するな。

  　今日、既に何度も自分に言い聞かせた言葉を胸のうちで呟いた。傍かたわらの牛うし丸まるの顔も青ざめている。ユーキには彼の煩はん悶もんがよくわかる。しかしいまこの場で自己憐れん憫びんに浸ひたりながら傷を舐なめあっても仕方がない。

  「前へ」

  　傍らの牛丸へ、そう声をかけた。気弱そうな、憔しよう悴すいした瞳がユーキを見上げる。

  「前へ」

  　自分に言い聞かせるように、ユーキはもう一度同じ言葉を繰り返した。

  　前へ、前へ。おのれを哀れんで泣く暇はない。いまはただ、前へ。

  

  　白しら河かわ軍ぐん第二陣は第一陣よりも遙はるか後方へ陣取っているらしく、なかなか道の先にすがたを現さない。かなり間延びした陣形を敷いていたようだが、その真意は知れない。

  　追ううちに、武む蔵さし野の勢第一列はやすやすと新しん宿じゆく陸橋に足を踏み入れた。橋の登り勾こう配ばいが啓一郎の面前に立ちはだかる。ここが今日の最激戦区だと戦前に睨にらんでいたが、意外にも敵影は見えない。

  　啓一郎の乾いた唇が斜め上に吊り上がった。

  　――僕が率いる第一列に恐れをなし、陣を引き払って撤てつ退たいしたんだ。

  　脳のう裡りにそんな声が閃ひらめいて、鞍上の薄い胸が誇らしげに反り返る。啓一郎のサーベルの切っ先が、坂の上を高らかに指し示した。

  「陸橋を確保するっ、つづけっ」

  　第一列三〇〇名に否いなやはない。緩ゆるい勾配に軍ぐん靴かを踏み入れ、粛しゆく々しゆくと登とう攀はんする。

  　全くなんの抵抗もない。拍子抜けするほど楽々と第一列はアーチ型をした陸橋の頂点まで駆け上ってしまった。

  「ははは、なんという愚かしい敵だ。見ろ、坂の下で僕らを待ち構えている」

  　啓一郎の哄こう笑しようが新宿駅南口に木こ霊だました。最前列を務めるユーキと牛丸は啓一郎の傍らに居並ぶと示された陸橋のたもとを見やる。

  　啓一郎の言うとおり、敵はなぜか坂の真下に居並んでいた。

  　最前列は人も馬も全身を漆しつ黒こくの板ばん金きん装そう甲こうで武装した重じゆう装そう騎き兵へいだ。目算でおよそ一〇〇。その背後に長槍を構えた歩兵約三〇〇、さらにその背後に長弓が約一〇〇。至し極ごく真っ当な編成だがなぜ陸橋を捨てたのか理解出来ない。彼らのすぐ背後は本営があると思われる新しん宿じゆく御ぎよ苑えんだ。

  「第二列の到着を待って攻撃を仕掛けたい。久く坂さか、問題あるか」

  「敵てき特とく進しん種しゆの数によります。が、二列目のふたりが加わればなんとかなるかと」

  　氣きはまだまだ残っている。正確な残量は知れないが、下した氣き海かいの感覚的にいって、氣きを大量に消費する氣き弾だんさえ撃たなければしばらくは戦えそうな状態だ。タマと斎さい藤とう、牛うし丸まるの援護があれば充分にやりあえる相手だと判断した。

  「さすが久坂。これで今回の戦功一位はきみに決まりだよ。僕は二位で我慢するとしよう」

  　啓けい一いち郎ろうの笑みには、いつのまにか驕おごり高ぶったものが混ざり込んでいた。戦場の魔力が彼の精神をどっぷりと蝕むしばんでいる――そんな笑みだった。騎き虎この勢い、という言葉は、きっといまの啓一郎の状態を指していうのだろう。

  　ユーキは来た道を振り返った。

  　第二列はいまようやく敵がはじめに布陣していた土ど嚢のうの障壁へ辿たどりついたところだ。第一列が突出してしまい、間延びした陣形になってしまっている。

  　そのとき――悪お寒かんが伝った。
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  　ユーキは目線を上へ持ち上げた。

  　第二列の到着をいまや遅しと待ち構える第一列の兵員の頭上を、コンクリート製の連絡通路がまたいでいた。

  　かつて新しん宿じゆく駅二階と、甲こう州しゆう街道を挟んだ向かい側の物産店二階を連結していた空中回かい廊ろうは、蔓つる草くさに覆おおわれて一面が緑の茂みではあるもののいまだ健けな気げに建築構造を保っている。

  　しかし。

  　橋の両端にそれぞれ、全身を膨ぼう張ちようさせた筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆが屹きつ立りつしていた。

  　大人の胴回りほどもあるその手が握っているのは、彼の身の丈たけほどもある大ぶりな鉄てつ槌ついだ。大通りを挟んだふたりは、気を合わせてその巨大な鉄槌を振り上げた。

  「逃げろっ!!」

  　ユーキの叫びと同時に、ふたつのハンマーが連絡通路の橋詰めにそれぞれ叩き込まれた。

  　めきぃ、と一度大きな音がしてから、橋きよう架かの付け根に亀きつ甲こうのごとき裂さけ目が走る。

  　第一列の最後列にいた兵たちが通路の下腹を見上げ、悲鳴をあげた。

  　橋架は横よこ一いち文もん字じにぴんと張った構造を保ったまま、兵員の頭上へまっすぐに落ちてきた。

  「うわ」

  　真下に居合わせた不幸な兵士たちの悲鳴は、喉のどから出かけたところでぶっつりと断ち切られた。その代わりに数十トンのコンクリート塊がアスファルト上に激突した重い崩ほう落らく音おんと鳴めい動どう、地響きが伝う。

  　連絡通路に激突された新宿陸橋そのものがぐらぐらと上下に揺れた。橋きよう脚きやくが崩くずれなかったのは僥ぎよう倖こうといえる。巻きあがる粉ふん塵じんと砂さ礫れき、黒々とした塵じん芥かいが生き残った第一列の兵たちに降りそそぐ。立ち上った真っ黒な霞かすみのなかに圧死した兵たちの血煙が混じっていた。

  　視界を閉ざされ、たちまち兵列に混乱と動どう揺ようがはしる。つい今しがたまで勝ちに驕おごっていた兵たちの表情がわずか一瞬にして血の気けを失った。

  　さらに。

  　現在、生き残った第一列の左側、新宿駅南口には錆さび付いたシャッターが降りていて、構内には入れない。そして陸橋の右側はかつての南口前広場へ繋つながっている――はずなのだが、そこはユーキにも見覚えのない、高さ五メートルあまりのコンクリート障壁によって完全に塞がれていた。これは恐らく白しら河かわが戦いくさの前に設置したものだろう。

  　後退は出来ず、左右にも動けない。前方以外に、陸橋上にはどこにも逃げ場がない。

  　この場合、一番恐ろしいのは――

  　ユーキは新宿駅の東端に接続した七階建て駅ビルの屋上を見上げた。かつて流行の家具・衣料品・菓子類をこぼれ落ちるほどに抱え込み、着飾った若者たちで溢あふれかえっていたこの建物も、いまは湿った雑草と蔓草に中も外も覆われて壁面上部のステンドグラスもひび割れ、往時の精彩は見る影もない。

  　最悪の想像はその駅ビル屋上で現実のものとなっていた。

  「火ひ矢やだ、火矢がくるぞっ」

  　長弓兵が約五〇名、屋上に居並んで火矢を引き絞しぼっていた。高低差は約二〇メートル、水平距離、約一〇メートル。距離が短いためいずれの弓兵も直接こちらを狙って左の押おし手でを突き出している。

  「盾たてをかざせっ」

  　ユーキの叫びと同時に、火矢の五月雨さみだれが新しん宿じゆく南口の空を舞った。

  　幾十条もの矢が炎の航跡を夏空に刻む。

  　盾を持つ重じゆう装そう歩ほ兵へいはそれをかざす。その傘かさへ盾を持たない兵員が隠れる。剣を持つ者は飛来してくる矢を叩き落とそうと、一心に空を睨にらみつける。

  　しかしその灼しやく熱ねつの雨は、第一列の兵員を狙ったものではなかった。射線は兵の頭上を飛び越え、その背後、いましがた落下したばかりの連絡通路を目指している。

  　ユーキは後ろを振り向き、目を凝こらした。崩ほう落らくした通路のなかには、障壁用としてのコンクリート塊と、燃焼材としての藁わら束たばがぎっしりと詰め込まれていた。そして、かすかな重油の香りが鼻の粘ねん膜まくに届いた。

  　ユーキの翡ひ翠すい色の瞳が、絶望の色を溜めて大きく見ひらかれた。

  「通路から離れろっ」

  　叫びは遅すぎた。

  　爆風が、かろうじて崩落の下敷きから逃れた後列の兵たちを高々と吹き飛ばした。

  　紅ぐ蓮れんの火か焔えんが天を沖ちゆうする。

  　重油をたっぷり染み込ませた藁束が火矢を受け、連絡通路のコンクリートの側壁を爆砕させた。飛び散った欠片かけらが第一列の兵員の背中から入り胸部へ抜ける。

  　爆風に煽あおられ空を舞うもの、身体に大穴をあけて見ひらいた目を空へむけるもの、背中一面に火焔を背負って泣き喚わめきながら隣の兵にすがりつこうとする者――そこに戦闘機構としての第一列は存在していなかった。あるのはただ、陥おちいった状況の意味がわからずひたすら混乱し、おろおろした混迷の声をあげる人の群だった。

  　背後の燃えさかる連絡通路が、第二列との連れん係けいを断ち切っている。左右両側に逃げ場もなく前方には数に倍する敵兵が待ち受けている。第一列は完全に孤立した。

  　号令を求め、ユーキは啓けい一いち郎ろうを振り仰いだ。

  　こういうときこそ指揮官の出番だ。冷静に状況を見極め、みなを鼓こ舞ぶして戦闘意欲をかきたてるのがこの場における啓一郎の役割である。

  「もういやだぁっ！　やめろ、お願いだ、やめてくれ―――っ」

  　啓一郎の甲かん高だかい声が、ユーキの耳じ朶だを切なく打った。

  「僕の負けだぁぁ――っ！　僕の負けだから命、命だけは―――っ」

  　つい先程の騎き虎この勢いはどこへやら、啓けい一いち郎ろうは歯は茎ぐきも剥むき出しに両腕を振り回し、屋上の長弓兵へむかい喚わめきつづける。

  「もういいからっ！　戦いをやめるからっ！　お金をあげるからっ！　だから命だけは助けてくれぇ―――っ」

  　錯さく乱らんした啓一郎を目がけ、弓兵たちは二の矢をつがえた。今度の斉せい射しやこそ兵員を直接狙ってくる。この混乱した状況での矢嵐はきつい。陸橋のたもとに居並んだ敵兵団も、このまま弓で進しん退たい窮きわまった第一列を削りつづける腹づもりのようだ。最後列の長弓兵一〇〇が、鏃やじりを中空高くへ差し向けて引き手を絞しぼっている。啓一郎が錯さく乱らんしているため、第一列はここから動けない。指揮官が死亡または負傷した場合、指揮権を引き継ぐ人間は戦前に予あらかじめ決めてある。

  　第一列指揮権第二位――久く坂さかユーキ。第三位、真も岡うか牛うし丸まる。

  「久坂先輩っ、指揮をっ」

  　傍かたわらから牛丸が叫んだ。しかしユーキはためらう。啓一郎は死亡も負傷もしていない。ただ一時的に錯乱しているだけだ。状況が変わればまた平静を取り戻すかもしれない。

  「ウッシー、ここを頼む。わたしは屋上の弓兵を始末してくる」

  「はっ」

  　特に指揮というつもりではなかったのだが、ユーキの頼みに牛丸は上官に対する応答を返した。戸惑いながらもユーキは踵かかとの下へ練れん氣きを集合させ、勢いをつけて跳躍した。

  　駅ビル屋上の高さ、約二〇メートル。ユーキは高さ三メートルほどの南口モールの天井にまず着地すると、そこから練氣を使った助走で勢いをつけ、弓兵がいるビルの側壁を右足の爪先で捉えた。

  　光粒子が弾け飛ぶ。氣きが反発し、ユーキは壁面を蛇だ行こうしながら垂直方向に駆け上がっていく。その勢いは衰えない。水面を馳はせるミズスマシのごとく、ユーキは七階建てビルの側壁に足を吸い付かせ、蹴り上げ、また吸い付かせて登っていく。気づいた弓兵が、慌あわてて矢の狙いを第一列からユーキへと変えた。

  　垂直に撃ち下ろされた矢をサーベルで斬って捨てた。屋上へ近づくほどに敵の焦あせった顔が見て取れる。そしてすぐに、敵兵は懼おそれの色を満面にたたえた。

  　ユーキは既に決意を固めていた。

  　情けをかければ調ちよう布ふ新しん町まちの兵員が皆殺しになる。手加減したなら、人殺しをしなくて済んだ自己満足と引き替えに、たくさんの味方の生命を失うことに繋つながってしまう。

  　ただ敵対する相手を殺すこと。想像力を挟まずに、破壊すること。それが自分の役割だ。

  　側壁を登りきり、最後にもう一度高く跳んだ。

  　屋上にいた長弓兵五〇が、喉のど仏ぼとけを晒さらして上空を見上げた。ヘルメットが幾つか落ちてかんかんと跳ねた。その顔はいずれも恐怖と驚きよう愕がくに歪ゆがんでいる。

  　急降下爆撃機さながら、ユーキは兵列めがけて落下しながら肩口を押し出して身体をねじり、サーベルの剣けん尖せんを腰の後ろに回した。

  　敵にもう逃げ場はない。次の一刹せつ那な、全員が死ぬ。だが情け容よう赦しやは必要ない。

  　唇をかみしめ、鞭むちを振るうように、ユーキはサーベルを振り切った。

  　剣尖の辿たどった軌道が引き裂かれる。

  　練り上げられた氣きが物質化している。黄金の龍りゆうのごとく、眩まばゆいその物質は長弓兵へむかい鎌かま首くびをもたげる。

  　そして――光の龍は駅ビルの頭頂部をごっそりともぎとった。

  　砲弾で撃ち抜かれたように、かつて人気のお笑い劇場であった最上階フロアが爆砕し、建築構造を揺るがせて四方八方に黒々とした粉ふん塵じんを吐き散らした。

  　七階建てのビル全体が振動にしなう。氣き弾だんの衝撃が鉄筋の骨組みをぐらつかせる。砕けた細かな瓦が礫れきが真っ青な夏空を幾千も幾万も舞う。煤ばい煙えんと塵じん埃あいが火か焔えんに煽あおられ、新しん宿じゆくの空へ暗い色を散らしていく。破砕部から建材が雪な崩だれ落ちていき、その崩落は収まることを知らない。

  　屋上スペースの三分の二が吹き飛んでいた。ユーキの両足は、ぎざぎざに砕けた側壁上に一度置かれたあとにもう一度後方へ跳躍、かろうじて残ったわずかな屋上へ舞い降りた。

  　破は孔こうから火焔が上がっている。火を噴いていない他の穴から見下ろせば、劇場の客席が見る影もなく破壊されて、床がめくれあがり、折れた継ぎ板が散乱するなか、真っ黒に焼けこげた兵員があり得ない方向へ四し肢しをねじ曲げ、あちらこちらに転がっていた。

  　生き残った敵兵はひとりもいない。みな、氣弾の孕はらんだ灼しやく熱ねつに炭化し、灰へと還かえっていた。

  　屋上から弓を射かけてくる集団を排除した――

  　その事実だけをユーキは認識した。もう少し正確にいうなら、出来るだけそうしようと努めた。そうしないと手が、足が、情けなく震えてくる。

  『自分の持ち物を奪われたくないなら相手のものを奪え。大事な人を殺されたくないなら相手を皆殺しにしろ。それがルールだ。どこまでも単純で、どこまでも情け容赦ないルールだ』

  　タマが多た摩ま川がわ堤防で言っていたことが脳のう裡りに蘇よみがえった。

  『この町を守りたいなら絶対に容赦するな。一人でも多く相手を殺せ。相手はお前ほどお人ひと好よしじゃない』

  　思い返してはじめてわかる。あたかもいまのユーキの状態を事前に見透かしていたような言葉だ。

  　そして、その助言に合が点てんがいく。

  　悲しくなるほど酷こく薄はくなその言葉が、骨の髄ずいまで納得出来る。

  　二度、三度、息を長く吸い、吐き出して、心が落ち着くのを待ち、自分の状態を確認する。

  　――氣が残り少ない。

  　下した氣き海かいの感覚でわかる。氣弾の射しや出しゆつ量りようの調整がユーキは苦手だ。いまの一撃もまた必要以上に蓄えていた練れん氣きを消費してしまっていた。

  　地上二〇メートルの高みから、目を下界へむけた。

  　孤立した第一列へ、陸橋たもとの長弓隊から矢が射かけられている。なんとか各人がしのいでいる様子だが、厄やつ介かいなことにあの連絡通路を破壊したふたりの筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆが鉄てつ槌ついを投げ捨て、代わりに両刃剣を掲げて地上へ降りていた。対処しているのは牛うし丸まるだが、二対一は苦しそうだ。早急に地上へ戻ろうとしたユーキのまなじりに、第二列の様子が映じた。

  　とっさに甲こう州しゆう街道を振りむいた。連絡通路を破壊されたため、後ろの状況が全くわからなかったのだが、いまこの場からははっきりと見えた。

  「そんな……！」

  　燃えさかる連絡通路のむこう、西にし新しん宿じゆくの路上では第二列が兵馬入り乱れての悪戦に持ち込まれていた。漆しつ黒こくの軍服と八はち王おう子じ兵へいの市街地迷彩が大通りに混在し、濛もう々もうとしたけぶりのなかに真っ赤な花を咲かせている。

  　第一列と第二列を分断させてから、何ど処こかに伏せていた白しら河かわ軍ぐんが襲いかかったのだろう。

  　見たところ敵の方が数が多い。こちらはただでさえ数が少なかったのに、陸橋で分断されたために余計に小勢になってしまっている。第三列から応援の兵が一〇〇名ほど二列目へ馳はせ寄っていくさまが見て取れた。おかげで本営が手て薄うすになってしまっている。もしも敵がさらなる別べつ働どう隊たいを迂う回かいさせていて、それが本営を突いたなら――恐ろしいことになる。

  　唇を強く噛かみしめて、ユーキは目を一列目へ戻した。牛丸がふたりの特進種を相手に押されている。陸橋たもとからの矢も相変わらず容よう赦しやなく降りそそぎ、こちらの兵員を削っている。まずは一列目を立て直さなければ。

  　躊ちゆう躇ちよなく、ユーキは屋上から空へ足を一歩踏みだした。血ち塗まみれのその華きや奢しやな身体が、頭を下にして新宿陸橋を目がけ落ちていく。翡ひ翠すい色のその瞳が、寂しんとした静せい謐ひつな色をまとった。


  


  二．

  

  　西新宿方面――

  　巻きあがった砂さ塵じんの狭はざ間まから夏の太陽が照りつけてくる。馬のいななき、刀とう相そうのひらめき、悲鳴と怒号、首から鮮血を放出しながら倒れた兵をめがけ、空から鷲わしが降りてくる。

  　二本の短剣が両手の指先でくるくると回った。

  　そこからおもむろに後方へ剣けん尖せんをむけ、おのれの肩越しに剣を突き立てる。

  「ぐえっ」「うぐっ」

  　タマの背後、眼がん窩かを短剣に貫つらぬかれたふたりの白河兵がそんな呻うめきをあげて昏こん倒とうした。

  　しばらく路面に横たわり身体の末端を痙けい攣れんさせていたが、やがて動かなくなった。哀れな骸むくろはほどなくして路面を漁あさる鳥獣の餌えさになるだろう。

  　顔色ひとつ変えず、タマはつまらなそうに乱戦の様子を見守っていた。自分にかかってくる兵は無造作に斬りすて、多少の刀傷はその場で修復し、ひょうひょうとした足取りで戦いの群のなかを歩き回り、分ぶが悪そうな味方を見つけては加勢してやる。そういうタマの戦い方だった。

  　八はち王おう子じ兵へいに馬乗りになり、その首を掻かききろうとしていた白しら河かわ兵へいを見つけた。タマは音もなく敵の背後に回って、彼の喉のど笛に短剣の刃をひたりと押し当て、ためらうことなくそのまま引き抜いた。

  　喉を斬られた白河兵が、傷口から勢いよく血流を噴出しながら青ざめた顔でタマを振りむく。まだ十代くらいの少年兵だった。少年は口をひらき、タマへむかい何事か言ったが、その言葉は音になっていなかった。地面に押し倒されていた八王子兵が少年兵の身体をはねのけ、お返しとばかりに持っていた槍で少年の胸を何度も突いた。若い肉体から赤々とした液体が流れ出て、白い皮ひ膚ふを残ざん酷こくな色に染めあげた。音にならない言葉を呟きながら、手足の末端を痙けい攣れんさせつつ少年兵は死んでいった。少年が最期に呼んでいたのはおそらく、父母の名前だったのではないかと類推出来た。

  　タマの表情にはなんの色も宿っていない。戦場で感傷にひたるような愚かな情緒は持ち合わせていなかった。敵が少年だろうが少女だろうが関係ない。武器を持って戦場に立っている人間は全員が戦士だ。自らの死など元より覚悟の上で敵を殺しにここへ来ている。だから隙を見せれば殺されて当たり前。それがタマの論理だった。

  　タマはまた興味なさそうに戦闘の様子を眺め回し、独ひとりごちる。

  「戦いくさ、下へ手ただなー。負けるぞ、これ」

  　呟きながら、立ち向かってくる敵兵を斬り捨てた。第二列へ襲いかかってきた白河兵は目算で約五〇〇。敵を分断してから各個に撃破、という教科書通りの戦いが白河は出来ている。

  　この五〇〇名もの伏ふく兵へいは甲こう州しゆう街道に面した五階建てビルの四階と五階に隠れていた。武む蔵さし野の勢による軽けい騎き兵へいの偵てい察さつでは、新しん宿じゆくに存在する全ての建築物内部の状況を網もう羅ら出来ない。新宿に存在する建物の総床面積を考えれば、全体を偵てい知ちするのがいかに困難であるかはわかるだろうがこの場合、それをわかっていながらのうのうと軍勢を直進させた啓けい十じゆうが悪い。

  「参さん謀ぼういないのかよ。駄目じゃん」

  　ぼやきが止まらない。啓十が戦下手というより、軍事の専門家が調ちよう布ふ新しん町まちにひとりもいないことがこの苦戦に繋つながっている。戦略戦術よりも特とく進しん種しゆの個体の武力が勝敗を決するのは本当だが、かといって戦略家や戦術家が全く不必要なわけではない。

  　かつてタマが神かみ追おいにいた頃は白しら谷たに三さん座ざという優れた軍事参謀がいた。宇う都つの宮みやコロニーとの長期に渡る熾し烈れつな闘争も、西せい征せい時における幾多の過か酷こくな戦いも、白谷の知ち謀ぼうが果たした功績は大きい。キリヒトや美み歌か子こ、青あお砥とや来くる栖すの個体の武力が十じゆう全ぜんに発揮出来たのも白谷による機き略りやく縦じゆう横おうの采さい配はいがあってこそだ。

  　――ユーキに頼りすぎだ。

  　それがタマの率直な感想だった。戦場におけるユーキの武力は確かに傑けつ出しゆつしているが、一七〇〇もの軍勢を潰かい滅めつさせるには足りない。あと一、二枚の駒こまがいる。そして自分がその駒のなかに入らないことも自覚していた。

  　――儂ワシニ代カワレ。

  　タマの考えを読みとったのか、胸の内からキリヒトの声がした。

  　――オ前ハ弱イ。儂ナラ一人デ、コノヨウナ雑ザ魚コ共一イツ掃ソウ出来ル。

  「お前の場合は敵も味方も殺すだろうが」

  　――悪イカ。

  「悪いに決まってるだろうが、馬鹿」

  　――アノ町ガ気ニ入ッテオルノダロウ？　良イノカ、コノママデハ負ケルゾ。

  「うるせえ馬鹿。だからって代わるわけねーだろうが。お前が信用出来ねーのは、こないだ改めて思い知った」

  　――アレハチョットフザケタダケダ。今度ハチャント、戻レト言ワレタラ戻ルカラ。

  「なにかわいい言い方してんだ馬鹿。あからさまな嘘うそつくんじゃねえ、頼むから黙ってろ」

  　――代ワラナイト殺スゾ、回虫野郎。

  「いきなり本性出すな。引っ込んでろボケ」

  　凶悪極まりない同居人へいつものように罵ば声せいを返したタマの目に、陽射しを跳ね返して舞い踊る鉄鎖が映じた。

  　先端に重々しい分ふん銅どうがついた細く長い鉄鎖の端を握っているのは、白馬にまたがる百ひやく武たけ沙さ也や加かだ。

  「へえ。やるなあ、姉ちゃん」

  　扱いの難しい武器だが鞭むちさばきが実に板に付いている。タマは素直に感心した。

  　沙也加は特とく進しん種しゆではない様子だが、鞍あん上じようから器用に鎖の鞭むちを振り、敵兵を近づけさせない。不用意に射程に入った兵のこめかみに容よう赦しやなく先端の分銅が叩きつけられ、鈍器が割れるような重い音がして、アスファルト上に昏こん倒とうした兵士はひくひくと痙けい攣れんして二度と動かない。なかなか華麗な戦い方だった。

  　白馬の尻尾しつぽのあたりには燕えん尾び服ふくを着込んだ執事雨あま宮みやが顔色ひとつ動かすことなく両手を腰の後ろへ回していた。牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの底のような眼め鏡がねと総白髪しらが、身長一五〇センチほどの小柄な老人が血肉の飛び交う戦場に平然と佇たたずむさまはどこか異様だ。

  　沙也加の鉄鎖が唸うなり、近づこうとした兵士の首に巻き付いた。そのまま鞍上から両手でぐいっと引っ張る。こきん、と澄んだ音を立てて兵士の頸けい椎ついが砕け、その両膝が地に落ちた。が、鎖が死体の首に巻き付いたままほどけない。沙也加は後方を振り返り、

  「雨宮っ」

  「ははぁ、姫様っ」

  　雨あま宮みやはいそいそと死体へ歩み寄ると、絡まった鎖を首から抜き取り、血ち糊のりのついた分ふん銅どうを両手でうやうやしく掲げ持って鞍あん上じようの沙さ也や加かへ返した。取り澄ました表情でそれを受け取ると、沙也加は周囲で戦う味方を見回し檄げきを飛ばす。

  「数に劣るといえど退くことは許しませぬっ。蛮ばん人じん共に八はち王おう子じの誇りを示すのですっ」

  　兵馬入り乱れる混乱のさなか、凛りん乎ことした沙也加の声が八王子兵たちの背中を押す。

  　市街地迷彩に身を包んだ兵員から応おう、の掛け声があがり、二〇〇名の兵たちは二倍以上の白しら河かわ兵へいにむかっていく。このあたりは日々戦闘訓練に明け暮れる常備兵の面めん目ぼく躍やく如じよといったところで、市民兵の多い白河勢と互ご角かく以上に渡り合って退くことを知らない。

  　鉄鎖が沙也加の周囲の兵を薙なぎ倒す。

  　頭上でカウボーイさながらに片手で分銅を旋回させつつ優雅に騎き行こうし、狙った相手の頭部を打ち抜く。雨宮がやっていることは鉄鎖が敵に絡まったときに解く役目だけだ。

  「やあっ」

  　勇ましい掛け声と共に、分銅がいままたひとりの兵士の顔面にめりこんだ。鼻び梁りようが折れ、顔の中心が陥かん没ぼつしたその兵士は剣を手から落とし、路上へ仰向けに倒れ込んだ。

  　沙也加は目線を彼から引き剥はがし、次の相手を求めて戦場を睥へい睨げいする。

  　と、顔面の陥かん没ぼつしたその兵士が沙也加の背後でむっくり起きあがった。

  　凹へこんでいた箇か所しよが瞬く間に再生し、砕けた鼻梁がその場で元のかたちへ戻る。タマと同じく細胞再生系の特とく進しん種しゆだ。彼は落ちていた剣を拾い上げ、ゆっくりと沙也加の背へ忍び寄る。

  　ハッ、と振り向いた沙也加の眼に、剣光がきらめいた。咄とつ嗟さに手た綱づなを右へ引いてかわしたが、剣は白馬の脇腹を裂いた。

  　悲痛ないななきをあげ、白馬がどうと地面に倒れ込む。鐙あぶみから足が抜けず、沙也加は白馬もろともアスファルト上へ打ち倒された。

  「う、うぅ……」

  　思わず呻うめいた。右上腕部を強く地面に打ちつけてしまい、そこが痺しびれて動かない。鐙から足を抜こうとしたが、それより早く敵特進種が剣を片手に組み付いてくる。沙也加は思い切り叫んだ。

  「雨宮――――っ」

  「姫様―――――っ」

  　沙也加が叫んだその瞬間、雨宮の燕えん尾び服ふくが千切れ飛んだ。その下から現れたのは金こん剛ごう石せきかと見み紛まがうばかりの超々高密度に圧縮された筋肉繊維の束だ。

  　ぐしゃあ、と雨宮の踵かかとの下のアスファルトが圧壊した。

  　刹せつ那な――

  　沙也加に馬乗りになろうとしていた再生系特進種は、そこからおよそ一〇メートルほど離れた雑居ビルの側壁に身体の右側面を叩きつけられていた。

  　ごきごきごき、と肋ろつ骨こつが何本か折れた音がする。

  　しかし再生系はそのくらいでは死ねない。痛みを覚えたその場で傷が修復される。優れた能力ではあるがこの場合、生まれ持ったその力こそ不幸の源だった。

  　雨あま宮みやは阿あ修しゆ羅らさながらの形相で再さい生せい系特とく進しん種しゆの首を鷲わしづかみにすると、

  「姫様に危害をなす者はっ」

  　ごぎいっ、と鈍い音を立てて彼の頸けい椎ついを砕き、

  「この雨宮が許しませぬっ」

  　さらに頭突きで再び敵特進種の顔面を陥かん没ぼつさせたのち、

  「姫様のためならばこの雨宮っ」

  　鉤かぎ状に折り曲げた指を敵の胸部に食い込ませ、めりめりと肉を貫通して一二本の肋骨を真ん中で連結し支えている胸きよう骨こつを鷲づかみにすると、

  「たとえ血のなか肉のなかっ」

  　ばきぃっ、と鈍い音と共に、文字通り屋台骨を引き抜くがごとく、あろうことか胸骨そのものを体外へ抉えぐりだしてしまった。肋骨が胸部から外へ飛び出してささくれだった先端を露あらわにし、蠢うごめく心臓が外界へすっかり剥むき出しとなる。

  「粉ふん骨こつ砕さい身しんお仕えする所存っ」
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  　敵特進種はまだ死んでいない。ひぃえぇぇぇっ、と耳障りな号ごう叫きようをあげながらも、外に飛び出していた肋ろつ骨こつがみるみるうちに元のかたちへ閉じようとする。

  「雨あま宮みやは決して人殺しを好みませぬがっ」

  　そうはさせじと右手で敵の蠢うごめく心臓を鷲わしづかみにすると、ふんっ、という気合いと共に、そのまま体外へ抉えぐり取ってしまった。心臓から派生する大動脈と大静脈と肺動脈が根こそぎ引きちぎられ、溢あふれ出たものが雨宮の七・三に分けた白しら髪がと瓶びん底ぞこ眼め鏡がねを緋ひ色いろに染める。

  「姫様のためならばそれも致し方ありませぬっ」

  　ぎいえええ、という断だん末まつ魔まの叫びを聞きながら、雨宮は敵の面前に摘出した心臓を掲げ持って目の前で握りつぶした。びしゃあ、と指の間から流体となった心臓が溢あふれ出るさまが、哀れな再生系特とく進しん種しゆがこの世で最期に見た光景だった。

  「やりましたぞっ、姫様―――っ」

  　両手を力強く握りこみ、身体を反らして空を仰ぎ、鮮血の執事雨宮の雄お叫たけびが西にし新しん宿じゆくに木こ霊だまする。

  「雨宮―――っ」

  　しかしすぐに沙さ也や加かの悲鳴が飛んでくる。眼鏡の奥の目を走らせたなら、沙也加の鉄鎖がまたしても敵の首に絡みついてしまっている。

  「姫様―――っ」

  　再び踵かかとの下のアスファルトを圧壊させて跳躍すると、雨宮はいましがた敵の心臓を握りつぶした手でいそいそと絡みついた鎖をほどき、うやうやしく沙也加へ返した。路上の沙也加は取り澄ました顔でそれを受け取ると、次の相手を求めて戦場をさまよう。雨宮はしっかりと沙也加のうしろについて離れない。

  「ていうかすげーのがいるなー」

  　一連の事態を傍はた目めで観察していたタマは呆あきれ顔で呟いた。凄すさまじすぎる雨宮の戦闘力だが、使い方を完全に間違っている。

  「最初からあの爺じいさんに戦わせろよ。鎖なんか自分でほどけ」

  　至し極ごく真っ当な突っ込みを入れたのち、再び戦せん況きようを見渡す。

  　第三列から応援の兵が駆けつけ、第二列はなんとか持ちこたえている。弓使いの斎さい藤とうは歩道橋を走り櫓やぐら代わりに敵へ矢を射かけて全体を援護している。狙いは的確だし弓勢もすごい。普段はふにゃふにゃしているが、いざ戦闘になるとなかなか使える男だと知れた。そういえば鳥とり辺べ野の大隊と戦ったときも、ひとりで調ちよう布ふ新しん町まちを守り抜いたのはこの斎藤だ。

  　しかし敵は多勢。時間と共にこちらが押されてくる。徐々に地面に転がる迷彩服が目立ちはじめ、漆しつ黒こくの軍服が三、四人がかりで八はち王おう子じ兵へいに襲いかかる局面が増えている。

  「調布の負けかな」

  　タマはぽつりと呟いて、またひょうひょうと戦いの群のなかを散策して隙の多い敵を仕留める。戦局を打開するような働きではなく、ただの一兵卒として淡々とおのれの役目をこなすタマだった。

  

  　第三列、武む蔵さし野の本営は第二列から三〇〇メートルほど後方に布陣していた。

  　先程、前線へ一〇〇の兵士を送り込んだが戦局は挽ばん回かいしない。現在、本営に詰めた兵はおよそ一五〇名。

  　馬上の啓けい十じゆうは手た綱づなをじっと握ったまま、道の先にたちこめた戦いくさけぶりを眺めていた。彼の両脇には側近たちが居並んでいる。誰もひとことも言葉を発しない。さらにそこから少し距離を置いたところに、手足を拘こう束そくされたままの鳥とり辺べ野のと岩いわ佐さ木きが曳ひかれていた。

  　鳥辺野のにやにや笑いはいまだに剥はがれ落ちていない。戦せん況きようを岩佐木に言葉で実況してもらいながら、啓十のひとつひとつの采さい配はいに冷笑を返す。

  「戦いくさ下べ手ただね、ここの町長」

  　小声でそう、岩佐木に囁ささやいた。岩佐木も頷く。

  「戦に長たけたものが側近におりませんな」

  「後ご詰づめは小出しにしちゃ駄目なのに。一気にどかんとやらないと挽ばん回かいしないよ」

  「偵てい察さつも全くなっておりません。簡単に軍勢を分断されて待ち伏せをくらっておりました」

  「いらいらするね」

  「全くもって」

  「こんな下手な戦を観戦させられた挙げ句、死ぬなんて。納得いかないな」

  　珍しい鳥辺野の愚ぐ痴ちだが、岩佐木は思わず首しゆ肯こうしていた。

  「同感であります。この戦はあまりに……無策すぎる」

  　その言葉を受け、鳥辺野は長い溜ため息いきをつくと、包帯の巻き付いた両目の跡を岩佐木へとむけた。もしも眼球があったなら、そこには慈悲深そうな色を溜めていただろう。

  「こうなったのは僕のせいだ。きみにはいくら詫わびても足りないが……許してくれ」

  　いきなりの詫びに岩佐木は面食らった。口ぶりに素直な驚きが混じる。

  「な、なにをそのような。大隊長は任務に最善を尽くされました。わたしは最期まで、喜んで大隊長と命運を共にいたします」

  　真しん摯しな岩佐木の言葉を申し訳なさそうな表情で聞き遂げながら、鳥辺野の心中は、岩佐木へむかい盛大に舌を突き出していた。べろべろべろ、と不可視の舌を左右に振りながら、見えない嘲ちよう笑しようをおのれの部下へ送っていた。

  　――かかった！　この馬鹿、かかりやがった！

  　鳥辺野の詭き道どうは部下に対してもむけられる。いや、自分以外の全ての人間に詭道を仕掛けるのがこの鳥辺野ミゲルという男だ。

  　そのとき――鳥辺野の足元がにわかに大きく震動をはじめた。

  「ん？」

  　震源を求めて、岩いわ佐さ木きは甲こう州しゆう街道の脇道を注視した。片側二車線のその道は、かつての新しん宿じゆく副都心、東京都庁舎を中心とした超高層ビル群へつづいている。

  　伝わってくるのは馬ば蹄ていの響きだ。音の重さから、恐らくは重じゆう騎き兵へいだと知れる。それが敵か味方かは――考えずともわかる。

  「これで決着ですな」

  　呟いた岩佐木の目の先に、路上の濛もう気きを切り裂いて、人馬ともに漆しつ黒こくの板ばん金きん装そう甲こうに身を包んだ重騎兵団が現れた。おおぶりな槍を片手に、馬けぶりを掻かき上げ、すさまじい勢いで武む蔵さし野の勢本営を目指して駆け込んでくる。

  　先頭を行く騎兵は槍の穂先に生首をひとつ突き立てて、武蔵野勢に見えるよう高々と掲げていた。

  　それは新宿を迂う回かいさせるために派は遣けんした別べつ働どう隊たい隊長の首だった。道行きの途中で白しら河かわ重騎兵隊に遭そう遇ぐうし、返り討ちにあったらしい。

  　悲鳴じみたものが武蔵野勢本営を守る兵員から洩もれた。迂回するつもりが敵に迂回されてしまった。第三列の兵達がはっきりと及び腰になる。

  　突っ込んでくる重騎兵隊は総勢およそ七〇騎。その後ろには両手剣を握りしめた抜ばつ刀とう隊たい、およそ一〇〇名が続いている。

  　岩佐木の溜ため息いきが洩れた。なんという無様な死に方だろう。せめて、もう少し大きな事を為してから死にたかったが――

  　ゆらり。

  　岩佐木の諦あきらめの思考は、突っ込んでくる重騎兵隊の真ん前に立ち塞がったひとりの小さな影によって断ち切られた。

  「――うん？」

  　小刀を片手に持った華きや奢しやな少女がひとり、悠ゆう然ぜんと路上に佇ちよ立りつして、猖しよう狂きようの咆ほう吼こうをあげる重装騎兵を待ち受けている。

  　すっ――

  　と音もなく、羽は染ぞめ静しずかの瞼まぶたがひらいた。

  　燦さん、と白刃が日の光にきらめく。

  　刃じん風ぷう一いつ颯さつ――

  　最前列を駆けていた騎馬が前足を両断され、両りよう腿ももの切断面から血流を噴き出して前のめりに崩れた。

  　大だい瀑ばく布ふの滝口さながら、後続の騎兵がそれに躓つまずき、為すすべなくお互いの板金装甲を衝突させ、転倒し、阿あ鼻び叫きよう喚かんと共に回転しながら宙を舞った。

  　砕けた波は濤とうのごとく飛び散る敵兵のただなか、静は背筋を反らしながら背面飛びの要領で重騎兵の頭上高くへ舞い上がると、瞬時に身体を回転させて袖口に仕込んだ苦く無ないを四つ、撃ち出した。

  　この苦く無ないは全て転倒をかいくぐった馬の足を狙って投とう擲てきされた。練れん氣きが籠こもった苦無たちが馬の肉へ食い込み、肉を炸さく裂れつさせ、高いいななきと一緒にさらなる転倒と衝突、落馬による混乱を巻き起こす。

  　静しずかは地に足をつけると、今度は混乱した兵列の狭はざ間まを縫ぬいながら敵の急所を的確に小刀で刻んでいく。その動きは一条の風だ。風が行き過ぎたあとには、のど笛や頸けい動どう脈みやくを掻かき切られた騎兵たちが血流の溢あふれ出る傷口を手で押さえながら悶もん絶ぜつしている。

  　第三列に詰めていた長槍兵たちが勢いを得て突進してくる。白しら河かわ軍ぐんも、後方の抜ばつ刀とう隊たいが蛮ばん声せいをあげて静を目指し斬り込んでくる。特とく進しん種しゆが何名か潜ひそんでいると思われるが、剣を合わせてみなければ誰がそうなのかわからない。

  「ひとりではきついですね」

  　短く愚ぐ痴ちをこぼしてから、静は再び風となり、抜刀隊の兵列へ駆け込んでいった。

  

  　死闘が繰り広げられる西にし新しん宿じゆく方面を、彼は日ひ傘がさを片手に七階建て雑居ビルの屋上から鳥ちよう瞰かんしていた。真っ赤なニット帽、白い長袖Ｔシャツ、だらしないだぶだぶのジーンズにスニーカー。蒼白い顔のうえを汗が伝い、春はる之の門もんバルトは苛いら立だたしげにＴシャツの袖そででそれをぬぐうと、真っ赤な唇をひん曲げて文句を言う。

  「日中に平地で戦えって、あのタコ親父おやじ、鬼き道どう衆しゆうの使い方とかわかってないし」

  　バルトの背後に控えた四人の鬼道衆も同じく日傘を片手に頷く。その顔はいずれも無表情だが、どこか不満そうな肌色をたたえている。

  　夜間に山地で戦うのが鬼道衆の本領だ。こうした日中に平地の戦いくさに駆り出されると、出来ることは限られてくる。傀く儡ぐつも先日のユーキたちとの戦いの際に破壊されてしまい、戦に投入出来なかった。

  「まあゼニもらってっしー。やることやるけどー。要するに、なんだっけ、調布の町長、殺せばいいんしょ？　さっさと殺して、またユーキちゃん捕まえっしー」

  「町長殺そう」

  「久く坂さかは生かして」

  「鬼道に堕おとして」

  「犯して嬲なぶって孕はらませる」

  　いつものように物騒な会話を交わしたのち、鬼き道どう春はる之の門もんに住まう五人の鬼たちは日傘を脇に置くと両手を合わせて呪じゆ言ごんの詠えい唱しように入った。

  　千年のときをかけて醸じよう造ぞうした鬼道の血が沸きたつ。宗教的な理由から平地を排はい斥せきされ、人ではなく「鬼」として、限られた土地で近親者同士が密集して生きるしかなかった祖先達――その千年の呪い、憎しみ、妬ねたみ、羨せん望ぼう等々、腐り果てた感情の堆たい積せきの末に生み出されたのが、人じん智ちを越えた鬼き道どうの業わざだ。

  　やがて奇怪な鳴き声が五人の鬼道衆の背後からうっすら聞こえてきた。そこだけ雲がかかったように、鬼道衆の頭上にある空の一角が突然、薄暗くなる。

  　しかしこれは雲ではない。日の光を遮さえぎる物体が五つ、別次元から越えつ境きようしてきたもののごとく、はたまた空間から産み落とされたもののごとく、いつのまにか新しん宿じゆく上空へ飛来していた。

  「ぶえー、ぶえー」

  　長い両翼を持つ飛行物体はそんな声で啼なきながら、バルトの頭上をゆったりと旋回する。

  「チ、キタ、イ、ネ」

  　そんな間かん投とう詞しめいた呪じゆ言ごんを口にし、目を閉じたまま、バルトは左手の人差し指を眼下に布陣する第三列、啓けい十じゆうがいるあたりへむけた。

  「テテ、ト、チ、キ」

  「ぶえー、ぶえー」

  　間投詞と啼なき声による会話が交わされ、五つの飛行物体は翼を広げ、ゆっくりと第三列にむかって降下していく。ほとんど真上から照りつけてくる太陽を浴びて、あまりに異様なかたちをした影が五つ、ひび割れた甲こう州しゆう街道の路面に刻まれた。

  　鬼道衆の召還した飛行物体は地上に展開する武む蔵さし野の勢の壁を省略し、直接に本営を目指して空間を滑り落ちていく。敵のいかなる布陣も無視して、空中から一気に大将首を狙う――有翼グリルの強みがこれだ。

  　――これで白しら河かわの勝ち、っと。

  　呪言詠えい唱しようを続けながら、バルトは胸のうちで呟いた。

  

  　同時刻、新宿陸橋――

  　筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆが振り上げた両刃剣は、しかし虚むなしく重い音と共に地に落ちた。見ひらかれた彼の網もう膜まくに最期に映じたのは、鮮血にまみれたひとりの可か憐れんな少女だった。

  「五六」

  　宣告ののち、ユーキは敵の喉のど仏ぼとけに突き立てたサーベルの剣けん尖せんから練れん氣きを射しや出しゆつした。首の付け根から下した顎あごの辺りまでが爆砕し、ちぎれた脳のう幹かんを凧たこ糸いとみたいに曳ひきながら哀れな生首が新宿の空を舞った。残った身体は力無く崩れ、先に逝いったもうひとりの筋繊維系特進種の遺い骸がいの上に折り重なる。

  　連絡通路を破壊した特進種はこれでふたりとも仕留めた。ユーキはふぅっとひとつ息を抜いて、消耗の激しい牛うし丸まるに声を掛ける。

  「ウッシー、怪け我がは？」

  「大丈夫、大丈夫です……」

  　しかし大丈夫な様子ではない。息が荒く、重い鉄てつ杖じようを握る手も震えていて、矢を受けた片足をひきずっている。敵てき特とく進しん種しゆふたりを相手に鉄てつ杖じようで立ち向かうのが無茶だった。中途半端な打撃力では鉄鋼はがねにも似た筋肉の装そう甲こうに太刀打ちできない。無駄に体力を浪費して、そのために余計な傷を負った牛うし丸まるだった。それにたくさんの味方からあがる死臭が、彼の若い精神に甚じん大だいな影響を及ぼしていた。

  　当初、三五〇名ほどもいた第一列の兵員は、いまや二百数十名に減っていた。橋の下敷きになったもの、爆風で吹き飛ばされたもの、孤立してから弓で射られて死んだもの、突っ込んできた特進種に殺されたもの……百名近い死傷者が路上に倒れ、流れ出た血潮や臓ぞう物もつの溜まりのなかでバケモノの餌え食じきとなっていた。

  　重傷者の傷口にくちばしを突っ込み、臓器をついばむ烏からすがいた。喰われている兵はまだ意識があり、かすれた悲鳴をあげて追い払おうとするが、烏はなに食わぬ顔で大腸をくちばしにくわえるとそのままずるずる体外へ引きずりだす。みかねてユーキはサーベルでその烏を追い払ったが焼け石に水だ。空を見上げれば鷹たかや烏の群がしわがれた声でさらなる犠牲者を待ち受けている。この状況では戦傷を負っただけでも、血の匂いを嗅ぎつけたバケモノがわらわらと降ってきて生きながらの鳥ちよう葬そうに附ふせられてしまう。

  「重じゆう騎きだ、重騎が来るぞっ」

  　生き残った兵のあいだから悲壮な声があがった。ユーキは第一列の先頭に立って橋のたもとの白しら河かわ兵へいをにらむ。騎馬も騎兵も漆しつ黒こくの板ばん金きん装そう甲こうで武装した重騎兵一〇〇が三列横陣を組んでこちらを見上げていた。

  　敵は陸橋の横幅を全て埋め尽くしている。第一列の逃げ場をなくすと同時に、ユーキの氣き弾だん対策でもあるのだろう。ああした横陣を組まれると氣弾の射線上に入れられる敵兵の数が減ってしまって、渾こん身しんの一撃も大きな効果を得られない。

  　第一列の後方では連絡通路が相変わらず強い火勢を保っていた。この炎が収まれば孤立状態から抜け出せるのだが、敵も事前に念入りに燃焼物を仕込んでおいたらしく、立ち上がった炎はなかなか消えてくれない。燃焼物の他にも連絡通路には通行を阻害するためのコンクリート塊が詰め込まれていて、これを撤てつ去きよするのはかなり骨の折れる作業になりそうだった。

  　突撃の号令を待ち受ける敵重騎兵に対し、啓けい一いち郎ろうがなんらかの指し揮きを執らなければ第一列は動けないのだが――ユーキは視線を周囲へ這はわせた。ついさっきまで敵兵へむかい錯さく乱らんした言葉を放っていたはずだが、いつのまにか急に静かになっていた。

  　啓一郎は――地面に仰向けに倒れ込んでいた。顔中が凝固した血にまみれ、目と口をぽかんとあけて夏空を見上げたままぴくりとも動かない――と思ったが、時折うっすらと目をひらき、近づこうとした烏をあからさまに片手で払ったりしている。

  　――死んだふりをしている。

  　驚きよう愕がくのあまり、ユーキの目が見ひらかれた。

  「久く坂さか先輩っ……！」

  　牛うし丸まるの悲痛な声が背中に届いた。彼もユーキが指し揮きを執ることを望んでいる。

  　第一列の生き残り、二百数十名もそうだ。いまこの窮きゆう地ちから脱するには、ユーキの力が不可欠であることを全員が知っている。みながみな、傷ついた身体を引きずるようにして武器を握りしめ、血ち糊のりに固まった顔のむこうから、ぎらぎらした眼をユーキへとむけている。

  　みんな生きて調ちよう布ふ新しん町まちに帰りたい。家族のもとへ、友人のもとへ、恋人のもとへ。その無言の思いが眼差しから溢あふれてきてユーキの心に突き刺さる。

  　ユーキは黙って、第一列の先頭に立ってみなの方を振りむいた。桜色の唇がひらく。

  「後ろの炎が消えるまで耐え抜こう。勇んで死ぬ必要はない。生き残ることを考えてくれ」

  「応おう」

  「わたしと真も岡うかが前面に出る。討ちもらした騎兵は長槍で取り囲んで慎重に仕留めること。無茶はせず、いまはただ、第二列の応援を待つんだ」

  「応」

  　的確な指示であったのかわからない。しかしないよりはマシだ。こうした大勢の兵を率ひきいるすべをユーキは知らない。しかし下手でもやらなければならない。代わりの人間がここにはいないのだ。

  　傍かたわらの牛丸を見やった。無言で頷いた牛丸は、鉄てつ杖じようを投げ捨てると路上に倒れている遺い骸がいの手から両刃剣を抜き取った。牛丸が斬ざん撃げき出来ないことはユーキも知っている。

  「振れる？」

  「振ります。振らなきゃいけないんです」

  　覚悟を決めた顔で両刃剣の柄つかを握りしめ、牛丸は言い切った。傷つき消耗しているはずなのに、その表情には彼がこれまで見せたことのない精せい悍かんさが紛まぎれ込んでいる。

  「頼りにしてるよ、ウッシー」

  　からかいではなく、真ま面じ目めにユーキはそう言った。

  「からかわないでください。来ます」

  　簡かん古こな突とつ撃げき喇らつ叭ぱが坂の下に鳴り響いた。

  　居並んだ重じゆう騎き兵へい一〇〇の手た綱づなが一斉に振られ、鞭むちがしなる。

  　怒ど濤とうのごとき馬ば蹄ていの響きが灰白色の戦せん塵じんを従えて陸橋の勾こう配ばいを駆け上ってくる。三列横陣を組んだ漆しつ黒こくの板金が津波さながらの勢いで押し寄せてくる。

  　陸橋の橋きよう脚きやくが軋きしむ。アスファルトの橋はし桁げたがひび割れて砕ける。耳を聾ろうするときの声をあげながら、板金装甲に覆おおわれた超重量の肉塊が突進してくる。

  　ユーキの踵かかとの下に光の微粒子が散った。

  　血にまみれた華きや奢しやなその身体が坂を翔かける。

  　転瞬――

  　騎馬のいななきが血風のさなかに消えた。無惨に切り落とされた馬の首が後列の蹄ひづめの下へ呑のまれる。二列目、三列目の騎馬が転倒した一列目の騎馬につんのめり、前にのめった騎兵は顔面からアスファルト上に激突する。

  　爛らん、とユーキの瞳が輝く。奥歯を噛かみしめる。突き出した左の踵かかとの下に散光が走る。

  　横様に駆け抜けながら横陣の一列目をまとめて薙なぐ。

  　五月雨さみだれさながらの血ち飛沫しぶき。足元は既に臓器と肉片の池ち沼しよう。湧き上がる悲鳴と号叫、悲痛ないななき――

  　整っていた三列横陣が無む惨ざんに砕け散る。しかし倒れたのは一列目の騎馬のみ。二列目、三列目から味方を乗り越え踏み越えて、精強の騎馬が襲い来る。

  　掲げられた幾十ものランスの穂先がユーキへむけられた。手た綱づなを打ち振り、四方八方から重じゆう装そう騎き兵へいはユーキを目指して突進する。

  　サーベルに練れん氣きを溜める時間がとれない。しかし逃げ場もない。ユーキは唇を噛みしめ、ほとんど素すのままの剣けん尖せんを敵騎へとかざした。

  　漆しつ黒こくの騎兵が四騎、正面から突っ込んでくる。左からさらに二騎、右から三騎。いずれもおおぶりなランスの穂先がユーキを目がけて突き出されている。逃げられない。溜めの時間を与えられないまま、人馬とも鋼鉄の装甲に身を固めた重騎兵と真正面からやりあうしかない。

  　一手でもしくじれば、幾本もの槍を胴体に突き立てられて百も舌ずの速はや贄にえと化す。

  　覚悟を決めた、その刹せつ那な――

  　正面から突進してきた四騎の馬首がいきなり落ちて、鮮血の尾を曳ひきながら遙はるか後方へすっ飛んでいった。

  「!?」

  　馬首だけではない。鞍あん上じようにあるのは腰から下だけの四つの肉にく塊かいだ。切り裂かれた胴体から色とりどりの臓器を零こぼしながら慣性だけでしばらく走り、人馬もろともどさりと崩れた。

  　灰かい燼じんのただなか、さらに一いつ閃せん。

  　左の二騎が漆黒の板金装甲もろとも、まとめて斬り落とされる。

  　滝のごとき血流を全身に浴びて、真も岡うか牛うし丸まるは突き出した右足の踵でアスファルトを砕きつつ勢いを止め、血に濡れた剣の柄つかを強く握り直し、ぎらりとした眼光を残りの三騎へとむける。

  　燦さん、と剣相が煌きらめく。

  　がきぃっ、と牛丸の奥歯が鳴った。

  　疾しつ風ぷう迅じん雷らい――

  　白しら河かわ兵へいが織りなす鋼鉄の障壁に一条の稲妻が爆はぜる。

  　ユーキへ向けられていたランスが柄からへし折られ、穂先を回転させながら中空を舞う。

  　咆ほう雷らいの響いたそのあとを彩る、装甲ごと両断された上体、目を見ひらいた馬の首、黒くろ薔ば薇ら色の血飛沫、湯気を立てる臓器、中身を撒まき散らしながらしなう腸ちよう管かん。いななきも残すことなく、哀れな骸むくろが三つ、血に塗まみれたアスファルト上へ崩ほう落らくする。

  　むかってきていた重じゆう騎き兵へい九騎が、すさまじい膂りよ力りよくの籠こもった牛うし丸まるの斬ざん撃げきの前にまとめて撫なで斬ぎりにされていた。後方に控えた第一列全員が刮かつ目もくするほどの見事な斬撃だった。

  「ウッシー！」

  　思わずユーキは歓かん呼こした。

  　驚きと喜びがいっぱいに詰まったその声に、牛丸は背中越しに頷きを返すと、震える両手で血振りしてから、無惨に崩くずれた三列横陣を一いち瞥べつする。

  　第一列目のうち、かなりな数が転倒したためもはや隊列を維持出来ていない。後列にいた騎兵たちが転倒した味方を乗り越えてむかってくる。まだまだ敵を斬らねばならない。

  「僕は戦士だ」

  　震える小声で自分を励ました。斬り殺した敵の血肉が滴る両刃剣の剣けん尖せんを斜め下へむけ、真正面から敵を見据える。

  「僕は、戦士だっ」

  　もう一度、精一杯の強がりを口にした。そうやって気を張っていなければこの場で腰が抜けそうになる。しかし踏ん張る。この背中のむこうにある人や町が好きだから、無理して頑張って自分の足でここに立つ。

  

  　西にし新しん宿じゆく方面、第三列――

  　迂う回かいしてきた敵重騎兵隊及び抜ばつ刀とう隊たいを邀よう撃げきするため、残った一五〇名のうち一〇〇名を振り分けた。

  　武む蔵さし野の勢総指揮官、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうを守る兵員は現在、五〇名。第三列に配置された唯一の特とく進しん種しゆ、羽は染ぞめ静しずかは抜刀隊を殲せん滅めつするために獅し子し奮ふん迅じんの真っ最中であり、啓十を護衛することが出来ない。

  　その頼りない本営へ――奇怪極まりない五つの影が飛来してきた。

  　兵列にどよめきと動どう揺ようが走る。

  　鹿か毛げの馬上から、啓十もその奥まった双そう眸ぼうを未知なる飛行生物へとむけた。さすがに表情はぴくりとも動かないが、その生物の外がい貌ぼうへの生理的嫌悪感は脊せき椎ついに伝った。

  「なんだ、あのバケモノはっ」

  　啓十の脇を固める側近が動転を露あらわにする。

  　夏空に翼をひろげ、ゆったりと本営をむかい降下してくるその生物は、豚の顔をしていた。

  　豚が空を滑空している。

  　突き出た鼻と吊り上がった目、垂れた両耳。その下した顎あごからは凶悪そうな牙きばが上向きに突き出ていて、薄桃色をした剥むき出しの体表面にはイノシシじみた剛毛が斑まだら模様に生え、まるまると太ったお腹には豚にしては長い四し肢しが備わる。人間の腕にも似た前足と、人間の足にも似た後ろ足――いやもしかすると、人間の四肢をそのまま豚に移植したのかもしれない。両腕の先には五本の指がついており、その指が握りしめているのは二メートルほどの刀身を持つ大剣だ。さらに薄気味の悪いことに、その両腕からはコウモリの羽根にも似た皮ひ膜まくじみたものが生えていて、この豚はその皮膜に大気を受け止め、グライダーさながら滑空してくる。

  　空飛ぶ豚人間――そうとしか言いようがない。あまりに悪趣味な外見のグリルだ。

  　直営兵たちは表情を強張らせながらも、槍の穂先を揃そろえて迎げい撃げき態勢をとる。飛行豚の群はお構いなしに悠ゆう然ぜんと本営目指して近づいてくる。その手に掲げた大剣がぎらり、いかにも凶悪な光を溜めて燦さん然ぜんと輝く。

  「あのふたりをここへ」

  　なにかを予感したのか、啓けい十じゆうは傍かたわらの伝令へそう告げた。伝令は応答を返すと、すかさずいずこへか走り去っていく。

  「ぶえー、ぶえー」

  　そんな啼なき声をあげてから、五頭の飛行豚は一度ばさりと翼を翻ひるがえして地に降り立った。

  　約五〇名の直営兵たちが及び腰で五頭を取り巻く。五頭からはいずれも、嗅いだことのないような異様な匂いが放ち出され、それが立ちこめた死臭と混ざり合って吐き気を催もよおす臭気へと変じる。

  　五頭は気を合わせて、一気に直営兵の群のなかへ躍り込んだ。

  　たちまち肉片が宙を舞う。飛行豚の大剣がひらめくたびに、直営兵たちの斬られた身体の一部分が紙かみ吹雪ふぶきさながら舞い上がり、夏空を朱の色に染める。飛行豚はがぽりと口をあけると、傷つけた兵士の首筋に牙きばを突き立てその場で貪むさぼり喰らいはじめた。生きながら喰われる兵員の絶叫が、本営にさらなる混乱を巻き起こす。飛行豚は血に塗まみれた鼻先を突き出して、ぶえー、ぶえーと醜しゆう怪かいな声で啼きながら生きた肉を嬉き々きと漁あさる。

  　異常にすぎる景観だった。果か敢かんに立ち向かおうとする兵列のなかに、逃げ出す兵士、泣き出す兵士、発狂する兵士が紛れ込んだ。

  　さすがの啓十のこめかみにも汗が伝ったそのとき――横合いに伝令が馳はせてきた。

  「鳥とり辺べ野のミゲル、岩いわ佐さ木き満みつ男お、両名を連れて参りました」

  　片膝をつけてそう告げる彼の傍ら、鳥辺野と岩佐木が鞍あん上じように拘こう束そくされていた。

  　啓十は無言で頷くと、鳥辺野へ問いかけた。

  「無様な戦いくさぶりと思うておられるか」

  　その問いに、鳥辺野の口元は珍しく歪ゆがまない。非常に慇いん懃ぎんな言葉がそこから洩もれた。

  「この目にはもはやなにも見えませぬが。充分に勇ゆう猛もうであるかと」

  　啓十はじっと目を閉じてから、また重々しく呟いた。

  「恥を忍んでお願いいたす。どうかこの戦いくさ下べ手たの年寄りに、鳥辺野殿の助力を願えませぬか」

  「…………」

  「ご覧の通り、ここには戦いくさを知るものがおらんのです。どうか、どうか、この迂う愚ぐな年寄りを助けると思って……哀れな町の者達を助けると思って……」

  　悲痛な言葉と共に、啓けい十じゆうの白しら髪が頭あたまが、じっとふたりにむかって下げられた。

  　鳥とり辺べ野のは口元を引き締めたまま、岩いわ佐さ木きへと顔をむけた。そして小首を傾かしげる。

  「否いなや、ある？」

  　岩佐木の返答は、しばしの間をとったのち、重々しく鳥辺野へ届けられた。

  「わたしの役目は大隊長の下げ知ちに従うことであります」

  　岩佐木の意志を聞き遂とげてから、鳥辺野は充分に間をとった。そしてふぅとひとつ息を抜くと、下がったままの白髪頭へ返答する。

  「武む蔵さし野のの野面に秋しゆう霜そう烈れつ日じつ刑死するはずがここにこうして生きている。それもこれも高たか比ひ良ら町長の情けによるもの。この鳥辺野ミゲル、たかが虜りよ囚しゆうに過ぎませぬが、恩を仇あだで返すほど落ちぶれてもおりませぬ」

  　啓十の顔が上がった。刮かつ目もくにははちきれんほどの喜びが籠こもっている。

  「それでは……！」

  　鳥辺野の口元がほころんだ。

  「高比良町長の恩に報いることが出来るなら、喜んで尽じん力りよくいたしましょう」

  　言葉を受け、啓十は伝令にむかって頷いた。兵達が駆け寄ってきて鳥辺野と岩佐木の拘こう束そくをいそいそと解く。地に降り立ち、身体の節々をごきごきと鳴らす岩佐木へ、彼の武器である十字形をした鉄てつ鉾ほこが手渡された。

  　岩佐木はしばし懐かしそうに鉄鉾の先端を眺めてから、顎あごのしたの肉をぷるりと揺らして鳥辺野へ問いかける。

  「では、白しら河かわ兵へいを駆く逐ちくするということで」

  「うん。思い切りやっちゃって」

  「応おう」

  　岩佐木は全身の脂し肪ぼうをぷるぷると揺らしながら、簡単な屈伸運動をしたのち、飛行豚へむかい悠ゆう然ぜんと歩み寄っていった。その大きな背中からは、久方ぶりに拘束を解かれ、存分に戦える喜びが滲にじみ出ている。

  　岩佐木の背中を見送ってから、鳥辺野はぺろりと舌を出した。

  　啓十はその舌を眺めて、ほっとひとつ息を抜き、鳥辺野へ声をかける。

  「うまくいきましたな」

  「彼はそうね。情にほだされるから」

  　啓十は安あん堵どの表情で、深く頷いた。面倒な手順を踏みはしたが、ことはうまく運んだ。

  　いまの啓十と鳥辺野のやりとりは全て、事前にふたりの間で打ち合わせ済みのお芝居だ。

  　啓十の望みははじめから岩佐木満みつ男おの獲得にあった。ユーキが呂りよ布ふなら岩佐木は張ちよう飛ひだ。その圧倒的な個体の武力を目まの当たりにしてむざむざ見逃す指導者はいない。

  　しかし岩いわ佐さ木きには頑がん迷めいさが見え隠れする。姫ひめ路じコロニーへの忠誠を捨てて、やすやすと調ちよう布ふ新しん町まちへ鞍くら替がえすることには二の足を踏む可能性がある。

  　ではいかにして岩佐木を調布新町防衛のために動かすか。

  　岩佐木を動かすには鳥とり辺べ野のを味方につけるのがまず先決である。戦前、啓けい十じゆうは幾度も鳥辺野の牢ろうへ足を運んで言葉を交わし、鳥辺野の本質を見極めることに成功していた。

  　啓十が看かん破ぱした鳥辺野の性質――この男は「鵺ぬえ」である。

  　頭部が猿、胴体が狸たぬき、尾が蛇で手足は虎とらというこの怪物には「正体不明」という特色がある。

  　誰の敵であり誰の味方なのか、さっぱりわからない。敵味方のあいだを器用に歩き回り、その日その日の刹せつ那な的な享楽に耽たん溺できする。歴史上の人物でいうなら佐さ々さ木き道どう誉よ。南北朝期、ふたつの朝廷の狭はざ間まを鵺のごとくにのらりくらりと行き来して、浮き世の道楽にうつつを抜かし権威に唾つばした婆ば娑さ羅らの王こそ鳥辺野ミゲルの映し鏡にふさわしい。

  　鵺ならば――享楽を餌えさにして今日の味方につけることは出来る。信用は出来ないが、利用することは可能だ。

  　啓十と鳥辺野の密約はそうして結ばれた。

  　啓十は鳥辺野をしばらく調布新町にタマと同じく食しよつ客かくとして迎え入れる決意である。

  　もちろん鳥辺野に否いなやはない。姫路に帰ったなら遠征失敗の責任を取らされ、過か酷こくな僻へき地ちへ一いつ兵ぺい卒そつとして飛ばされるに決まっている。調布新町が座ざ布ぶ団とんを用意してくれるなら姫路への忠誠心など放ほう屁ひと一緒に吹き飛ばし、大喜びでそこへ座る。

  　しかし、鳥辺野がそうしたからといって岩佐木はそうしない。

  　鳥辺野が調布新町に雇われた途端、ふたりを結びつけている「姫路コロニー軍ぐん規き」という枷かせが外れ、岩佐木は鳥辺野の部下ではなくなってしまう。虜りよ囚しゆうとはいえ姫路の軍規がまだ存在しているからこそ、岩佐木は鳥辺野の命令を聞くのだ。

  　ならば姫路の軍規を保ったまま、岩佐木を味方につけねばならない。

  　つけいる隙があるとすれば、それは岩佐木の性格である。彼が論理ではなく情で動く人間であることはキリヒトとの戦いの際にも明らかだ。あのとき、キリヒトに立ち向かっても岩佐木には一文の得もない。それでも岩佐木は骨を折られ肉を抉えぐられながらも強大な敵へひるまずに立ち向かっていった。無惨に殺された部下の敵かたき討うちと、殺されかけたユーキを見捨てることが出来なかったためだけに。

  　図体に似合わず、岩佐木にはそうした気持ちの優しさがある。

  　ならばそこにつけこむ。

  　そうした啓十と鳥辺野の思惑が、つい今しがたのお芝居に集約されている。

  　この三か月間、岩佐木には一切なんの言葉もかけず情報も与えずに苛いら立だちを募らせ、先行きの不安だけを与えて惑わせる。さらに戦場に拘こう束そくしたまま連れてきて武人の魂たましいを猛たけらせ、苛立たせて、戦いへの渇かつ望ぼう感を抱かせる。彼の精神に巣くう「姫路コロニーへの忠誠心」を「鳥とり辺べ野のへの忠誠心」へすり替えるよう、言葉で誘導する。このすり替えがうまくいったからこそ、先程の鳥辺野は部下にむかって不可視の舌を左右へ振ったのだ。そしてとどめに、岩いわ佐さ木きの優しい心根へ訴えかける啓けい十じゆうと鳥辺野の人間味溢あふれる美しいお芝しば居い。

  　いまの岩佐木には「姫ひめ路じコロニーを裏切って調ちよう布ふ新しん町まちに味方する」という感情は微み塵じんもない。

  　彼の心中には「姫路の軍規通り、鳥辺野の命令に従って戦う」という名目があるだけだ。岩佐木は迷いもなくその名目に従って、己の力を十じゆう全ぜんに白しら河かわ軍ぐんへ振るうだろう。

  「反撃開始」

  　口元ににやにや笑いを貼り付けたまま、鳥辺野は呟いた。

  　啓十は、これにて役者が揃そろったことを悟り、重々しく頷いた。



  


  三．

  

  　殺傷した直営兵を喰い漁あさっていた五頭の飛行豚の吊り目が、鉄てつ鉾ほこを片手に悠ゆう然ぜんと歩み寄ってくる大変な肥満体へとむけられた。その太った中年男は緋ひ色いろの外がい套とうをなびかせて、上下とも純白の兵装に半はん長ちよう靴かを合わせている。兵装の上からでも脂し肪ぼうの波打つさまが見て取れるほどに潔いさぎよい贅ぜい肉にくの塊かたまりだ。

  　飛行豚の噛かみ合わせの悪い下した顎あごから涎よだれがこぼれた。自分たち以上に肥こえ太った、おいしそうな人間だ。喰っている途中の肉塊を脇に投げ出し、五頭ともにその肥満した中年男へ寄っていく。不気味な両腕の皮膜がばさりと翻ひるがえった。

  「ぶべぇぇー」

  　奇怪な雄お叫たけびをあげ、皮膜をはばたかせて悪魔じみた挙動で中空へ舞い上がると、五頭は一斉に肥満体の身体に飛びついた。

  　様々の姿勢で肥満体にしがみついた飛行豚たちが一斉に食事に取りかかる。

  　ぶべえ、ぶべえという啼なき声と共に、たちまち脂肪まみれの巨きよ躯くが飛行豚の皮ひ膚ふに埋め尽くされてしまう。千ち切ぎれた軍服が蠢うごめく薄桃色の肉の隙間から零こぼれ出て、哀れな肥満体は骨も残さず食い尽くされる――かに見えた。

  　しかし軍服の次に千切れ飛んだのは薄桃色の肉片だった。

  　柔らかそうな飛行豚の腹が、至近距離から薙ないだ鉄鉾の直撃を受けて破裂し、いましがたまで食べていたものの中身を辺り一帯へ撒まき散らした。

  　ぴぎぃぃ、という悲鳴が豚の群からあがる。五頭の中心で爆弾が爆発したかのごとく、豚の巨体がゆっくり中空を舞う。いや、舞い上がっているのは豚の巨体の一部分だ。もげた腕や足や生首が、切断面から黄土色をした液体を垂らしながら新しん宿じゆくの空を流りゆう麗れいに舞う。

  　さらに追い打ちの一いつ閃せん。

  　鉾ほこ先さきは宙を舞っていた飛行豚の頭部を砕き、その隣を飛んでいた豚の左脇腹から入ってその柔らかい腹部を破裂させ、大腸を抉えぐりとり、さらにその横の飛行豚の股また下したから入って身体を縦に裂いてしまった。

  　五頭の飛行豚がぶちまけた血肉と臓器の時雨しぐれのしたには、見み惚ほれるばかりに引き締まった筋肉の装甲がそびえ立っていた。

  　短く刈り込んだ髪の下、精せい悍かんな武人の表情がある。

  　盛り上がり、高濃度に圧縮され、複雑に絡み合う筋肉の尾根――それが身体の前面にも背面にも稜りよう角かく鮮やかにびっしりと伝う、彫像さながらの肉体美が砕け散った飛行豚の肉片のむこうに顕けん現げんしていた。

  　木の幹のごとき右腕が、ぐっと力強く鉄てつ鉾ほこの柄えを握りしめ直す。

  　瞬時にして全ての飛行豚を葬ほうむり去ったその武人は、さきほど敵てき重じゆう騎き兵へいが突っ込んできた脇道へとその奥まった双そう眸ぼうを送った。

  　邀よう撃げきに出向いた第三列の兵員が、白しら河かわ騎兵と抜ばつ刀とう隊たいを相手に戦っている。敵兵の群のなかを駆け抜けながら、ひらりひらりと小刀を振るう静しずかの奮戦が垣かい間ま見みえた。

  「行くぞ、雑ざ魚こ共っ」

  　万ばん夫ぷ不ふ当とうの武人すがたと化した岩いわ佐さ木きはそう怒鳴ると、巨きよ躯くを翻ひるがえし戦いの群の中へ突っ込んでいく。

  　片側二車線の通りいっぱいに広がって乱戦のただなかにあった敵兵たちは、駆け込んできたその巨漢に気づいて目を見ひらいた。彼らの直感が、逃げろと叫んでいた。しかし気づくのが遅すぎた。

  　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく――

  　鉄鉾に薙ながれた肉体が粉こな微み塵じんに砕けて夏空を舞った。濃い色の夏空へ鮮やかな朱色が飛沫しぶきをあげる。

  　岩佐木は突き出した右の足に左足をおっつけて、身体全体を旋転させながら再び右足を大きく回して前へ突き出し、二戟げき目めの横撃へ繋つなげる。

  　雑草を薙ぐがごとく、鉄鉾の直撃をくらった白しら河かわ兵へいは身体を妙な角度に折り曲げて、血ち反へ吐どを吐き、吐と瀉しや物ぶつを吐き、千切れた肉片を巻き上げて、新しん宿じゆくの狭い夏空へ自らの肉体が内包した様々な彩りを撒まき散らす。

  　岩佐木は止まらない。抜刀隊の群に躍り込み、鉄鉾の遠心力をそのまま利用して苛か烈れつなまでの横撃、横撃、横撃――

  　巨体を旋転させながら、敵兵団を楔くさびで穿うがつがごとく、前へ、前へ、前へ――

  　岩佐木の鉄鉾が薙がれるたび、ブリキの玩具おもちやさながら敵兵たちが空を舞い飛ぶ。

  　岩佐木という巨大な楔に食い込まれ、瞬く間に敵兵団が分断された。

  　路上は既に血潮の河だ。肉片と臓器の沼しよう沢たくだ。五体を留めない遺い骸がいたちが、もはや光を映さない虚ろなその目を血ち飛沫しぶき飛び交う夏の空へとむけている。

  　誰も岩いわ佐さ木きを止められない。勇ゆう敢かんな兵が鉄てつ鉾ほこをかいくぐって岩佐木の懐ふところに入り込んで斬ざん撃げきしても、筋肉の装甲はわずかに赤く染まるのみ。刺し突とつしても筋肉を貫通出来ず、蚊かが刺したような凹へこみが肌の表面に残るだけ。呆あつ気けにとられる間に、再び戻ってきた横撃が土手っ腹に食い込んで、勇敢だった兵たちが破裂した臓器を口から吐き出しながら奇妙な体勢で宙を舞う。

  　この三か月間、抑圧に抑圧を重ねた末、ここにこうして解き放たれ、岩佐木の武人魂が歓喜の咆ほう吼こうをあげていた。戦場でしか生きられない男の魂の叫びだった。

  　敵兵の撒まき散らす黒くろ薔ば薇ら色の液体が、薄桃色の肉片が、千ち切ぎれた血管、脳のう漿しよう、脳のう髄ずい、脳のう下か垂すい体たいが、岩佐木満みつ男おを祝福している。岩佐木は筋力でそれに応える。戦闘以外に自分の存在理由を見み出いだせないし、自己表現する手段を持たない。ただ敵を穿うがち、薙なぎ、殲せん滅めつすること――そのためだけに岩佐木は生きている。それ以外を目的に、生きることが出来ない。

  　白しら河かわ兵へいにとっては理り不ふ尽じん極まりない戦闘となった。一方的に打ち据えられ、痛めつけられるうえ、いくら攻撃しても岩佐木には傷が付かない。特とく進しん種しゆとしての進化の度合いが違いすぎる。漆しつ黒こくの兵列から悲鳴があがり、怖おじ気けづき、岩佐木から逃げようとした兵は第三列の兵員に背中を斬きられた。
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  　これこそ戦前に啓けい十じゆうが求めた「圧倒的」武力だ。たったひとりの武力が幾百の敵兵を潰かい走そうさせ、戦局を覆くつがえし、勝利を呼び込む。たとえ戦略戦術に疎うとくとも、兵員数に劣ろうとも、優れた特進種をひとりでも多く雇い、手て懐なずけていれば会戦の勝利を呼び込むことは可能だ。岩いわ佐さ木きを懐かい柔じゆうするために啓けい十じゆうがかけた手間と時間が、いまここに報われていた。

  　岩佐木の投入を受けて、第三列の兵員が蘇よみがえった。及び腰となった白しら河かわ兵へいへかさにかかって襲いかかり、その首を掻かききる。

  　そして――敵兵の潰かい走そうがはじまる。戦意を喪失した白河軍はもはや戦闘機構を保つことが出来ず、個々人がばらばらになって逃げていく。

  「追うぞ。殲せん滅めつする。地理に詳しいものが先に立て。戦う意欲の残っている者はおれについてこい」

  　血肉の滴る鉾ほこ先さきを地に引きずりながら、岩佐木は荒く息をつきながら第三列の兵員にそう声をかけた。その鬼神のごとき戦いぶりを一部始終見守っていた兵たちのうち、約三〇名が直立不動でその指示に従った。

  　精兵を従えて追撃にむかう岩佐木の背中を見送ってから、全身を朱色に濡らした羽は染ぞめ静しずかは目線を上に持ち上げた。

  　甲こう州しゆう街道に面した、七階建て雑居ビルの屋上――そこに良からぬなにかがいる。

  　静の直感がそれに気づいていた。

  「ひどい気配がします」

  　独り言を呟いてから、とん、と静は跳躍した。小柄な身体が手て鞠まりのように高く跳ねて、踵かかとの下がビルの壁面を捉える。練れん氣きが跳躍板の役目を果たし、静はさらにもう一段階高く跳躍、するすると屋上を目指して側壁を駆け上がっていく。ユーキには数段劣るが、運動を補助するには不足のない静の氣きだった。

  

  　同時刻、武む蔵さし野の勢本営――

  　鳥とり辺べ野のミゲルは十文字槍を片手に、啓けい十じゆうの傍かたわらに控えていた。実況中継してくれるものがいないので戦局がどうなっているのかわからないが、側近たちの話に耳をそばだてて、迂う回かいしてきた敵てき重じゆう騎き兵へい団だん及び抜ばつ刀とう隊たいを岩佐木が掃そう討とうしたことは知れた。

  　――この辺で、僕のこともアピールしたいんだけど。

  　いまのところの鳥辺野の狙いはそれだった。どうも啓十にとって自分は、岩佐木を自在に操るための傀く儡ぐつ師しらしいことが不満である。どうせしばらく腰を落ち着けるなら、たとえ目が見えなくても使えるところをアピールして今後の待遇を良くしておきたい。

  　――なにかいるんだよね、この近くに、臭いやつが。

  　鼻をひくひくさせながら、鳥辺野はさっきからその匂いの主を探していた。視覚を失ったいま、嗅覚、触覚、聴覚が外界にあるものを判断するための頼りだ。神経を研ぎ澄まし、不ふ遜そんな気配の出所を探す。

  　いる。確かに――とても臭い存在が、上方からこちらを鳥ちよう瞰かんしている。

  　臭いもの同士が惹ひかれ合う――

  　そういうわけでもなかろうが、この鳥とり辺べ野のという魔人は、近辺にいるもうひとりの魔人の存在を嗅かぎあててしまった。

  「ちょっと出かけてきます」

  　頬ほおを引きつらせて笑みながら、鳥辺野は啓けい十じゆうへそう言った。

  「なんか、あっちの方に変なのがいるんで」

  　鳥辺野が槍の穂先で示したその七階建て雑居ビルの壁面を、いままさに羽は染ぞめ静しずかが練れん氣きを使って駆け上がっていた。

  

  　西にし新しん宿じゆく方面、第二列――

  「駄目だこりゃ」

  　率直なタマの愚ぐ痴ちが、傍かたわらの沙さ也や加かへむかい放たれた。馬を失った沙也加は血に塗まみれた地面に両足を下ろして唇を噛かみしめると、遠巻きに近づいてくる敵へ健けな気げに鉄鎖を振るう。しかし疲れ切ったその細腕では、もはや的確に相手を仕留めることが出来ない。

  　生き残った兵員たちは、斎さい藤とうが陣取る歩道橋付近に自然に寄り集まってきていた。この戦場では、斎藤が高みから放ち出す矢が唯一頼もしい。逆に言えば歩道橋付近に寄り集まるしか生き残る道がない。それほどに第二列は疲ひ弊へいしきっていた。

  　数に倍する白しら河かわ兵へいは歩道橋付近の第二列を完全に包囲していた。逃げ道を塞いだ状態で矢を射かけたり投とう擲てき具ぐを使って石を放ってきたり、無駄な犠ぎ牲せいを払わずにじりじりと着実に押してくる。

  　第二列を構成する八はち王おう子じ兵へいの数は既に半減していた。路面には息絶えた兵員たちがあちこちに転がり、アスファルト上を緋ひ色いろに染めて、折れ曲がった手足や零こぼれた臓器をバケモノに貪むさぼり喰われていた。特に独どく眼がん烏がらすは性質が悪く、まだ生きている兵員の傷口にくちばしを突っ込んで胃や大腸や小腸を引きずり出し、温いうちにその場で喰らう。生きながら目の前で烏におのれの臓器を引きずり出され、喰われる気分はいかほどのものか。かすれた哀あい叫きよう、魂の底から絞しぼり出される号ごう叫きようが西新宿の路上に切なく響く。

  　ぎゃあぎゃあとしわがれた鳴き声が上空から降ってくる。翼を持つバケモノたちが空の低いところを群れなして飛び、第二列が全滅するときを待ち構えている。よく見回してみれば、建物の壁面を覆おおった蔓つる草くさの影からはヤモリのバケモノが、雑草の茂みと化した一階店舗の暗がりからは子供ほどの大きさのあるネズミの群が、じっと第二列の兵員の疲ひ弊へい具合を観察していた。こちらが弱り切ったと見て取れば、バケモノ達はその場で襲いかかってくる。こっちが死ぬのを待ってくれない。白河兵から射られる矢をかわし、石をかわしながら、バケモノの群にも気を配っていなければならない。当然、兵員たちの消耗は早い。このままいけば第二列は確実にバケモノの餌えさだ。

  　もう時間はあまりなかった。タマの焦じれた顔が沙也加をむいた。

  「だからその爺じいさん戦わせろって」

  　怒鳴りつける。沙さ也や加かの強張った顔が、タマにむけられた。

  「あなた、一体なんですの？　なにゆえ沙也加にそのような品のない口を利くのです？」

  「おれはただの傭よう兵へいだけど、身分なんかどうでもいいよ、その爺さんしか敵を蹴散らせるやつがいないだろ？　さっさとやんねーとお嬢ちゃんも含めて全員死ぬぞ」

  　タマは顎あごで沙也加のそばに控えている鮮血の執事雨あま宮みやを示す。

  「雨宮は高齢ゆえ、あまり長い時間戦うことが出来ませぬの。ですから、彼が動くのは沙也加が危うくなったときのみです」

  「なんだそりゃ。お嬢じようちゃん専用の人間兵器か」

  「なにか不都合がおありかしら？　あなたこそ愚ぐ痴ちばかり叩いてないでさっさと戦ったらいかが？」

  　タマはいやそうに敵兵の群を睥へい睨げいした。群に飛び込んで戦ってもいいのだが、どうしてもこの戦闘群を蹴け散ちらすには自分の攻撃力では足りない。タマの特色は不死身の肉体による「盾」としての能力であって岩いわ佐さ木きや雨宮のような「矛ほこ」の能力ではない。

  　そのとき歩道橋の上から、斎さい藤とうの泣き言が降ってきた。

  「タマくーん。まずいよ、矢がもうないよー」

  「うえー。まじかー」

  「まじだよー」

  「まいったなー。やばいぞこりゃあ」

  　極限状況下にも関わらず呑のん気きな語調でやりとりしてから、タマは敵兵の群へ目を戻した。

  　自分が死なないことはタマも知っている。このままいけばここで死ぬのは沙也加であり雨宮であり斎藤であり、第二列の兵隊たちだ。とりあえず自分ではない。

  　だからもうここは飛んできた矢にわざと胸でも貫かれて、あとは死んだふりでもしておけばいい。戦いくさが終わったらむっくり起きあがって矢を引き抜き、またどこか気ままに暮らすことの出来る土地を求めて旅立つだけだ。

  　……などと考えてはみるものの、そう出来ないのがタマがタマである由縁だった。

  　諦あきらめの吐息を口の端から洩もれ出させてから、タマは言った。

  「しょーがねーなー。おい、嬢ちゃん。おれが包囲の一角を切り崩くずすから、残りの兵を連れてそこから逃げろ」

  「え？」

  「とりあえず逃げて第三列に合流するんだ。そこで立て直せ。しんがりはおれが務める」

  「な、なにをそのような、勝手な……」

  　沙也加の文句を無視し、タマは歩道橋を見上げた。

  「斎さい藤とうさんも逃げろー。矢を補給してからまた戦えばいいよー」

  「わかったー。すまないねー、タマくーん」

  「おっけー、おっけー」

  　タマは顔を戻し、二列目の兵員を見やった。いつのまにかタマがこの場を仕切っている。

  「包囲を突破するぞ。お前らは壁になってこのお嬢ちゃんを守るんだ」

  「はっ」

  　タマの言うことにはやはりただならぬ年季がにじんでいて、残った兵たちも自然にその指揮に従ってしまう。彼らは迅じん速そくに沙さ也や加かを囲んで人の壁を作り、包囲を突破するための隊列を組んだ。斎藤も歩道橋から飛び降りて、これでもかというほど格好悪い姿勢で着地すると、ふにゃふにゃしながらその列に加わる。

  　タマは沙也加へ顔を戻し、にっ、と笑った。

  「んじゃ、行くぜ。びびって小便ちびんなよ」

  「しょ、しょうべ……!?」

  　沙也加の赤面を背後に残し、両手に短剣を握りしめたタマは、踵かかとの下のアスファルトを砕いて敵の包囲の一角へ飛び込んでいた。

  　不意を突かれた敵がタマの斬ざん撃げきに撫なで斬きられる。牛うし丸まるや岩いわ佐さ木きには劣るものの、並の人間ではタマの動きに対処出来ない。二本の短剣がひらめくたびに敵陣が切り崩される。槍や刀の雨が降ってくるが、タマは非常に敏びん捷しようだった。ひらりひらりと敵の攻撃をかわして小馬鹿にするように舌を出し、また身を躍らせて斬りかかる。

  　タマが崩した一角へ、言われた通りに第二列の兵員が突っ込んでいく。そこでたちまち乱戦となる。タマは敵の兵列をかき分けて第二列のしんがりにつくと、自分が傷つくのも構わず追いすがる敵兵を手当たり次第に斬り伏せる。

  「無礼者っ、このっ、このっ」

  　前方からそんな沙也加の声がした。あろうことか、沙也加は兵たちに守られながら自ら鉄鎖を振るって敵兵を薙ないでいる。タマは叫んだ。

  「馬鹿、逃げろっ！　逃げるのに集中するんだっ」

  　しかし沙也加は聞かない。表情を歪ゆがめて周辺へ鉄鎖を投げつけ、掃そう討とうしようとしている。白しら河かわ兵へいが大将首の沙也加をめがけて殺到してくる。敵兵からすれば、沙也加を討ち取れば論ろん功こう行こう賞しよう思いのままだ。

  「この馬鹿女……っ！」

  　乱戦のさなか、倒れた敵の背中を踏み砕いてタマは跳躍した。沙也加へ殺到する白河兵を背中から斬り落として援護する。

  「無礼者、道をあけなさいっ。あけるのですっ」

  　身勝手なことを叫びながら振るった沙也加の鉄鎖が、右側面にいた敵の腕に絡みついた。そのまま解けない。敵は鉄鎖が絡んだ腕を強引に引いた。沙さ也や加かの足がよろけ、敵にむかってつんのめる。

  「あ……」

  　見上げた沙也加の瞳の先に、両刃剣のひらめきがあった。その刃は、既に沙也加へむかって振り下ろされている。

  「姫―――っ」

  　気づいた雨あま宮みやの叫びがずいぶん後ろから聞こえた。どうやら老人モードでは駆け足についてこれず、はぐれてしまったらしい。

  　間に合わない。頭を割られる――沙也加はぎゅっと目を閉じた。

  　しかしなにごとも起きない。ひらいた沙也加の水色の瞳の先に、振り下ろされた両刃剣を片手で受け止めるタマの背中があった。

  　手のひらが傷つくのも構わず、タマは刃の側面を指で握りこんで止めている。彼の腕に手のひらから溢あふれた朱色が幾条も伝っていた。

  　そのままタマの蹴りが敵の顔面に炸さく裂れつし、鼻び梁りようを砕かれた敵は鼻血を撒まきながら後方に吹っ飛んでいく。タマの真剣な顔が沙也加を振りむく。

  「いい加減にしろ、馬鹿野郎っ！　余計なことしてねーでさっさと逃げろっ！」

  「な、なにを……」

  「みんなお前のために身体張ってんだっ！　お前は逃げるのが役目だろうが、そのくらいわかれ馬鹿女っ！」

  　その怒鳴り顔を、沙也加は口を半開きにして見上げた。

  　沙也加は生まれてこれまで一七年間、自分にむかってこんな口の利き方をする人間に出会ったことがない。八はち王おう子じコロニー市長の娘である自分にむかって、これほど強く真剣に怒鳴りつけてくる男が、この世界に存在するだなんて。

  　あまりにも乱暴なその物言いが、沙也加の心に深々と突き立っていた。タマの指先から点々と滴る血が、意識に食い込んだ言葉の楔くさびをさらに深くへと押し込んで、心の最さい奥おうに横たわる普ふ遍へん的ななにかが波なみ飛沫しぶきをあげた。

  　その波は沙也加の内側に溜まっていた種種雑多な堆たい積せき物ぶつを洗い流し、波のひいたそのあとへ少女らしい純粋な感情だけを残していた。小さな胸が、その感情に締め付けられる。

  　沙也加の両の頬が紅色に染まった。こころなし潤うるんだ瞳がタマを見上げる。

  「姫様――――っ」

  　そのとき、後方から雨宮の絶叫が迸ほとばしった。

  　同時に敵兵の群が爆砕する。沙也加の絶体絶命の危機を目まの当たりにして、雨宮は妖怪モードへ突入していた。

  　持続力に問題があるが、瞬間風速でいえば岩いわ佐さ木きにも匹ひつ敵てきする雨宮の攻撃力が乱戦中に炸さく裂れつする。

  「姫様に徒あだなすものはっ」

  　雨あま宮みやの右の手刀が敵兵の肋ろつ骨こつの隙間に食い込んだ。そのまま強引に手首までねじ込み、敵の心臓を一ひと掴つかみにして「ふんぬぅっ」の掛け声と共に肋骨を砕いて抉えぐり出し、まだ脈動するそれを敵の眼前で握りつぶす。

  「この雨宮が許しませぬっ」

  　同時にその傍かたわらの兵にも雨宮の左の手刀が食い込んでいた。再び外気に晒さらされたその左手には、やはりまだぴくぴくと蠢うごめく心臓が握られている。

  「姫様のためならこの雨宮っ」

  　雨宮はいちいち敵兵の眼前に摘出した心臓を突き出してから、

  「たとえ血のなか肉のなかっ」

  　誇らしげに握りつぶす。

  　雨宮は武器を持たない。しかしその手刀は正確に軍服の上から肋骨の隙間に差し込まれ、確実に心臓を探り当てると肋骨をへし折って抉り出し、ひとつひとつ持ち主の眼前で景気よく粉砕する。

  「粉ふん骨こつ砕さい身しんお仕えする所存っ」

  　びちぃっ、と音を立てて、引きちぎられた大静脈や大動脈がのたうち、そこから大量の血液が迸ほとばしって四方へ、雨宮へと降りそそぐ。

  　そのあまりに残ざん虐ぎやくな殺しぶりに敵兵が恐れをなした。潮が引くように、雨宮の周囲から敵兵がいなくなる。彼らは雨宮を遠巻きに取り囲んで、及び腰で武器を突き出すのみ。

  「山が崩れたならば拳で砕きっ」

  　血みどろの雨宮はお構いなく、周囲を取り巻く兵列をめがけ飛びかかっていく。

  「河が溢あふれたならこの身を挺ていして防壁と為しっ」

  　敵兵の悲鳴があがる。逃げまどう敵兵の背中へ、容よう赦しやなく徒と手しゆ空くう拳けんの雨宮が襲いかかる。突き出された雨宮の手刀は兵員の背骨を砕いて正確に心臓を掴つかみ取り、背面から抉り出す。

  「空が落ちてきたならこの胸に受け止めまするっ」

  　抉り出された心臓が、次々に雨宮の手のなかで圧壊してゆく。たちまちこの老人の周囲に身体の真ん中に大穴をあけた無惨な死し骸がいが芋いも虫むしのごとくに堆たい積せきしてゆく。

  　もはや雨宮は一いつ介かいの妖怪であった。

  　全身を血に染め、手当たり次第に心臓を摘出しては本人の目の前で握りつぶし、わけのわからない自作のポエムを高らかに朗読しつつ新たな心臓を求め敵兵へ飛びかかっていく。

  　彼の周囲から敵兵が消えた。第二列と戦っていた白しら河かわ兵へいは皆、この血みどろの妖怪から逃げまどい、かなりな距離を置いてへっぴり腰で剣けん尖せんを突き出すのみで絶対に近づいてこようとしない。

  　両手に鷲わしづかみにした何十個めかの心臓を握りつぶし、感極まった妖怪は背筋を反らして天空へむかい咆ほう吼こうした。

  「姫様には指一本触れさせませぬぞ――っ」

  　高らかに叫んで、妖怪はそのままくたっと地に両膝を落とした。

  「雨あま宮みや――っ」

  　沙さ也や加かが叫びながら血に塗まみれた妖怪の身体を抱き留める。もちろんこの妖怪は死んではいない。体力を使い果たして昏こん倒とうしただけだ。

  「こえー。敵にしたくねー」

  　その戦いぶりにさすがのタマも顔を強張らせ、泣き濡れた沙也加とその胸のなかで満足そうに眠る妖怪を眺めていた。あまりにひどすぎる戦い方だが、そのひどさが功を奏して雨宮の周囲の味方は身の安全を取り戻している。幸いにしてそのとき、後方から子鹿色の軍服に身を包んだ第三列の兵員が馳はせ参じてくるのが見て取れた。迂う回かいしてきた白しら河かわ兵へいを掃そう討とうした百有余名が、その勢いのまま甲こう州しゆう街道を東進してくる。

  「おぉ。返り討ちにしたんだ。やるじゃん」

  　漆しつ黒こくの兵列が混乱をはじめた。執事雨宮という妖怪に気け圧おされたところへ増援まで投入されて、及び腰が逃げ腰へ変わっていた。そこへ剣光を閃ひらめかせながら、意い気き軒けん昂こうな第三列が突っ込んでくる。

  　数はまだ白河勢が勝るものの、岩いわ佐さ木き投入により戦闘意欲に差が出ていた。ほとんど単たん騎きで敵てき迂う回かい兵へい団だんを駆く逐ちくした無む双そうの存在感が第三列の兵員を鼓こ舞ぶしている。一旦は逃げを打っていた第二列の八はち王おう子じ兵へいたちも、増援を受けて攻勢に転じる。

  　再びの乱戦――

  　しかし時間の経過と共に減じていくのは漆黒の兵装だ。新しん宿じゆく陸橋にて炎上する連絡通路は、待ち伏せしていた白河軍の退路をも断ってしまっていた。逃げ場は陸橋の手前で甲州街道と交差する国道四一四号線なのだが、ここも既にバケモノの徘はい徊かいする樹林に変じていて軍勢の通行は困難を極める。ここを通って退却するとしたら、途中でバケモノに襲われる危険を引き受けたうえで、小隊ごとに三々五々落ち延びてゆくしかない。

  　白河兵にとっては何処も死地だった。だがこのまま甲州街道に留まっていたなら士し力りよく旺おう盛せいな武む蔵さし野の勢第三列と、八はち王おう子じコロニーの常備兵を揃そろえた第二列をまとめて相手し続けなければならない。第三列を仕留めるはずの迂回兵団が退却してしまったのが戦局に響いていた。生き延びるには、樹海に変じた四一四号線への撤退しかない――上官からは戦闘継続の掛け声がかかるが、白河兵たちの脳のう裡りにはいずれもその考えが浮かんでいた。兼業兵士である彼らは、戦闘機構の維持よりも生存本能の囁ささやきを優先する。こんなところで死ぬのは馬鹿げている、逃げろ、逃げろ……。その囁ささやきが、逃走へ繋つながる。もつれる足が唯一の退路となった四一四号線へむけられる。

  　白しら河かわ軍ぐんの兵列に、勝手に退却する兵員が出始めた。こうなると歯止めが利かない。我も我もと雪崩なだれを打って、漆しつ黒こくの兵列が瓦が解かいする。逃げまどう敵の背中をめがけ、八はち王おう子じ騎き兵へい三〇騎が追撃に移る。殲せん滅めつ戦が騎兵の本領とばかりに脚力で逃げる敵を追い立て、その背中へ鞍あん上じようから槍を突き立てる。よく訓練された騎兵たちは四一四号線の昼なお暗い森のなかへも蹄ひづめを突き立て、幹の間かん隙げきを縫って容よう赦しやなく敗兵を狩る。樹海の木下闇に、哀れな白しら河かわ兵へいの断だん末まつ魔まが鬼き哭こくのごとくに乱れ咲く――

  「おぉ、すげえ。勝ってるよ」

  　白河兵のいなくなった甲こう州しゆう街道上、タマは額の汗をぬぐうと、傍かたわらの斎さい藤とうにへらへらと笑いかけた。

  「良かった良かった。こりゃ全員死んでバケモノの餌えさだと思ったけど、なんとかなるかもなー」

  　くにゃくにゃしながら斎藤も笑い、遠くの新しん宿じゆく陸橋を見やった。

  「後ろはなんとかなりそうだね。あとは第一列だけだ」

  「あ――……」

  　タマも言われて思い出したふうを装って道の先へ目を送った。陸橋の上り勾こう配ばいの途中に落ちた連絡通路は、いまだ強い火勢を保っている。あの炎の壁のむこうに、ユーキを含む第一列が孤立している。

  　タマもむこうの様子が気になってはいる。しかしあの火勢では第二列、第三列はまだしばらく救援にむかえない――のだが。

  「タマくんなら、あの通路のむこうに行けるよねー」

  　斎藤はにこにこしながら、タマを見下ろした。タマはいやそうに肩をすくめて舌を出す。

  「そりゃ行けるけどさー」

  「行ってあげなよ。僕らも火が消えたら行くからさあ」

  「でもなあ。おれだって一応、熱いは熱いんだよ。火の中くぐったって死なないけどさ。でも一応、焼け焦こげることは焦げるのね」

  「うんうん。わかるわかる」

  「ぜってー、わかってねー」

  「頼むよタマくーん。あっちのみんながかわいそうだよー。孤立してるうえに、敵の本隊と戦わなきゃいけないんだから。きっと心細くて泣いてるよー？」

  「でもなあ。熱いしなあ。鼻とか口に火が入るの、辛つらいんだよ」

  「頼むよー。戦いが終わったら、お酒おごるからさー」

  「しょーがねーなー。わかったよ、行けばいいんだろ行けば」

  「さすがタマくん。そうこなくっちゃー」

  　斎藤はうれしそうにタマの肩をぽんぽん叩く。

  　実は斎さい藤とうに言われる前から「行こうかな」とは思っていたのだが、この異常なまでに素直でないタマという男は、誰かにそう言われるまでは行きたくなかった。誰かに懇こん願がんされて背中を押されて「こんなに頼まれたから本当はいやだけど仕方なく行く」という名目がないと、正義漢ぶった行動が恥ずかしくて味方の救援にも行けない。

  「ったくよー。しょうがねーなー」

  　口先だけの文句を垂れながら、タマは肩をぐるぐる回し、彼方かなたで炎上する新しん宿じゆく陸橋を望遠した。燃えさかるあの火か焔えんのむこうに、ユーキがいる。

  「んじゃ、行ってくる」

  「うん、僕らもすぐ行くから」

  　斎藤と第二列の兵員たちを後ろに残し、タマはひとり、陸橋を目指して駆けていった。

  「タマくんも面白い人だよねー」

  　タマの背中を見送ってから、斎藤はにこにこしながらそう呟くと、尽きた矢を補充するため第三列へと駆けていった。

  

  　西新宿、七階建て雑居ビル屋上――

  　苦しむこと無く死ねるから「苦く無ない」と名付けられたその鉄製の投とう擲てき具ぐが、三人の鬼き道どう衆しゆうの額を射抜いていた。夏の陽射しの照りつける屋上で、苦しむこと無く逝いった三人が穏やかな表情で鮎あゆの石焼きみたいに転がっている。

  　背筋を反らしながら跳躍する羽は染ぞめ静しずかを追って、春はる之の門もんバルトの放った切り紙が宙を舞う。

  　紙はいずれも鳥居に似た形に切り取られていて、これに鬼道衆独特の「厭えん力りき」と呼ばれる力が籠こめられ、手裏剣に似た軌道を描いて静の背中を追い慕う。厭力もまた呼吸を使って練り上げる生体エネルギーの塊であり、中身は修しゆ験げん者じやが用いる「験げん力りき」や、練れん氣き使いが用いる「氣き」と同じ性質のものである。

  　切り紙をかわし、錆さび付いた屋上の手すりの上に静の両足が音もなく降りた。

  「死ねばいい」

  　そう言って、白のタンクトップに紺のブーツカットを合わせ、上腕全体にタトゥーを施した鬼道衆の生き残りが忍者刀を突き出してくる。静は表情ひとつ変えることなく、無言のままに身体のさばきでその斬ざん撃げきを避ける。

  　奇襲が功を奏し、はじめ五対一であったのがいまは二対一にまで持ち込めた。しかし生き残ったバルトとこのタトゥーはなかなかの手て練だれで、はっきり言って苦戦中の静だった。さきほどまで重じゆう騎き兵へいと抜ばつ刀とう隊たいをむこうに回して戦って、それからすぐにここへ来ている。血に染んだ軍服は重く、静の挙動もいつもに比べて精彩を欠いている。

  「セタ・チ・イ・セト」

  　時折、バルトの口から厭力の籠こもった間かん投とう詞しが静にむかって投げかけられる。おそらくは幻げん戯ぎへの布石だろう。幼い頃からくのいちとして訓練された静の意識は、普通の人間よりも幻戯に対する耐性がある。しかし一方的に仕掛けられつづけると安全とも言えない。

  「死ねったら死ね」

  　死人のような蒼白い顔を陽光の下に晒さらけ出し、タトゥーは執しつ拗ように静しずかを追ってくる。なかなか振り切れない。かわしきっていた忍者刀がいつのまにか静の軍服の裾すそを切り、髪を切り、皮ひ膚ふを裂いた。

  「えい」

  　おもむろに静は小刀を突き出すが、タトゥーは楽々とそれをかわす。バルトは静の隙を見計らって切り紙を投げつけ、また奇怪な間かん投とう詞しを呟きつづける。

  「死ね。死ね。死ぃねぇ。死ぃねぇ」

  　忍者刀の回転が上がる。およそ人間離れした踏み込みから繰り出される刺し突とつと斬ざん撃げきの反復が、静の表情をはじめてうっすらと歪ゆがませた。

  「セ・チ・イトセ」

  　バルトの詠えい唱しようがつづく。詠唱を断ち切ることが出来ない。

  「死ぃぃ、ねぇぇぇっ」

  　いきなり裏返った声でタトゥーは叫び、さらなる鋭い踏み込みから必殺の斬撃が振り下ろされた。

  「くっ」

  　はじめて短く呻うめき、静は横転でその一撃をかわした。しかし肩口に刃がかすり、首筋から上腕にかけて出血した。

  　唇を噛かみしめ、静は横転を断ち切って横へ跳躍すると、屋上の手すりを蹴り飛ばして一直線にバルトを目指して駆け込む。

  　まずは頭目を仕留める。タトゥーはその次だ。

  　静の深緑色の瞳が爛らんとひらき、まっすぐにバルトの目に突き刺さった。ふたつの視線の激突が、空中に火花を散らす――

  　その静の瞳へむけ、厭えん力りきの籠こもったバルトの呪じゆ言ごんが飛ぶ。

  

  　深緑色の双そう眸ぼうに、鬼道呪法が突き刺さった。

  「!?」

  　静の視界からバルトが消えた。彼がいたはずの場所には屋上の手すりがあるのみ。

  　静は片足を突き出して動きを止め、独こ楽まのごとく回転して背後を振り返る。

  　誰もいない。

  　戦っていたはずのふたりの鬼道衆がきれいさっぱり消失している。

  　突然、静の前を紫の蝶ちようが舞った。一羽、二羽、三羽……手品みたいに数が増えていく。

  「幻戯」

  　自分がそれにかかったことを悟った。最も警戒しなければならない敵の奥義に――

  　小刀を顔の前へかざし、じり、じりと静しずかは背後へ移動する。

  　ここは逃げなければ危ない。幻げん戯ぎにかかってしまった以上、まともにやりあえば命を落とすだけだ。まずはこの屋上から飛び降りるしかない。

  　しかし、おかしい。いくら後ずさっても、背中が手すりにぶつからない。目の前の蝶ちようの数は静をあざ笑うかのように増えていき、いまや視界を埋め尽くすほどになっていた。

  　静は後方を振り返った。手すりは遙はるか彼方かなたに存在している。汗がツッと、静のこめかみを伝った。

  「きみの歪ゆがんだ顔、見たいかも」

  　蝶を掻かき分けてバルトの声が聞こえた。静はなにも返事せず、どんな異常も見逃すまいと神経を張りつめている。

  「きみ、堕おとさないしー。苦しめるって決めてっしー」

  　遊ぶようなバルトの声が、静の四方八方から聞こえてくる。

  「こんな感じで――」

  　ずぶり。

  　静の背筋が「く」の字に反った。

  「んっ…………」

  　噛かみしめた静の唇から、そんな声が洩もれる。

  　血に塗まみれた忍者刀の剣けん尖せんが、静の背中から入って胸の下から抜けていた。銀光りする刀身を血が伝い、そのあと灼やけるような痛みが静の脊せき椎ついを走った。

  「だいじょぶ。こんくらいじゃ死なないから」

  　忍者刀の柄つかを左手に持ち、残った手を静の首に回して、背後からバルトは囁ささやいた。

  「この刀、きみの臓器の隙間に入れてあるのね。だからいまんとこ、致命傷じゃない感じ。わかる？　刃を上向きに入れてんの。もうちょい力入れっと、きみの心臓にぐさって刺さる」

  　静の耳元でそう囁ささやきながら、バルトはさらに深く刀身を押し込んだ。鈍い音を立てながら、剣尖が静の目の先へ持ち上がる。

  「んぐっ……」

  　ずっと無表情を決め込んでいた静の顔がはっきりと歪む。顔色は青ざめ、冷たい汗がこめかみを伝い、痛みのあまりに唇が震えている。

  「このまま刃を抜き取れば、きみ、助かるよ。でもおれの機嫌を損ねたら、その場で死ぬわけ。わかる？」

  　嬉うれしそうにバルトは囁きつづける。苦しむ静の眼前へタトゥーもにやにや笑いを浮かべて歩み寄り、バルトの遊びを楽しんだ。

  「命乞いしてよ。みじめで無様な命乞い。とびっきり惨みじめで、とびっきり恥ずかしい、豚みたいな命乞い」

  　囁ささやきながら、ぐっ、とバルトは刀身を少しだけ上へ持ち上げた。静しずかの背筋がびくりとさらに反り、苦痛の呻うめきがはっきり洩もれる。

  「や……めて……」

  　静は後方のバルトを見やって、そう言った。バルトは考えてから答える。

  「全然ダメ。もうちょい、ひねろうよ。そうね……『ここで大便をひり出しますから助けてください』。これとかよくない？　で、言った通りちゃんと糞くそを洩らすの。したら助けてあげる」

  「そ……れは……」

  「言わなきゃダメだよー。言わないと助けないし。簡単じゃん、言おうよ、ねえ、言わないと死んじゃうよー」

  　バルトは引きつった笑みを浮かべると、さらに深く、ぐいぐいと刀身を押し込む。

  　静の目から涙が流れ、痛みのあまりに鼻水が流れ、涎よだれまで垂らして、彼女はバルトを振り返った。

  「バルト……なにしてんの……」

  「なにしてるって、遊んでるの。早く言わないと、もっとひどいことになるよー」

  「貴き兄けいの変質的な妄もう想そうをもうしばらく堪たん能のうしたいところですが、あまり時間もありませんのでここで終幕ということにいたします」

  　涎と涙と鼻水を垂らしながら、静は平然とした声でそう言った。

  　しっかりと貼り付いていたバルトの笑みが、顔の上から徐々に剥はがれ落ちていく。

  「――え？」

  「幻げん戯ぎが鬼き道どう衆しゆうの専売特許とお思いですか」

  　バルトの視界に深緑色の蝶ちようが舞った。それは静の瞳と同じ色の蝶だった。

  　蝶が消えたあと――涎と涙と鼻水を垂らすタトゥーの顔がバルトの眼前にあった。

  　バルトの忍者刀は、タトゥーの身体を貫通している。

  「バル……ト……」

  　タトゥーの身体が崩くずれ落ち、上向きの刃が彼の心臓を切り裂いた。

  　呆ぼう然ぜんとするバルトの背筋が、いきなり「く」の字に反った。

  　静の小刀は、バルトの背中から入って肋ろつ骨こつを一本砕き、胸の下あたりから抜けていた。小刀の刀身を血が伝い、幻ではない、本物の激痛がバルトの脊せき椎ついを灼やいた。

  　バルトの細目が背後へむけられる。本物の羽は染ぞめ静が無表情に小刀の柄つかを握っていた。

  「きみ……幻戯……使えんの？」

  「我が流派では『止し念ねん』と呼ぶ技です」

  「どっから……おれの幻？」

  「お互いの目がぶつかったあとは、全て貴兄の幻です」

  「……マジ？」

  「マジです」

  「きみ……なにもの？」

  「しがない派は遣けんくのいちです」

  「うそだ……ただのくのいちが……おれに勝てるわけない……」

  「解釈は委ねます。わたくしが貴き兄けいを変質者と解釈したように、いかようにもご自由に」

  　力無いバルトの目が、後ろを振り返った。

  「殺す……気？」

  「貴兄の遊びにならって、わたくしも臓器の隙間に刀身を入れております。力を入れれば心臓に達しますが、これからいかがいたしましょう」

  　バルトは空を仰ぐと、照れくさそうな笑みを浮かべた。

  「助けて……くんない？　ご希望なら……大便をひり出すからさ」

  「いえ、おやめください。と申しますか、どうかそれだけは勘かん弁べんしてください」

  「じゃあ……助けてよ」

  「助けてもよろしいですが、死んだ方がマシだったという結論になるやもしれません。それでもよろしいですか？」

  「それ……どういう……意味？」

  「解釈は委ねます」

  「助けて……お願い……もう悪いことしないから……助けて……」

  「わかりました。助けます」

  　静しずかは音もなく、バルトの身体から小刀を抜き取った。傷口からの出血と痛みのために、バルトの身体はその場へ崩くずれ落ちた。

  「ありがとう……感謝……するよ……」

  　心中で盛大に舌を左右に振りながら、バルトは静を見上げてそう言った。後日この傷が癒いえたら、この女も必ずユーキと一緒に鬼き道どうに堕おとして弄もてあそぶことを心に誓ちかった。

  　そのとき――新たな人影がひとつ、屋上へ足を踏み入れた。

  「え？　もう終わり？　終わっちゃってるもしかして？」

  　長い銀の髪を風になびかせ、眼がん窩かを布で覆おおった鳥とり辺べ野のミゲルが手すりを乗り越えて静の近くへ歩み寄ってきた。鼻をひくつかせ、身を屈めて、倒れたバルトの身体を嗅かぎ回る。

  「え、なにこれ、この臭いやつ、もう死んじゃった？　なんで？　僕が殺すはずだったのに」

  　不満そうな鳥辺野へ、静が答えた。

  「弱ってはおりますが、その方はまだ生きています」

  「え、なにそれ？　なにしてんのきみ？　馬鹿なの？　なんでトドメささないの？」

  「その方が助けてくれというもので」

  「はあ？　なにそれ意味わかんない。じゃ、僕が殺やっちゃっていい？」

  「鳥とり辺べ野の殿の自由意志を阻はばむすべをわたくしは持っておりません」

  「さっきから思ってたんだけど、きみ、もしかして変人？　まあいいや。そういうことなら遠えん慮りよ無く……ん？」

  　鳥辺野の鼻がさらにひくついた。視覚を失ったために嗅覚が研ぎ澄まされている様子だ。注意深そうにバルトの周辺を嗅ぎ回ると、おもむろに地面に膝をついて、横たわっていたバルトの上体を起こし、傷ついたその身体を胸に抱えた。

  　バルトの見ひらいた目が、間近から鳥辺野を見上げる。

  「な……なんだ……お前。おい……なにする気……」

  「きみ、もしかして練れん氣き使い？　だったらきみの氣き、死ぬ前に僕が吸い取ってあげるよ」

  　鳥辺野は当たり前の口調でそう言うと、唇を突き出してバルトめがけて迫っていく。

  　バルトの表情がこれ以上ない、というほどに歪んだ。

  「ま、待て……！　おい、ちょ、おれにそんな趣味は……おい……おいっ！　おぃぃぃぃぃぃぃぃっっっ!!」

  　それが断だん末まつ魔まとなった。

  　バルトがこの世で最期に見た光景は、唇を突き出して迫ってくる鳥辺野ミゲルの幸せそうな表情だった。

  　鳥辺野は躊ちゆう躇ちよなくバルトと唇を重ねると、弱り切った体内に残っている練氣――鬼き道どう衆しゆうがいうところの厭えん力りき――を己の体内へ吸い上げた。鬼き道どう春はる之の門もん鬼おに主ぬしが日々養やしなっていた不可視のエネルギー塊が、すべて無む償しようで鳥辺野へ移い譲じようされる。

  　バルトは白目を剥むき、身体をひくひく痙けい攣れんさせて、鳥辺野の胸に抱かれたまま一方的に吸われた。

  　鳥辺野は至福の表情で、互いの口こう腔こう越しにバルトの全てを吸う。吸う。吸う――

  「うっ」

  　あまりのおぞましさに思わず呻うめき、静しずかは口元を袖で押さえてふたりの魔人の接せつ吻ぷんから目を逸そらした。今日はじめて、静のこめかみを冷たい汗が伝った。

  「ぶはぁぁぁぁ…………」

  　バルトの全てを吸い尽くし、鳥辺野は満足そうに空を仰ぐと氣の排はい泄せつ物ぶつを口腔から垂れ流す。

  　鳥辺野の膝の上には干ひ涸からびたバルトが横たわっていた。厭力を吸い尽くされて気き息そく奄えん々えんだが生きてはいる。その目にはまだ、なにがなんでも生き延びようとする執念の光が垣かい間ま見みえる。

  　だが氣の排泄を終えると鳥辺野は爽さわやかな笑みを浮かべて十文字槍を握りしめ、

  「えい、えい。死んじゃえ、えい」

  　用済みの玩具おもちやを壊す幼児のごとく、バルトの胸にぷすぷすと穂先を突き立てた。もはやバルトは痛みを覚えることも出来ないらしく、突かれるたびに身体をぴくぴく痙けい攣れんさせ、声ひとつ立てることなく絶命してしまった。その肌色に似て、胸の傷口から溢あふれてくる鬼き道どう衆しゆうの血はどことなく常の人間のものよりも青みがかっていた。

  　哀れな骸むくろへ一いち瞥べつをくれてから、静しずかは東へと目を送った。

  　甲こう州しゆう街道沿いにびっしりと立ち並んだコンクリートビルの彼方かなた、炎上する新しん宿じゆく陸橋が見て取れる。あの炎の壁のむこうに、第一列が孤立している。

  「行けそうですね」

  　このまま居並んだビルの屋上伝いに練れん氣きを使って跳躍を繰り返し、充分な助走を取ったうえで四一四号線を飛び越えて、新宿駅南口モールの屋上を通過したなら、炎の壁に邪魔されることなく第一列のもとへ辿たどり着けそうだ。

  「鳥とり辺べ野の殿もわたくしと一緒に、第一列へ赴おもむきますか？」

  　静は満足そうな鳥辺野へ声をかけた。鳥辺野がユーキにご執心なのは町役場の人から静も伝え聞いている。

  「久く坂さかさんが苦戦しておられるはずですから、格好の良いところを見せられるやも」

  　あからさまな釣り餌えさだったが、鳥辺野の返事は異常なほどに早かった。

  「行く、行く。格好良いとこ、見せる、見せる」

  「練氣の跳躍は出来ますね？」

  「ていうか絶好調。この臭い人かなり練氣持ってたし、僕も三か月間練りっぱなしだし。ていうか、かなりすごいの出るよ」

  「そうですか。それは楽しみです。ではまずお手を」

  　目の見えない鳥辺野は、静に手を引かれないと移動も出来ない。異端な個性の持ち主同士は手を繋つなぎ、新宿陸橋方面へ顔をむけた。

  「いま参ります、久坂さん」

  　呟いて、鳥辺野の手を引いたまま、静は隣の屋上へ飛び移った。


  


  四．

  

  　新宿陸橋上、第一列――

  　陸橋の勾こう配ばいは倒れた人馬に埋め尽くされていた。銀光りする板ばん金きん装そう甲こうが路上に散乱し、そこかしこに付着した血潮が異臭を放ちだしている。

  　倒れた馬の苦しげな鼻息といななき、人々のうめき声、膝が逆に折れ曲がった足、天にむかい突き出されたまま硬直した腕、軍ぐん靴かを踏み入れたなら足首までが肉片に埋まる、文字面通りの死し屍し累るい々るい――

  　中世期、庶しよ民みんを懼おそれさせることを目的に描かれた宗教画さながら、一面の肉片と臓器と脳のう漿しようが織りなす、酸さん鼻びを極める地獄絵図が第一列の眼前に顕けん現げんしていた。

  「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

  　頭から爪先まで、どっぷりと血に塗まみれた牛うし丸まるは荒く息をつきながら、路上に両刃剣の剣けん尖せんを突き立て、かろうじて跛は行こうした。身体中が裂傷、刺し傷、打ち傷にまみれ、もはやどこがどう痛いのかもわからない。ただ気力だけを振り絞しぼり、凝固した血がこびりつく顔から目だけをぎょろりと動かして、陸橋のたもとを見やる。

  「重じゆう騎き兵へいは……片づけたみたい……ですね」

  　渇ききった喉のどから、そんな声を絞り出した。とにかく暑い。鼻や喉のどの粘ねん膜まくに血の味が沁しみている。水がとても飲みたい。

  「まだ……まだ敵はいる……」

  　牛丸の傍かたわら、同じく全身を朱に染めたユーキが、ぜいぜいと呼吸を整えながらかすれた声をあげた。サーベルの剣尖を地に突き立て、笑いそうになる膝を無理矢理伸ばして、切り裂かれた軍服の胸を虚勢とばれないように出来るだけ張り、血のにじんだ瞼まぶたを一度腕でぬぐってから敵勢を見下ろした。

  　ユーキの言うとおり、坂の下にはまだ長槍を構えた歩兵約三〇〇、その背後に長弓一〇〇が兵装も真新しく居並んでいる。それもそのはず、彼らは弓を射るだけでこちらと接触しておらず、全くの無傷なのだ。

  　しかもあれは白しら河かわ軍ぐんの一部隊に過ぎない。彼らの背後、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんには敵の主力が戦線投入のときをいまやおそしと待ち構えている。

  　それに引き替え、第一列の消耗ぶりは悲惨のひとことに尽きる。無傷のものなどいない。全員がどこかしらに手傷を負い、痛む身体を引きずっていた。もちろんこの状況にしてこれだけの数が生き残っていられるのはユーキと牛丸の獅し子し奮ふん迅じんの働きゆえだ。

  　ほとんどふたりだけで敵重騎兵一〇〇を殲せん滅めつした。鬼神も畏おそれるほどな悪戦だった。そのために牛丸は全身に傷を負い、ユーキの氣ももはや残りわずかとなった。個体の武力が戦局を変えるのは確かだが、それでも限界はある。このまま波状攻撃を受けつづけたなら、第一列の兵員の行く末は目に見えている。

  　ユーキは背後を振り返った。第一列の兵員の背後で、燃えさかる連絡通路の火勢は衰えることを知らない。こちらの希望をあざ笑うかのごとく、ごうごうと音を立てて分厚い炎の壁を形成している。あれが燃えている限り救援は来ない――はずだが。

  「――ん？」

  　突然、ユーキの目が見ひらかれた。

  　天を沖ちゆうする紅ぐ蓮れんの炎のただなかに、人影が揺らいでいるように見えた。

  　さらに目を凝こらす。人影は近づいてくる。炎を突っ切って、影がひとつ――

  　炎を突き破り、軍服に火が乗り移ったまま、タマは悲鳴をあげながらアスファルト上に着地して転げ回った。

  　一瞬呆あつ気けに取られたあと、我に返った兵たちがシャツを脱いでタマの身体に乗り移った火を叩く。軍服はまたたくまに燃え落ちて、その下から赤黒く焼け爛ただれた皮ひ膚ふが現れた。

  　ユーキのかすれた叫びがあがる。

  「タマっ！」

  「あちーあちー、あちぃ――よぉ――っ」

  　心ゆくまで七転八倒し、身体に乗り移った火を消し止めてから、タマはおどけたような身振りで立ち上がるとお尻を両手でばたばたして最後の炎を追いやった。

  　シャツはすっかり焼け落ちて上半身が剥むき出しとなっているのだが、その爛れて垂れ下がった皮膚の下にもう新しい薄桃色の皮膚が発生していた。あちー、あちーと喚わめきながら、タマはその垂れ下がった皮膚を指でつまんでびりびり引き剥はがし、そこらへぞんざいに捨てていく。

  「タマ先輩……？」

  　事態が理解出来ない牛うし丸まるの不審そうな呟きを右の耳に受け、タマは呆ぼう然ぜんとしたままの第一列の兵員たちを置き去りにして機嫌悪そうにユーキと牛丸に歩み寄った。歩きながらその場で火傷やけどが修復していく。何故かキレた表情で、威勢良くふたりを指さしながら、歯は茎ぐきを剥むき出しにしてまくしたてる。

  「言っておくけど、斎さい藤とうさんがうるせーから来てやったんだ。斎藤さん、涎よだれと鼻水垂れ流しておれの足にすがりついて、あいつらを助けてやってくれって泣いて頼みやがってさー。おれだっていやだけど、頼まれてしょうがないから来たんだぞ、勘違いするなよ」

  　一気にそう吐き捨てると、血肉の絨じゆう毯たんが敷き詰められた周囲の様子を眺め渡し、路上に落ちていた長槍を手に取った。

  「ふたりでこれだけやったのか。すげーな」

  　呆ほうけた顔で、ユーキはただ頷いた。

  「あれが敵かー。無傷かよ。まあしょうがないか。あれで終わりか？」

  　なにげない顔で、タマはユーキに問いかける。ユーキはようやく我に返って、タマの問いに首を左右に振った。

  「……いや。まだ新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに主力がいるはずだ」

  　けへー、とタマはいやそうに舌を出した。ここでようやく牛丸の表情が晴れる。

  「タマ先輩……来てくれたんですねっ！」

  「もう一回言うけど、斎藤さんが泣きながら……」

  「うれしいです……やっぱりタマ先輩、いい人だなあ……僕、ほんとに……」

  　言葉の途中で牛丸の両目から涙がぽろぽろこぼれ出てきた。タマはますますいやそうな顔になる。

  「やめろ、馬鹿、気持ちわりい。おれだって来たくねえよ。でも斎藤さんが頼むから……」

  　何度目かの同じ言い訳を放とうとしたとき、新しん宿じゆく御ぎよ苑えん方面から大きなときの声があがった。

  　おおお、おおお……大勢の男たちが放ち出す威い嚇かくの蛮ばん声せいが、天空を突き上げていた。そこに籠こめられている戦闘意欲の激しさに陸橋が震える。

  「来たな。決戦兵団ってやつだ」

  　陸橋のむこうを見やって、タマは呟いた。同じくユーキも目を凝こらす。

  　新しん宿じゆく御ぎよ苑えん方面から濃い戦せん塵じんがあがっていた。

  　蹄ひづめが掻かき立てる塵じん芥かいが、こちらの視界を遮さえぎってくる。恐ろしく整然とした、鍛え抜かれた精兵たちだけが奏かなでることの出来る、律りつ動どう的な軍ぐん靴かの響き――

  「お前らが頑張るもんだから、しびれを切らして出てきやがった。常備兵をまとめてやがる。いままでの兵団より全然強いぞ、覚悟しろ」

  　タマの言葉を受けた第一列の兵員たちの顔に畏おそれの色がにじんだ。疲労が色濃く彼らの肉体に溜まっている。無理もない。だが退路は既に断たれているから逃げることも出来ない。

  　やがて新宿御苑の緑みどり溢あふれる天てん蓋がいを抜け、漆しつ黒こくの兵装に身を包んだ白しら河かわ軍ぐん決戦兵団がその全容を現した。

  　照りつけてくる夏の太陽を、黒塗りの板ばん金きん装そう甲こうの海原がぎらぎらと跳ね返す。

  　整然とした歩兵の足取りが前に送られるたび、その漆黒の海面がうねり、ぎらつく反射光を斑まだらに散らす。

  　あたかも漆黒の巨獣のごとき悠ゆう然ぜんとした行軍風景だ。彼らの軍靴が蹴立てたものが、兵列の隙間から、また兵団の最後尾から灰白色の霞かすみを立ち上げ、新宿御苑に覆おおい被さっていく。

  　数は目算でおよそ五〇〇。

  　前列から重じゆう騎き兵へい、槍兵、剣と盾たてを持つ重装歩兵、長弓隊とつづいている。特とく進しん種しゆもいるだろうが、見ただけでは誰がそうなのかわからない。

  　その決戦兵団が、陸橋のたもとでずっと待機していた部隊と合流して全部で八〇〇となる。もうこれだけで敵軍は開戦前の武む蔵さし野の勢と同じ規模だ。

  「数だけで一列の四倍か。きついな」

  　タマのぼやきに、ユーキは問いを投げた。

  「後列の様子は？」

  「持ち直した。通路の火が消えれば、応援にこられるはずだ」

  「そうか。それなら、なんとか耐えなきゃな」

  「ああ、そうだ。耐えるぞ。耐え抜いてうちに帰るんだ」

  「うん」

  　タマの言葉に、ユーキは短く頷いた。

  　陸橋のたもとでは再び敵の重騎兵が横陣を組みはじめた。その後ろに重装歩兵と長槍の隊列がつづく。さらにその背後では、長弓隊が矢をつがえ、鏃やじりを中空高くへ差し向けている。

  　ほどなくして敵決戦兵団がここへ押し寄せてくる。

  　日頃からの訓練で鍛え抜かれた剣風矢嵐が容よう赦しやなく疲ひ弊へいしきった第一列へ降りそそぐだろう。ユーキの下した氣き海かいに、氣きはもうほとんどない。これが尽きたなら、ユーキはそこらの剣士と大して変わらない。いや、純粋な腕力ではそこらの男性にも劣る、ただの一七歳の少女になってしまう。

  　ここが死に場所かな。そう思い、ユーキはタマの横顔を見た。

  「タマ」

  「ん？」

  「いつも助けてくれてありがとう」

  　タマは無言で、口をへの字に引き結んだままなにも言わない。

  　けれどこれで、死んでも後悔しないで済むと、ユーキは思った。なにもお礼も出来ずに、ただいつも助けられるだけで終わるのはいやだった。これが、タマと言葉を交わす最後の機会なのかもしれないから。

  「お前は似てんだよ。おれの命の恩人に」

  　突然、ぶっきらぼうにタマはそんなことを言った。ユーキはわずかに小首を傾かしげ、タマの横顔を見る。

  「その人、おれのせいで死なせちゃったからな。お前を利用して、罪悪感消してるだけ。ただの卑怯者だよ、おれは」

  　自嘲気味に、タマはそう吐き捨てた。タマにしては珍しく、本音を言葉に換えていた。

  　そのとき――

  　違う、とユーキの胸の奥のなにかが言った。

  　違う、違う――あなたを誇りに思っている。

  　意識の奥底から、そんな声が聞こえたように思えた。

  「違う」

  　その声が、ユーキの声となる。

  「その人は、お前を誇りに思ってる」

  　タマにそのことを伝えた。

  　タマはしばらく黙って敵決戦兵団の動きを眺めてから、ユーキの方をむいた。

  「そっか」

  「うん」

  「そうだといいな」

  「そうだよ。うまく言えないけど、わかる」

  「……そっか」

  　タマは一度、ぐじゅっと鼻をすすった。

  「そっかな」

  　いつものように、タマはへらりと笑った。

  　その眦まなじりに光るものが見えた。悲しみがたくさんにじんだタマの笑みが、ユーキの胸を切なく打った。

  「そうだよ」

  　ユーキも微笑ほほえんだ。思い切って言ってみた言葉だったが、タマが喜んでくれたことが嬉うれしかった。

  　血肉にまみれた路面を踏みしめ、髪の先から返り血を滴らせながら、ふたりは無む垢くな笑みを交わした。

  　そしてタマは何度か鼻の下を指でこすって、表情を引き締め直した。

  「氣き弾だんはまだ撃てるか」

  「小さいのなら、たぶん」

  　おっけー、と呟き、タマは後ろに控えた第一列の兵員約二〇〇名を振り返った。煤ばい煙えんに燻いぶされて黒ずんだ顔たちは、いずれも憔しよう悴すいの極みにある。炎の壁により後方との連れん係けいを断ち切られてからずっと、止まない矢の雨と敵部隊の突撃にさらされている。あちこち破れ、焦げ付いた軍服に付着しているのは返り血ではなくおのれの血だ。無傷の兵などひとりもいない。彼らの瞳に宿っているのは絶望の光だ。

  　タマは言った。
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  「馬鹿正直に敵の突撃を受ける必要はない。久く坂さかと真も岡うかとおれが最前列を受け持つ。お前達は

  楔くさび形がたになって後ろからついてこい。おれたちが敵の一列目に穴をあけたら、そこから敵の群に飛び込むんだ。そうしたらもう重じゆう騎きも怖くないし、矢も降らない。乱戦に持ち込んで活路を見み出いだす。文句があるやつ、いるか」

  　突然のタマの指揮に一列目の兵員は顔を見合わせたが、言っていることはわかるし文句もない。ここにいる全員がいましがたまでどうすればいいかわからず、途方に暮れていたのだ。短い応おうの返事があがったのを受けて、タマはつづける。

  「おれたち三人は馬を狙う。お前らは馬から落ちた騎兵を確実に仕留めろ。重騎兵なんてでかいだけで、突撃さえ受けなきゃ怖くないんだ。装そう甲こうを身につけた歩兵は組み付いて地面に倒してから仕留めろ。正面からやりあえば負けるぞ」

  「応」

  「お前達は戦士だ。戦士は容よう赦しやしない。戦士は前しか見ない。敵をなぎ倒し、踏みにじり、斬きり伏せろ。死を畏おそれるな。魂を燃やし尽くせ。あいつらを全員ぶっ殺すしか、おれたちが生き残る道はない」

  「応っ」

  　悦に入ったタマの檄げきに、疲ひ弊へいしていた二〇〇名が精一杯の声を振り絞しぼった。

  　速すみやかに牛うし丸まるとユーキがタマの傍かたわらに並び、その後ろに楔形の陣形が組まれる。タマは横のふたりにむかい、

  「いま言った通りだ、ウッシー。頼んだぜ」

  「はいっ。頑張りますっ」

  「ユーキは氣き弾だんで敵に穴あけてくれ。あとは馬だけ相手してりゃいい」

  「わかった」

  　ユーキの了りよう承しようが返ったそのとき――陸橋のたもとに突とつ撃げき喇らつ叭ぱが鳴り響いた。

  　重装騎兵一五〇が槍の穂先をそろえ、道いっぱいに横陣を組んで陸橋の上り勾こう配ばいを駆け上がってくる。騎兵の後ろからは片手剣と盾を掲げ持つ重装歩兵二五〇がときの声をあげながら突っ込んでくる。漆しつ黒こくの板ばん金きん装そう甲こうの群は鋼鉄の巨獣そのものだ。さらにその後列から長弓隊が一斉に中空高く矢を放った。

  　足元がぐらつく。視界が上下に揺れる。陸橋全体にひろがった敵の横陣が、巨大な津波に見える。

  　狂きよう瀾らん怒ど濤とう――進路上に立ち塞がるあらゆるものを粉砕する鋼鉄の波なみ飛沫しぶき。

  　タマは味方全体をもう一度振りむく。

  　その頬に戦士の笑みを刻んだ。

  　敵の死も、味方の死も、おのれの死をも笑い飛ばす――豪快さと獰どう猛もうさと勇気とをはちきれるほどに孕はらんだ、純粋な戦士のみが湛たたえうる凄せい絶ぜつな笑みだ。

  「絶対に退ひくなっ！　前のめりに死ねっ！」

  「応おうっ！」

  「正念場っ!!　戦士の誇りを見せつけろっ!!」

  　おおおっ、と第一列が獅し子し吼こうで応えた。

  　第一列はタマ、ユーキ、牛うし丸まるを先頭に、血に塗まみれた長槍の穂先を揃そろえ、駆け上がってくる敵にむかって咆ほう吼こうをあげながらひとむらの炎となって坂を駆け下りる。

  　長弓が第一列の背後にばらばらと音を立てて降りおりる。駆けだしたおかげで矢に射抜かれたものはいない。

  　足元一面に転がっていた肉片と臓器と脳のう漿しようが蹴立てられる。滑って転ぶ兵も続出するがすぐにまた起きあがり、駆けくだる。

  　蛮ばん声せいを張り上げる漆しつ黒こくの軍団と、迎え撃つ子鹿色の軍団――

  　ふたつのケダモノが、陸橋の勾こう配ばいの途上で真正面から激突した。

  　紫し電でん一いつ閃せん――

  　最後の練れん氣きを振り絞しぼったユーキの氣き弾だんが、敵てき重じゆう装そう騎き兵へいの前列に炸さく裂れつした。

  　真横に薙ながれた剣けん尖せんから迸ほとばしった白銀の稲妻は、鈎かぎ状にのたうちながら射線上に居合わせた敵兵員数十名を一瞬にして炭化させる。悲鳴があがる暇もない。

  　漆黒の兵列がまっぷたつに裂かれた。灼しやく爛らんの閃せん光こうに炙あぶられ、歩兵たちが幾人も悲鳴をあげながら宙へ巻き上げられる。馬が転倒し、騎手が縁石に顔を打ちつけ、それに躓つまずいた他の騎兵がまたいななきと共に転倒する。

  　モーゼの祈りを受けた紅こう海かいさながら、漆黒の海原が真っ二つに裂けた。左右に分かたれた白しら河かわ兵へいから噴き上がる血潮が、虹にじに似た通り道を描き出す。第一列の兵員たちは喊かん声せいと共に、虹の下の血路へと駆け込んでゆく。

  　鋼鉄の巨獣の土手っ腹へ楔くさび形がたの隊列が深々と食い込み、そのはらわたを内側から抉えぐった。巨獣の咆吼が新しん宿じゆくを震わせる。鈎裂かれた漆黒の隊列が号叫をあげて崩れる。草原に爆はぜる火のごとく、一いち握あくの子鹿色が黒のなかへ燃えひろがってゆく。

  　タマの望み通りの乱戦となった。敵味方が入り乱れ、その場に足を止めての斬り合いがはじまる。重騎兵得意の突とつ貫かん蹂じゆう躙りん戦術はそれに必要な距離を潰つぶされ、逆に重騎兵が最も苦手とする接近戦に持ち込まれていた。

  「退くな、退くなっ」

  　タマの檄げきを真ま似ねして、ユーキも戦いながら味方を励ます。第一列の兵たちは全員いずれも歯を食いしばり、疲ひ弊へいして傷ついた身体を鞭むち打うって、精強な敵をむこうに回して一歩も退かずに戦っている。

  　鋼鉄と鋼鉄が激しく打ち合う。そこかしこに斬ざん撃げきの火花が散り、倒れた肉体からは湯気と一緒に様々の内部器官が漏れ落ちて、はみ出た十二指腸が軍ぐん靴かの底で踏みにじられる。悲鳴、絶叫、断だん末まつ魔まと荒ぶる蛮ばん声せいが交響する。切断された肉体の部位が宙を舞い、血ち飛沫しぶきはやがて赤あか狭さ霧ぎりとなり、足元では人間のなれの果てが思うさまに踏みにじられて、汚お穢わい暗あん色しよくの沼しよう沢たくへと変じていった。

  　もはや氣きの尽きたユーキはタマに言われた通り、重じゆう騎き兵へいの操る騎馬を狙ってサーベルを突きだし落馬をさそう。馬がかわいそう、という感覚などもはや持っていない。ただひたすら、頭のなかを真っ白にして騎馬を傷つけることに専念する。

  　落馬して、裏返ったカエルみたいに地上であがく重騎兵に、第一列の兵士が飛びかかってその首を掻かき切る。これは確かに効率が良い。板ばん金きん装そう甲こうに身を覆おおった兵士は、懐ふところに入られるとほとんどなにも出来ずに死んでいく。乱戦に持ち込まれた重騎兵とはこれほど脆もろいのか、とユーキは心中秘かに刮かつ目もくしていた。

  　剣けん相そう閃ひらめく乱戦のさなか、一際激しく肉片の舞う一角がある。そこでは千ち切ぎれた腕や首が間かん歇けつ泉せんさながら漆しつ黒こくの兵列から湧き上がり、血煙が他より濃くたちこめる。数に勝る白しら河かわ兵へいのただなかを穿うがち、薙なぎ、突とつ貫かんしてゆくひとりの剣士――真も岡うか牛うし丸まる。

  　もはや彼の顔の上からいつもの和なごんだものは消え失せていた。ただ爛らん々らんと光る双そう眸ぼうと真ま一いち文もん字じに引き締めた口元のみが、血ち糊のりに固まる顔の上に見て取れる。もともと膂りよ力りよくに優れていたため斬ざん撃げきの切れ味が非常に鋭い。牛丸の強さの要よう諦ていはこの捷しよう勁けい――敏びん捷しようさ、俊敏さが生む力――にある。目にも留まらぬ瞬発力で前に立ち塞がった二体、三体、四体と立て続けに袈け裟さ掛がけに斬り落とし、刃こぼれしたなら敵兵の手から剣をもぎとってさらに踏み込む阿あ修しゆ羅らの捷勁――ここにはもう、相手の生命を思って鉄てつ杖じようを握りしめる軟弱な少年はいなかった。ただ真っ白な気持ちで敵兵を斬り捨てるひとりの剣士がいるだけだ。やがて白河兵は畏おそれをなし、牛丸を遠巻きに壁を作った。牛丸が一歩進めば二歩下がり、二歩進めば三歩下がる。じり、じりとその一角の敵が後退していく。

  　牛丸は自分の顔の前へ両刃剣を突き出して、刀身を真横へ倒した。刀身越しに敵を見る感覚で、摺すり足を前へ送る。寂しんと静まりかえったその瞳には臨界を越えた向むこう川が岸しの凄すごみがいつのまにか宿っていた。牛丸の背中へ忍び寄ろうとした敵兵たちが、おもむろに足さばきで旋転した牛丸に刃を掲げられ、慌あわててずざざと後退する。

  　白河兵は不可視の剣圧に押されて牛丸に近づくことが出来ない。前へ送ろうとした摺り足がこの年若い剣士から放ち出される剣気に怖おじ気けづき、本能的に後ろへ下がってしまう。

  　古いにしえの剣豪さながらの牛丸の佇たたずまい――傑けつ出しゆつした剣士としての天てん稟ぴんが、いまここに開花していた。

  　一方でタマもまた、長槍を振り回して乱戦のさなかを駆けていた。

  　こちらもユーキと同じく、重騎兵の馬を容よう赦しやなく突き回している。寄せてくる兵は両手で槍を旋転させて近づけさせない。穂先を振り回して群をかき回したかと思えば、時折、槍の石突きを地に突き立て、反動をつけた蹴りを周囲の敵へ見舞う。

  　群の中での戦い方をタマは知っていた。とにかく敵の弱いところ、乱れたところを瞬時に見定めて、相手が打ってくるより早くこちらから打つ。待っていてはいけない。冷静によく観察して相手の綻ほころびを見つけ、見つけたら間を置かずにこちらから攻める。これを繰り返すほどに相手の綻びが増えていき、その分、こちらの勝機も見えてくる。

  　戦闘の合間合間にタマは戦せん況きようを俯ふ瞰かんした。

  　後方の連絡通路はやや火勢が衰えたがまだ軍勢は通過出来そうにない。

  　前方、陸橋のたもとに布陣した後ご詰づめの敵兵団には新たな動きが見られる。苛か烈れつな第一列の反撃を受けて、増援を送り込むことを決めたようだ。

  　敵兵団の前面には軽けい装そう歩ほ兵へいが二〇〇ほど居並んでいた。装甲も盾たても身につけておらず、武器は日本刀または長槍。タマは舌打ちした。こういう乱戦のときは軽歩兵の方が怖い。それにあれは常備兵だからそれぞれの兵が武芸に長たけている。第一列の兵員は頑張っているとは言ってもアマチュアであり、プロの兵士とまともにやりあったならまず絶対に勝ち目はない。

  「まずいぞ」

  　槍の柄えを握り直しながら呟いた。対処を考えようとしたが良い考えは出てこない。数で負けている上に実力でも負けているから対処しようがない。

  　――おれが止める。

  　そのくらいしか思い浮かばなかった。軽装歩兵二〇〇を相手にどのくらい時間稼ぎが出来るかはわからないが、止めている間に重じゆう騎き兵へいを殲せん滅めつして重装歩兵を出来るだけ痛めつけておけたなら、少しは活路も見み出いだせるかもしれない。

  　そう覚悟して、敵軍へ躍り込もうとしたそのとき――

  「ん？」

  　上方へむけたタマの目に、ふたつの人影が映じた。影たちは手を繋つなぎ、陸橋沿いに居並んだビルの屋上伝いに、途中で立ち塞がった壁面は練れん氣きの跳躍で乗り越えて、こちらを目指してやってくる。

  「あれは――」

  　目を細めた。影たちは、先程ユーキが破壊した七階建て駅ビルの屋上に降り立ったと同時に光の粒子を散らして再び大きく跳躍、新しん宿じゆく陸橋のたもとを目指し、頭を下にして落下していく。

  　その正体に気づいたとき、タマの脊せき椎ついに電流が爆はぜた。

  　――戦局が変わる。

  　直感が、それを告げていた。

  

  　鳥とり辺べ野のと手を繋いだまま、残った練氣を全て踵かかとへ集約し、静しずかは破壊された駅ビル屋上を蹴りつけた。

  　高々とした最後の一跳躍――その弧線の頂点は、地上約五〇メートルにまで達していた。

  　風切り音を聞きながら頭を下に落下しつつ、静しずかは鳥とり辺べ野のへ声をかけた。

  「このまま撃てば当たります」

  「あ、そう。真下に撃てばいいのね」

  　静と鳥辺野が落下していく方向には漆しつ黒こくの海原――白しら河かわ軍ぐん決戦兵団約四〇〇が布陣している。その最前列で突撃の号令を待ち受ける軽けい装そう歩ほ兵へい二〇〇が、上空から飛来するふたつの人影に気が付いた。

  　豆粒のような敵兵が静たちを見上げ、指さして、不審そうな声をあげている。

  「ではお願いいたします」

  「たぶんこれ、けっこーでかいよ」

  「はい。でかいの一発、かましてください」

  　静は空中を舞い降りながら、結んでいた手を解いた。

  　鳥辺野は十文字槍の穂先を腰の後ろへ回し、これまで牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされていた三か月間に蓄えつづけた練れん氣きと、先程バルトから吸い上げた厭えん力りきを混ぜ合わせ、はちきれそうなそれを全て穂先へ絡ませた。

  　鳥辺野の口元に淫いん靡びな笑みが刻まれた。目を抉えぐられ、陰いん嚢のうを引きちぎられ、目も見えないまま牢獄に幽閉されて岩いわ佐さ木きのおまけ扱いされたこの鬱うつ屈くつをようやく晴らせるときが来た。溜めに溜めたどす黒い情熱を全て氣き弾だんに孕はらませ心ゆくまでぶちまけてやる。

  　耳の近くを通り抜けていく風の音と匂いを頼りに地上との距離を測り、最も効果的に敵に氣きをぶつけられるであろうところで、渾こん身しんの力を込め、鳥辺野は十文字槍を振り抜いた。

  　穂先が切り裂いた軌道に光が吸い込まれていく。あたかもそこだけ夜が来たような、光のない空間――そこからなにやら、芋いも虫むしみたいな汚お穢わい暗あん色しよくの物質が鎌首をもたげた。

  　芋虫の表面にはバチバチと稲妻みたいな明滅が小刻みに奔ほとばしっていた。大人を三人荒縄で縛しばり上げたくらいの大きさのその芋虫は、空間の裂け目からその全容を現すと、白河決戦兵団の頭上に一直線に落ちていった。

  　刹せつ那な――

  　発せられたのは光ではない。闇だ。氣弾が激突した地表から、粘度を伴った暗黒が半球状に広がっていく。この闇には質量がある。それになぜだか、腐った果肉にも似たひどい匂いも伴っている。悲鳴をあげようとした兵員の口の中へ闇が入り込んでくる。鼻の穴からも耳の穴からも容よう赦しやなく侵入してきて、口こう腔こう内粘ねん膜まくを通じて闇の成分が被災者の体内へ染み込んでゆく。

  　そして半球体は弾けた。

  　水風船が割れるような音と共に、氣弾の孕んでいた謎なぞの暗黒物質が白河兵の頭上へ降りそそぐ。臭くて重くて粘着質のどろどろしたなにか――地球上の物質でいうならコールタールが最も近いだろうが、しかしこれはそれよりもっと臭くて重い。鳥辺野の下した氣き海かいに長い期間涵かん養ようされていた練れん氣きと鬼き道どう春はる之の門もん鬼おに主ぬしが育んだ厭えん力りき、ふたつの相そう克こくがこの奇態な効果を生んだのか――着弾地点はかつて誰も見たことのない惨状と化した。

  　あちこちで軽けい装そう歩ほ兵へいの悲鳴があがった。皆が皆、武器を放り出してこの鬱うつ陶とうしい物質を払いのけようとするのだが、粘着性が非常に高くてなかなか剥はがれ落ちない。鼻や口から体内に入ってくると喩たとえようもないほど品のない匂いを発して、戦闘意欲どころか生きる意欲そのものを奪っていく。

  　静しずかは練れん氣きを爪先に集合させて音もなく陸橋のたもとへ降り立つと、「うっ」と短く呟き鼻をつまんだ。この世のあらゆる動物の肉を混ぜ合わせ、腐らせて、ひとつにこねて発はつ酵こうさせたようなひどい匂いだ。静に遅れて鳥とり辺べ野のが微笑ほほえみながら落下してくる。地面との距離がわかるだろうか、と心配したが、鳥辺野はこれでもかというほど格好悪い体勢で着地すると、上体を持ち上げて鼻をひくつかせ、口の端はを吊り上げた。

  「なんか、思ったのと違うのが出たっぽいね」

  「はい。わたくしもこのような効果ははじめて見ました」

  「あいつだよ、さっきの臭いあいつ。あいつの氣きがおかしいからこんなのが出たんだ」

  　バルトに責せき任にん転てん嫁かして、鳥辺野はげらげら笑った。

  　静は小刀を顔の前に掲げた。ひどい技ではあるが役に立ったのは確かだ。敵陣は大混乱に陥おちいっており、この隙に斬きり伏せるだけ斬り伏せて味方の反撃を待つのが最善だ。
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  「臭いですが、いきましょう。周囲は全て白しら河かわ兵へいですので手当たり次第に突いてください」

  「ええっ。ここに入るの？」

  「久く坂さかさんに格好良いところを見せるのでは？」

  「よし、行こう。憎い敵を皆殺しにしてやらなきゃ」

  　十文字槍の柄えを首の後ろに乗っけて、回した両手をぶらりとその柄に引っかけて、鳥とり辺べ野のはぶらぶらと散歩するように敵兵団の群へ入っていった。

  「さて、もうひと踏ん張り」

  　呟いて、静しずかもまた混乱した兵列の狭はざ間まを風のごとく駆け下る。白はく刃じんの閃ひらめきと共に一条の風が行き過ぎると、暗黒物質に苦しむ兵員の喉のど首くびから赤い霧きりが噴出される。どこまでもひょうひょうとした静の刃は、しかし実に正確に敵の頸けい動どう脈みやくを寸断していく。著いちじるしく進化した感覚器官が静の精密な攻撃を可能にしている。乱戦のさなかにあっても空間全体を正確に把は握あくする力が彼女の持ち味だ。敵戦闘群の弱いところを瞬時に見抜き、つけ込み、突き崩す。群の中から上級士官を見つけ出して確実に仕留め、命令系統を破壊する。特とく進しん種しゆとおぼしい敵兵とは無理にやり合わず、勝てそうな敵だけを着実に倒す。空間認識能力というおのれの長所を最大限に生かし、攻撃力不足という短所を弁わきまえた静の戦い方だった。

  　静はその閉じた目を陸橋上の第一列へとむけた。首尾良く敵群の中へ飛び込んだ第一列の兵員たちが足を止めての乱戦を繰り広げている。武む蔵さし野の勢は約二〇〇、白河軍は約四〇〇。二倍の数を相手にしているが、タマ、ユーキ、牛うし丸まるの三名は無事だ。特進種が戦闘を継続する限り逆転可能な戦せん況きようである。

  　その後ろ、陸橋を分断している炎の壁は、火勢はやや衰えたもののいまだ火ひの粉こを巻き上げている。ここからでは見えないが、その壁のむこう側で、武蔵野勢第二列一二〇名、第三列二二〇名が突入のときを待っている。

  　そしていま静と鳥辺野が戦っている白河軍決戦兵団が約四〇〇。開戦当初、一七〇〇対八〇〇であったのが、いまや八〇〇対五〇〇にまで持ち込んだ。しかし、まだ数では負けている。武蔵野側の特進種の武力が今後の戦局を動かしそうだが――

  「疲れました」

  　静は独ひとりごちた。無理もない。これまでの静の働きを振り返ると、第三列に配置されて敵てき迂う回かい兵団約一七〇と単身渡り合い、岩いわ佐さ木きの助けを受けて押し戻したあと、鬼き道どう衆しゆう五人を仕留め、練れん氣きを使ってビルの屋上伝いにここまでやってきて、こうして敵主力兵団をむこうに回して戦っている。いかな特進種といえどもこれだけ戦っていれば疲ひ弊へいする。小刀を握る手に力が籠こもらなくなり、風のようだった疾走も足運びが鈍くなる。そこかしこが切り裂かれた軍服も返り血に濡れて重く、軍ぐん靴かの中まで血が入り込み、髪の先からも緋ひ色いろが滴る。それに喉のどが渇く。腰に差した竹筒の水はもう飲み干してしまった。真夏の戦いくさなのに水の備えをおろそかにしていたことを反省した。

  「これは日給アップを嘆願せねば」

  　本気とも冗談ともつかない愚ぐ痴ちをこぼしながら、それでも静しずかは残った力を振り絞しぼって目に付いた敵兵の喉のどを掻かき切ってゆく。鳥とり辺べ野のの奇態な氣き弾だんに苦しんでいた軽けい装そう歩ほ兵へいたちはようやく混乱から立ち直りつつあり、静へむかい武器をかざして立ち向かってくる。さすが常備兵だけあってなかなか戦技があり、真正面から立ち会うのは躊躇ためらわれる。振り下ろされるその刃をひらりひらりとかわしながら、静は敵兵の壁の彼方かなたに目を送った。

  　およそ戦場にそぐわない楽しげな笑い声が聞こえてくる。他者に対する侮ぶ蔑べつ軽けい蔑べつを溢あふれんばかりに詰め込んだ哄こう笑しようだ。その奇怪な声こわ風ぶりと共に、漆しつ黒こくの軍服に身を包んだ兵たちが血流を噴き上げ弾け飛んでゆく。

  「いひぃっ」

  　声の主はもちろん鳥辺野だった。

  「あひぃっ。いひぃっ。うけっ、えけっ、おぇ――っけけけけえっ」

  　いびつに過ぎる嬌きよう声せいが、涎よだれを垂らさんばかりな口元から漏れ出てくる。目の見えない鳥辺野だが、敵兵の匂いと足音を判別し、おおまかな距離を割り出して十文字槍の穂先を突き出し、そのまま横へ薙なぐ。十字形をした穂先には練れん氣きが籠こもっていて、接触した白しら河かわ兵へいは身体を切り裂かれた上に弾け飛んでしまう。周囲が全て白河兵であることが鳥辺野には都合が良かった。乱戦であれば味方もまとめて薙いでしまうところだが、いまはその心配はない。とにかく敵兵の気配のするところへ槍を突きだし、振り回す。異常なまでの用心深さで敏速に殺気を感じ取り、懐ふところに入り込んできた敵は片足で槍の射しや程ていへ蹴り飛ばし、十字形の刃で刺し突とつする。

  「いひひひっ。うひひひひぃぃっ」

  　鳥辺野は楽しくて仕方がない。敵兵の断だん末まつ魔まが、迸ほとばしる血の香りが、槍の柄えから伝ってくる肉体を串くし刺ざしにする手応えが、全て鳥辺野の元気に変換される。この男は殺すほど明るく陽気になっていく。口元に晴れやかさが広がる。なんの能力ももたない無力な敵兵が、目の見えない自分に為なすすべなく殺されていくのが面白くて仕方ない。

  「屑くずだ、屑。こんな僕に勝てないなんて、どうしようもないゴミだ、お前ら」

  　喉の奥で笑いながら、そんな罵ば声せいを敵群へ投げつけ、おのれの武威を見せつけるように練氣の籠こもった槍を頭上で旋転させる。

  「眼球が無いだけじゃないぞ。僕は陰いん嚢のうが両方とも無いんだ。ふたつとも手で引きちぎられてしまったからなあ。だからもう男でもないんだ。かといって女でもない。そんなわけのわからない存在なのに、そんな僕にも勝てないお前らはうんこ並みに価値のない存在なんだ」

  　卑屈さと品性の低さ、人としての器の小ささを台詞せりふにたっぷり織り込むと、鳥辺野は何故かさらに上機嫌になり、おのれの言葉に駆り立てられたかのように敵群のただなかへ躍り込み憂うさ晴らしする。

  「死ね死ね、うんこ、うんこ死ねぇぇぇっ」

  　鳥とり辺べ野のの輪りん郭かくから立ち昇る濃密な妖よう気きに白しら河かわ兵へいが畏おそれをなしはじめた。両目を粗そ布ふで覆おおい隠した盲目の槍使いが口から涎よだれを垂らして、頓とん狂きような罵ば声せいをあげながら暴れ回っている。そのさまが率直に怖い。出来れば近づきたくない。

  「うんこぉぉぉっ。うぅんんこう。うううんんんんこうううっ」

  　言葉を覚えたての小学生と化した鳥辺野は、その他さまざまの低俗かつ猥わい褻せつな単語を連呼しつつ稲穂を刈るように白河兵を薙なぎ払う。姫ひめ路じコロニー近この衛え兵へい団だんのひとつ、青あお砥と兵へい団だん出身なだけあって槍術そのものも非常にこなれていて一般兵では対処出来ない。

  「槍使いに近づくなっ、弓だ、遠巻きにして弓で仕留めろっ」

  　恐きよう慌こうをきたす白河の兵列へ、上級士官のものとおぼしい命令が奔ほとばしった。鼻の下に八はち字じ髭ひげをたくわえ、軍服の胸に紫し紺こん色の勲くん章しようをぶらさげた壮年の将校が檄げきを飛ばしている。将校の右手が鳥辺野へむけて颯そうと掲げられ、毅き然ぜんと命ずる。

  「あいつは目が見えていない、囲んで矢を射かけて仕留め」

  　しかしその言葉は無慈悲にも途中で切れた。壮年将校が命令を発するためにひらいた口元から、代わりにどろりとした血ち反へ吐どが垂れ出てくる。それから白目を剥むき、膝が崩くずれて、貫かれた心臓部から血ち飛沫しぶきをあげながら地に仰向けとなる。将校が立っていた場所では、醒さめた顔つきの静しずかが血の滴る白はく刃じんの柄つかを握っていた。

  　おおお、と咆ほう吼こうをあげて白河兵が静にむかってくる。静は正面からやりあわない。とにかく逃げる。

  「いつまでもは保もちません」

  　静の呼吸が乱れはじめた。容よう赦しやなく照りつけてくる太陽に炙あぶられて、体内の水分不足が視界へ響く。いまは鳥辺野の狂乱に助けられているが、ここらでそろそろ加勢が欲しい。

  　陸橋を分断して燃えさかる連絡通路――あの火の手が消えない限り、第二列、第三列は戦闘に参加出来ず、状況が改善されない。本来は空洞であるはずの通路内に燃焼材とコンクリート塊が詰め込んであるため、破壊することがひどく困難だ。

  　恨めしげに炎の壁を望遠した静の瞳に、爆砕する連絡通路の側壁が映じた。

  「？」

  　静の首が斜めに傾く。さらにつづけて再びの爆砕。通路内に詰めてあったコンクリートが細かな欠片かけらとなって夏空へ打ち上げられる。炎の向こう側から、なにか大きな力が通路にむかって叩きつけられている。破砕音が響くたびに燃焼用に詰め込まれていた藁わらや木材が火ひの粉こを噴いて掻かき立てられて、横一線に立ち並んでいた紅ぐ蓮れんの火線が突き崩されてゆく。

  　静は薄く瞼まぶたをひらき、静せい謐ひつな深緑色の瞳を火か焔えんのさなかへむけた。

  　凝こらした目線の先――一面の炎熱に炙られながら、おおぶりな鉄てつ槌ついをかざす人影がひとつ。

  「斎さい藤とうさん」

  　その名前を呟いて、静の口元にかすかな笑みが浮かんだ。

  

  　同時刻、新しん宿じゆく陸橋、第二列――

  　斎さい藤とうの腕回りの筋肉は常よりもひと回りほど肥ひ大だいしていた。筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆにしてはしなやかな部類に入る肉付きだが、その肉には並々ならぬ力が籠こめられているようで、二〇〇キログラムほどもある鉄てつ槌ついの先端を腰の後ろまで回してから、連絡通路の側壁をめがけて一気に振り抜く。そのすさまじい撃力を受けたコンクリート塊はたちまち微び塵じんと化し、燃焼材と一緒になって白々と夏空を舞う。

  「いやあ、ははは、熱い熱い熱い」

  　振り抜いてから、笑顔で斎藤は炎の壁から逃げてくる。顔は既に煤すすで真っ黒、笑みからのぞく歯だけが白い。第三列の兵員たちが軍服を脱ぎ、それを団扇うちわ代わりにして斎藤をあおぐ。斎藤は持っていた鉄槌を足元へ落とすと手のひらで顔をあおいだ。

  　この鉄槌は連絡通路を破壊した敵筋繊維系特進種が不用意に投げ落としたものだ。敵の群れに飛び込んで戦うのに鉄槌は不要と判断したのだろう。形状はさしずめ巨人用のトンカチといった具合で、鉄製の柄の先端に一五〇キロ近い金属塊が据えられている。これを拾い上げた斎藤は、こうして炎の壁の直前まで寄っていって通路を破壊すべく奮闘している。

  　現在、斎藤がいる新宿陸橋西端部では第二列、第三列の兵員、合わせて約三〇〇名が突入のときを待っている。他に、約五〇名が炎の壁の鎮ちん火かを待たずに迂う回かい路ろを行くことを選択し、甲こう州しゆう街道と交差する国道四一一号線の樹海の中へ入っていった。

  　啓けい十じゆうとしては出来るだけ主力部隊を分散することなく、ひとつにまとまったまま一いつ気き呵か成せいに敵決戦兵団に叩きつけたい。だからいまはこの炎の壁を早急に撤てつ去きよすることに邁まい進しんしているのだが、一般兵が長槍を突き立てる程度ではびくともせず、結局のところこの場で唯一の特進種、斎藤だのみということになってしまっていた。

  「熱いねえ。熱い熱い」

  　頼みの斎藤は弛し緩かんした笑みを浮かべ泣き言を垂れる。調ちよう布ふ新しん町まちの他の四名の兵士職と比べると、斎藤の進化の度合いは数段階ほど劣っている。異常発達しているのは主に上腕筋、三角筋、大胸筋周辺の筋繊維のみ、下半身は普通の人間とそう変わらず、身体全体の力の均きん衡こうを欠くため剣術にはむいていない。強化した弓ゆみ弦づるを握っているのも唯一の進化部位である上体の力を十じゆう全ぜんに生かすためだ。だから火か焔えんに炙あぶられながら二〇〇キロもの鉄槌を振り回すのは斎藤にとっておのれの能力の限界を越えた仕事なのだが「そんなこと出来ません」と断るわけにもいかない。

  　いま、この火焔のむこうでは第一列の兵員たちが味方の突入を信じて三倍の数の敵と戦いをつづけている。一刻も早く連絡通路を破壊して突入口をひらかなければ、彼らが磨すり潰つぶされてしまう。

  　鉄槌の柄えを握り、その先端を重そうに地に引きずりながら、斎藤は燃えさかる炎の直前へと歩を進める。軍服が燃え上がりそうに熱い。顔の皮ひ膚ふが燻いぶされて引ひき攣つる。身体の水分はとっくに干上がってしまったのか汗ももう流れない。鼻や喉のどの粘ねん膜まくが熱に炙あぶられて、ノミでめくられるように痛い。

  　しかし斎さい藤とうは渾こん身しんの力で一五〇キロの金属塊を腰の後ろへと回した。その上腕筋が盛り上がり、大胸筋が鋼鉄のごとく硬化する。こめかみと首筋に屈折したミミズみたいな血管が幾条も浮き出て、前へ突き出した左足の下で瓦が礫れきが砕け、二〇〇キロ超の鉄てつ槌ついが唸うなりを上げた。

  　側壁はおろか炎をも圧あつ砕さいする一撃。火か焔えんを切り裂き、微粒子と化したコンクリート片が高々と打ち上げられる。

  　天を沖ちゆうする狂きよう焔えんが揺らいだ。火ひ旋風つむじが焼けこげた髪をめろと舐なめる。

  　斎藤は打撃の勢いで身体を反転させると、右足を軸じくに再び踏ん張り、左足を大きく前へ突き出して、火焔の裂け目、自らがひらいた瓦礫の道へそのまま踏み込んだ。

  　両側に屹きつ立りつする炎がある。軍服が燃えはじめる。皮膚が焼けこげる。しかし、目を前へ凝こらした。

  　見える。

  　橙だいだい色の炎を透かしたむこう側、第一列の兵員たちが漆しつ黒こくの軍勢のただなか、鬼神のごとくに応戦している。

  　もうすぐそこだ。あと一撃でこの分厚い炎の壁を貫ける。

  　斎藤は再び、鉄槌の先端の金属塊を腰の後ろへと回した。

  　そして上下の奥歯を砕けるほどに摺すり合わせる。上腕筋が千切れてもいい。腹斜筋が弾け飛んでもいい。いまはただ、もう一撃の力を。紅ぐ蓮れんの障壁を粉こな微み塵じんにうち砕く、わずか一瞬の力を。

  　乾けん坤こん一いつ擲てき――

  　振り抜かれた鉄槌は火焔を薙なぎ、燃焼材を掻かき上げて、その先端を前方のコンクリート障壁へ打ちつけた。

  　ひとたまりもない。間かん髪はつも入らない。なすすべなく建築材が爆砕する。

  　号ごう叫きようをあげるがごとく、火焔の壁が真っ二つに割れる。

  　炎の裂け目から涼やかな風が届いたように思えた。一面が炎の橙色に染まっていた前方の視界がひらける。斎藤はつんのめるようにして、その裂け目へと身体を躍り込ませ、前方へむかってどうと倒れ込んだ。

  　第二列、第三列の兵員の雄お叫たけびが後方から聞こえた。

  　突入を待ちわびていた約三〇〇名がときの声をあげ、斎藤がひらいた道を駆け抜けていく。

  　何名かの兵が斎藤を抱き上げ、炎が届かない路脇まで運んでいって軍服の火の粉こを払い、外がい套とうであおいで熱した身体を冷まそうとする。

  「いやあ……ははは……うまくいった？」

  　黒く煤すすけた皮ひ膚ふの下に、いつものふやけた斎さい藤とうの笑みがあった。

  「はい、道がひらきました、斎藤さんのおかげです。あとは我々に任せて、ここで休んでいてください」

  　兵隊たちは敬意と共に、まだ熱をもった斎藤の身体を路上へ横たえる。端々が燃え上がった軍服のむこうに、無惨に焼け爛ただれ、めくれあがり、血の滲にじんだ皮膚があった。

  「やあ……うん……ははは……」

  　斎藤はそう言って、静かに目を閉じた。兵達は互いに頷き合うと、各おの々おのの武器を強く握りしめて第一列の加勢へむかう。

  　動かない斎藤の傍かたわらを、市街地迷彩の軍服を着込んだ第二列、子鹿色の軍服の第三列が雄お叫たけびをあげて駆け去っていく。向かう先は第一列を押し潰つぶそうとしている陸橋上の白しら河かわ兵へい団だんだ。炎の壁に行く手を阻まれ続けた鬱うつ憤ぷんが、容よう赦しやなく漆しつ黒こくの巨獣へと叩きつけられた。

  　黒い海原がのたうつ。白河兵と武む蔵さし野の兵へい、互いに血の染そんだ形相を猛たけらせて、剣と刃、鋼はがねと鋼、命と命をぶつけあう。そこかしこで断だん末まつ魔まがあがり、拝み打ちされた胴体から血流を放射させて戦士たちが倒れてゆく。

  　先程までは一面の黒だったが、いまや子鹿色の方が上回っている。迂う回かいした部隊を除いた、第一列、二列、三列の兵員が全てこの陸橋で戦っているのだから当然だ。斎藤が連絡通路を破壊した時点で鉄橋上の趨すう勢せいは決していた。

  　混戦のただなか、タマは爪先立ちで伸び上がり、鉄橋のたもと、敵決戦兵団四〇〇へ目を送った。

  　戦せん塵じんが濃く立ちこめている。灰白色のけぶりのさなか、深紅の花弁が時折ひらめく。

  　敵決戦兵団は先程放たれた鳥とり辺べ野のの氣き弾だんの損害から立ち直り、戦闘機構を建て直しつつある。鳥辺野と静しずかが奮ふん迅じんの働きでかろうじてその場に敵兵の足を縫ぬい止めているが、さすがのふたりも疲ひ弊へいがある。長くは保たない。

  　それに気づき、戦いの熱に浮かされた兵列の狭はざ間まを走り抜けながら、タマは叫んだ。

  「ユーキ、ウッシー！　静たちを加勢するぞっ」

  　ふたりがどこにいるかわからないが、とにかくそう叫びながら駆け抜ける。斬りかかってくる兵だけをその場で長槍の穂先で突き、かかってこない兵は相手せずにユーキと牛うし丸まるを捜す。

  「わかった、すぐ行く！」

  　やがて兵へい戟げきのむこうから、ユーキの返事が届いた。タマは応おうの声を返し、さらに駆けて牛丸を呼ぶ。

  「わかりました、行きますっ！」

  　喉のどの粘ねん膜まくをヤスリがけしたかのようにしわがれているが、しっかりとした牛丸の返事がタマの耳じ朶だを打った。

  「おし」

  　タマは倒れている第一列の兵員たちの腰から、水筒を幾つか抜き取って自分のベルトに差した。顔を上げると陸橋の下り勾こう配ばいのむこうに、敵決戦兵団が鳥とり辺べ野のと静しずかを囲んでいるのが見えた。その漆しつ黒こくの巨獣へむかって駆け下りていくユーキと牛うし丸まるの背中もある。

  　タマもまたユーキたちからやや遅れて陸橋を駆け下りていく。走るうちに剥むき出しの上体に付いていた傷がみるみる塞がっていく。再生系の強みはこれだ。戦いが長なが丁ちよう場ばになろうとも開戦時の健常な状態を保ち、真新しい肉体で戦闘を継続出来る。

  　まずユーキが敵群のさなかへ飛び込んでいった。つづけて牛丸も突入する。やや遅れてからタマもまた、白しら河かわ兵へいの背中へ穂先を突き立てた。


  


  五．

  

  　静と鳥辺野は互いの背中を合わせて、周辺を取り囲む白しら河かわ兵へいを睥へい睨げいしていた。

  　気が付けばいつのまにかこの態勢になっていた。四〇〇名もの敵兵をむこうに回してたったふたりで戦うにはこうするしかない。互いの死角を補いながら、静は口頭で鳥辺野に敵兵の様子を伝え、鳥辺野は十文字槍の穂先に籠こめた練れん氣きで対応する。

  　胸に届くほど長い鳥辺野の銀髪はいまや朱色に染まっていた。純白だった軍服もいまは一面の緋ひ色いろに濡れそぼり、十文字槍の刃には薙なぎ払った敵兵の血肉がこびりついている。凄せい惨さんのひとことに尽きる鳥辺野の佇たたずまいだが、口元には相変わらずのにやにや笑い。女性と見み紛まがうような真っ赤な唇がねっとりとひらき、

  「疲れたね。そろそろサボりたいんだけど」

  　背中越しに静に話しかける。

  「意見が合いますね。わたくしも休暇をいただきたいところです」

  　落ち着いた口調で静が応える。その閉じられた瞳は、しかしゆっくりと周囲に張り巡らされた漆黒の壁へとむけられる。

  「血振りを、鳥辺野殿」

  「うん」

  　言われたとおり、鳥辺野は一度穂先を振った。十字形の刃に付着していたものが飛び散る。

  「右へ二歩ほど踏み込んで、左巻きに横撃を一度。振り抜いてから、もう一旋転お願いします」

  「うん」

  　鳥辺野は躊ちゆう躇ちよなく、右へ二歩ほど足を進め、練氣の籠こもった刀身を横へ薙ないだ。不意を突かれ、慌あわてて白河兵が後ずさる。

  　刹せつ那な、乱れた兵列へ静が駆け込み、涼風のごとき一いつ颯さつ、二颯、三颯。刃じん風ぷうの吹き抜けたあとには、三名の敵兵が断ち切られた頸けい動どう脈みやくから朱色の液体を放水しつつ昏こん倒とうしていた。

  　駆け込んだ静を目がけ、敵兵が殺到してくる。静は敵をあざ笑うかのごとく、その場でおもむろに背面飛びを打って敵の頭上を舞い飛ぶ。見上げた敵兵の胴体を、練れん氣きの籠こもった鳥とり辺べ野のの穂先がもう一旋転してきて無慈悲に薙ないだ。

  　着地したと同時に、静の背後で下半身のみとなった肉にく塊かいたちがどさりと崩くずれ落ちる。断ち切られた上半身は既に路上に横たわって虚ろな目を空へむけている。静は再び鳥辺野と背中を合わせて、ふうとひとつ息を抜いた。鳥辺野が満足げに呟く。

  「即席コンビのわりに悪くないね」

  「はい。いい感じです」

  「きみ、名前は？」

  「羽は染ぞめ静しずかと申します」

  「はぞめ、しずか……。じゃあ、あだ名はゾメッシー？」

  「いまだかつて、わたくしの姓名からそのようなあだ名を想そう起きした人物は鳥辺野殿を除いて他におりません」

  「次はどうしようか、ゾメッシー」

  「返事をするべきか、しないべきか、悩み中です」

  　そのとき、くん、と鳥辺野の鼻が上向いた。呼応したように、静の睫毛まつげがぴくりと動く。

  「ん？」

  「む？」

  　怪け訝げんそうな鳥辺野の鼻と静の睫毛が、ほぼ同時に新しん宿じゆく陸橋方向をむいた。

  　転てん瞬しゆん――

  　静たちを取り囲んでいた常備兵の壁、その後列が砕け散った。

  　数名の歩兵が武器を握りしめたまま身体ごと宙を舞う。それは一度では終わらず、波なみ飛沫しぶきさながら、純黒の軍服が幾つも幾つも悲鳴と共に兵列の頭上を弾け飛んでいく。

  　白しら河かわ兵へいのあいだに動どう揺ようが走る。崩れた隊列のむこうに、竜巻さながらの剣風をまとうひとりの剣士が垣かい間ま見みえた。

  　静の閉じられた瞼まぶたがわずかにひらいた。薄くのぞいた深緑色の瞳は驚きの色を帯びている。

  「ウッシー……？」

  　滴るほどの返り血にまみれた牛うし丸まるの軍服は、生き地じの子鹿色と相まって濃褐色に変じていた。幾十、幾百の人間の血を吸ったであろうその出で立ちも凄せい惨さんなものだが、静を驚かせたのは牛丸の表情だ。

  　普段は純じゆん朴ぼくな少年そのもの、子犬みたいに混じりけのない牛丸の顔立ちが、いまはどこか凄せい艶えんな色さえ含んでいる。どこまでも端たん然ぜんとした、彼ひ岸がんから来たもののごとき静けさをたたえた面差しだった。

  　しかしその剣腕は隔かく絶ぜつしている。牛丸は躊ちゆう躇ちよなく、混乱する敵群へずいっと踏み込み、目の前の兵員を肩口から脇腹へかけて斜めに斬り落とす。その刃が陽射しを弾くたび、白河兵の肉体は両断の憂うき目めに遭あい、毛け羽ば立だちのない切断面からは色とりどりの臓ぞう物もつが路上へ雪な崩だれ落ちる。零こぼれた自らの器官の上へ、ふたつに割れた遺い骸がいが折り重なって倒れ込む。牛うし丸まるは静せい謐ひつな面おも貌えりを動かすことなく、柄つかを握る右手を突き出し、両刃剣の刀身を顔の前に水平に据え、白しら河かわ兵へいの兵列へ摺すり足を送っていく。

  　その捷しよう勁けいがすさまじい。静しずかはもちろん、白河軍決戦兵団にもおののきが走った。これまで静と鳥とり辺べ野のを遠巻きに囲んでいた隊列が崩れ、牛丸を包囲するかたちへ変じていく。

  　静は肩越しに、背後の鳥辺野へ話しかけた。

  「鳥辺野殿、助すけ太だ刀ちが参りました。この隙に兵列を突破して逃げ延びてください。陸橋の勾こう配ばいを上がっていけば、そこに味方がいます」

  「あ、そう？　僕だけ逃げていいの？」

  「はい。この場に留まった場合、鳥辺野殿は味方も薙ないでしまう危険があるゆえ」

  「薙ぐね。見えないもん。絶対薙ぐ」

  「援護しますのでお早く。方向はこちらです」

  　静は鳥辺野の腰に手を添え、陸橋方面をむかせた。このまま前方の敵を薙ぎ払って直進したなら包囲を突破出来る。

  「行きます。ついてきてください」

  　短く言い切り、静は残る力を振り絞しぼって駆けだした。背後から鳥辺野が付き従う。

  　敵兵は左手に盾をかざし、右手に日本刀を構える。この場にいる敵は全員、戦技に長たけた兵たちだ。特とく進しん種しゆといえど油断すればやられる。

  　静は最後に残った練れん氣きを爪先に集約し、炸さく裂れつさせた。

  　いきなり加速した静に、敵兵は対処出来ない。包囲の前面を形成していた白河兵三名の首がおもむろにすっ飛び、噴水のごとき血流が空を汚した。

  「このまま進むのです、鳥辺野殿っ」

  　静は自らの身体を楔くさびとして、敵群深くに食い込んだ。穿うがったその通り道へ鳥辺野が駆け込んでくる。静は身を翻ひるがえして、直進してくる鳥辺野の十文字槍をかわした。

  「恩に着るよ、ゾメッシー」

  「その呼称はお止めください」

  　すれちがいざま、鳥辺野は口元をひん曲げて微笑ほほえみらしきものを浮かべると、その嗅覚で前方へ立ち塞がる敵兵の位置をぞんざいに割り出し、容よう赦しやなく薙ぐ。静に言われた通り、いまの鳥辺野はとにかく周囲の人間へ見境無く血に塗まみれた穂先を繰り出すことしか出来ない。

  「戻ったら座ざ頭とう市いちでも研究するかな」

  　片手だけで槍を旋転させながら、鳥辺野は独ひとりごちた。

  

  　鳥辺野が包囲を突破したのを見届けて、静は再び悪戦の真まっ直ただ中なかへ爪先を踏み入れた。

  　すぐに日本刀の雨が静しずかめがけて降ってくる。あるものはかわし、別のものは受け流し、避けきれないものは白はく刃じんで受けて、斬きり返す。疲ひ弊へいのため、静の動きはもはや常人のそれと変わらないほど落ち込んでいる。

  「日給をいただくのも大変です」

  　今日何度目かの愚ぐ痴ちをこぼした。

  　静は派は遣けんくのいちだ。

  　調ちよう布ふ新しん町まちの生まれでもなんでもなく、啓けい十じゆうの要請を受けて忍びの里から送り出されてきた一いつ介かいの派遣社員に過ぎない。鬼き道どう衆しゆう五名と相対してことごとく屠ほふるほどの腕を保ちながら、日給いくらでこきつかわれているのは人生におけるひとかたならぬ紆う余よ曲きよく折せつがあるゆえ。だが、ここで語るには長すぎるので詳細は後日に譲る。とにもかくにも、調布新町が滅亡してしまったなら給料がもらえない。そうならないよう、全力で目の前の仕事にいそしむ静だった。

  「えいっ」

  　短い掛け声と共に静が繰り出す白刃を、敵は日本刀で受け止めた。横合いから別の剣が斜めに斬りおろされる。静は地面に転がってその剣を避ける。さらに第三の剣。避けきれない。やむなく地に横たわったまま静は斬ざん撃げきを受けた。歯を食いしばったが、正直なところもう力が出ない。必殺の意気を籠こめた鋼鉄がぎりぎりと眼前へ寄ってくる。

  　ずぶっ。

  　鋭利な剣けん尖せんが柔らかい肉を貫通する音がした。

  　と同時に、敵の手から剣が落ち、アスファルト上で堅い音を立てた。

  　いましがたまで静に斬りつけていた敵の胸部から、サーベルの剣尖が突き出ている。

  「久く坂さかさん」

  　サーベルが引き抜かれた。敵の両目が裏返り、その場に崩れ落ちる。白しら河かわ兵へいの背後から現れたのは血にまみれたユーキだった。

  「遅くなりました、羽は染ぞめさん」

  　サーベルの剣尖からも髪の先からも朱色を滴らせ、頭から爪先まで返り血と煤ばい煙えん、戦せん塵じんにまみれてはいるものの、静を見下ろす少年じみたユーキの眼差しは翳かげりが微み塵じんもない。いや、むしろ瞳の翡ひ翠すい色がいつもより透きとおって見える。ひどい形なり格かつ好こうではあるが、しかしいまのユーキは見み惚ほれるほどに美しかった。

  　差し出されたユーキの手のひらを静は握り返し、立ち上がった。

  　静もまたユーキに負けず劣らず全身ずたずた、軍服もぼろぼろ、血にまみれた格好だ。

  「助かりました、久坂さん」

  　再会を祝う暇もない。敵常備兵が分厚い壁をなして周囲を取り巻き、にじり寄ってくる。

  　自然、ユーキと静の背中が合った。互いの鼓こ動どうを背中越しに感じながら、ふたりは互いの死角を守り合う。

  　氣きを使い果たしたユーキと、疲労困こん憊ぱいの極みにある静しずか。ふたりとももはや肉体的には一般兵と大して変わらない。あるのはこれまでに培つちかってきた剣技と、生還への意志だけだ。

  　ユーキは平気な風を装って、軽口を叩いた。

  「お互い、ひどい格好ですね」

  「調ちよう布ふ新しん町まちに帰ったら、また久く坂さか家の水風呂にでも入りたいものです」

  「いいですよ。また一緒に入りますか。でも悪趣味な冗談は無しで」

  　遠巻きに囲んだ白しら河かわ兵へいたちのぎらぎらした目がユーキと静の肢し体たいに突き刺さる。彼女たちの軍服はずたずたに切り裂かれ、あちらこちら、血に染そんだ素肌が露あらわになっている。そしてふたりとも見た目はかよわい少女に過ぎない。取り囲む兵員たちの表情に禽きん獣じゆうじみたものが浮かんだ。猛たける獣たちは弱った獲物を逃がさず確実に仕留めようと、慎重な足取りでにじりよってくる。

  　ユーキと静の佇たたずまいは静せい謐ひつそのもの。傍はた目めから見たなら文字面通り袋の鼠ねずみなふたりだが、その表情には微み塵じんの翳かげりも差していない。ただ冷然と、自分たちを取り巻く兵員たちの動きを観察している。

  　つ、と前触れもなく、サーベルの剣けん尖せんが禽獣たちへむけられた。

  　燦さん、と静の白刃が日の光を弾く。

  　転てん瞬しゆん――

  　ふたりの少女の剣風が放射状に疾しつ駆くした。

  　少女たちに肉体をひらかれた白河兵が胴体から血潮を吐き出し後方へ弾け飛ぶ。

  　その崩れた一角へユーキは大きく踏み込むと、前にいたひとりに刺し突とつを繰り出す。心臓を貫く手応え。剣尖を哀れな敵から引き抜く。噴き出た血流がユーキの顔を紅くれないに染める。まばたきもせず、右足を思い切り後ろへ引いて振りむきざまに一斬。背中を襲おうとしていた敵兵の脇腹が切り裂かれる。迸ほとばしる断だん末まつ魔まを左の耳に受けながら、さらに別の兵へ刺突。しかし体さばきでかわされる。瞬目、ユーキの低い足払いがサーベルをかわした敵兵の足元を見舞う。転んだ敵兵の眼がん窩かへ、上から垂直にサーベルを突き立てる。剣尖は眼球もろとも敵の頭ず蓋がいを貫通する。悲鳴をあげることもなく、ただびくびくと四肢を痙けい攣れんさせる敵兵から剣を引き抜き、その血に塗まみれた切っ先を周囲の敵へ送る。

  　ざああ……と潮が引くごとく、白河兵はユーキから距離を置く。鶴つる木き山さん楼ろうで幼い頃から過か酷こくな訓練を受けてきただけあり、ユーキの剣腕は大したものだ。下した氣き海かいに氣は尽きてはいるものの、この場で練り上げた氣を運動の補助に当てることは出来る。だからこうやって敵が一拍置いてくれることはありがたい。この隙に出来るだけ氣を練ろうと、ユーキは深く細く吸気をつづける。

  　キン、と刃を打ち合わせる堅い音と共に、静が敵兵の頭上を飛び越えてユーキの元へ戻ってきた。静が仕留めた兵は三、四名。左の肩口とふくらはぎに新しい傷を負い、動作がいつもよりぎこちない。

  「大丈夫ですか、静しずかさん」

  　心配そうにユーキは肩越しの静に話しかけた。

  「あまり大丈夫でもありません」

  　率直な静の言葉が返る。確かに大丈夫な様子ではない。喉のどの粘ねん膜まくが干上がっているらしく、声音がからからに渇かわいている。

  　水の用意が足りなかったことをユーキは反省していた。炎天下で戦闘を継続するのに、兵員ひとりに竹の水筒ひとつでは全然足りない。今回の兵装を準備した調ちよう布ふ新しん町まちの上役たちは戦の経験が乏しいため、こうした細かい配はい慮りよに欠けていた。

  　飲み込む唾つばさえ無い。陽に焼かれたアスファルトから、全身にまとわりつく嫌な熱気が立ちのぼってくる。しっかり気を張っていないと、時折ぐらりと視界が揺らぐ。熱中症にかかりかけているかもしれない。

  　ユーキは周囲を取り巻く白しら河かわ兵へいの壁へ目を送った。牛うし丸まるの様子がわからない。先程まで派手に剣けん戟げきの波なみ飛沫しぶきをあげていたはずだが、いきなりぴたりとそれが収まってしまった。手強い敵と遭そう遇ぐうしたか、討ち取られてしまったか。前者であることを強く願った。

  　白河兵の円環が狭まる。

  　円の中心にいるユーキと静へむかい、じりじりと忍び寄ってくる。先程と同じ展開だ。きりがない。

  　しかしユーキの翡ひ翠すい色の瞳は清せい冽れつさを失っていない。気力を振り絞り、再び剣けん尖せんを敵兵へむかい掲げる。必ず帰るとリオに誓ちかった。だから、こんなところで死ぬわけにはいかない。

  　もう一度斬り込もうとしたそのとき――影がひとつ、白河兵たちの頭上を飛び越え、ユーキたちのもとへ降ってきた。

  　地に片膝をつけて着地した影の正体を見定めて、ユーキの口から安あん堵どの声が洩もれる。

  「タマ」

  「ひでえ格好だな、お前ら」

  　タマもまた全身血みどろ、上半身はすっかり剥むき出しだが、いつものようにへらへらしながらユーキと静に笑いかけた。

  「おみやげ」

  　そう言ってタマは腰に差した水筒をふたつ、ユーキと静に手渡した。陸橋上で倒れた味方の腰から頂いたものだ。

  「お、ありがとう」

  　敵に囲まれた状況にも拘かかわらず安あん穏のんと礼を言い、ユーキは喉を鳴らして一気に飲み干した。ぬるい水が血の味と共に胃の奥へ流れ込む。すっかり干上がっていた口こう腔こう内粘膜に潤うるおいが戻る。ぎゅっと目をつむり、思わず感嘆の声が出た。

  「あぁ……おいしい……」

  「生き返りました……」

  　ユーキと同じくひといきに飲み干した静しずかもほっと吐息を洩もらす。

  　タマは槍の石突きを地に突き立て、その柄に寄りかかるようにして周囲の白しら河かわ兵へいを醒さめた目つきで眺め渡した。

  「こらえるしかないな。陸橋上の勝負がついたら味方が来る。それまでしのぐんだ」

  「うん」

  「お前らはここで背中合わせてろ。むかってくる奴だけ斬きればいい。おれ、適当にその辺かき回してるから」

  「ウッシーは？」

  「あぁ。張り切りすぎて疲れたらしい。さっきより大人しいけど生きてるよ。なんかあっちの方にいるっぽい」

  　タマは背伸びして壁のむこうを指さした。どうやらこことは別の敵群があるらしい。

  「そうか。良かった。ここは大丈夫だから、ウッシーを助けてやってくれ」

  「あいよ。お前らも頑張れよー」

  　軽い口調でそう言うと、タマは長槍の柄を首の後ろに回して両肩で担ぎ、ぶらぶら散歩するような足取りで敵兵の壁へむかい歩んでゆく。

  　ひとりの兵士が裂れつ帛ぱくの気合いとともに、タマの背中をめがけて斬りかかった。しかし、渾こん身しんの斬ざん撃げきは空を斬る。うしろに目がついているかのような挙動でタマは身体を反転させていた。つんのめり、前方へ出てしまった兵士の背中へ槍の穂先が突き立つ。刹せつ那な、タマの左右から白刃が降ってくる。間かん髪はつを容れずに槍の柄がしない、左の兵士の手の甲を打った。弾け飛んだ日本刀を奪いとると、タマは躊ちゆう躇ちよ無く長槍を投げ捨て、身体のさばきで右手から来る刃をかわし、そのまま敵の脇腹へ奪った日本刀の鋩きつ先さきを走らせた。

  　臓ぞう物もつをだらしなくまき散らしながら、胴体を真横に両断された敵兵の上半身がタマの足元へ落ちる。タマはその敵兵の手からも刀をもぎとった。

  　左右の手にそれぞれ日本刀を握りしめ、タマは目線で敵を威い嚇かくする。左の刀は順手、右の刀を逆手に構えている。やや変則的な二刀流だが、普段から二本の短剣を操っているだけに構えに隙がない。

  　ざざざっ、とタマの行く手がふたつに割れた。下手に双刀の射しや程ていに踏み込めば返り討ちに遭あう。いまの数手を見ただけで、白河兵はタマの腕のほどを知った。

  　タマは悠ゆう然ぜんと割れた道を歩き抜ける。敵は白はく刃じんを掲げるだけで近づこうとしない。

  「……ん？」

  　敵群を抜けたとき、タマは怪け訝げんな声を洩もらした。こめかみをぴくりとさせてから、おもむろにその目が上方へむけられる。

  　見上げた先は、かつての高級家具店の屋上だった。緩ゆるく湾わん曲きよくした銀の壁面を持つ八階建ての建築物は、外壁がすっかり蔓つる草くさに覆おおわれ、往時、セレブリティの御ご用よう達たしであった各種フロアもいまや奇怪な昆虫や微生物の温おん床しようと化していた。タマの眼差しは、その屋上から戦場を見下ろす人影を捉えていた。

  　長い髪が風になびいている。夏の烈日に晒さらされる髪の色は目の覚めるような黄こ金がね色いろ。その右肩には鳥が一羽留まっている。

  「あいつ……!!」

  　気づいた瞬間、タマの髪が逆立った。常に気合いのかけらも感じさせないその表情が、一気に修しゆ羅らのそれへと変じた。

  

  「わざわざ水を届けに来たのかな、あいつ」

  　タマのいなくなった方向を眺めて、ユーキは呆あきれて独ひとりごちた。けれど、この極限状況下においてもいつもと変わらない態度のタマは頼もしかった。彼と自分ではくぐりぬけてきた修しゆ羅ら場ばの数が違うことはなんとなくわかっていたつもりだが、実際にこうして同じ戦場で戦っているとその存在感が身に沁しみる。

  　頑張ろう、とユーキは思った。このままここでやられてしまったら、水を持ってきてくれたタマに申し訳ない。

  「もう一踏ん張りですね」

  　背後の静しずかに話しかけた。

  「なにか震動が」

  「え」

  「新あら手てやも」

  　遅れてユーキも足元から伝ってくるわずかな震動に気づいた。

  　ユーキたちがいる新宿陸橋のたもとは、東西に伸びる甲こう州しゆう街道と南北に伸びる明めい治じ通りの交差点にあたる。

  　そして震動は明治通りの側から伝ってくる。一面の灰かい燼じんのさなかへユーキは目を凝こらした。その網もう膜まくに映じたのは、こちらを目がけて駆け込んでくる純白の兵装と、鉾ほこ先さきに血ち糊のりの凝固した十字形の鉄てつ鉾ほこだった。

  「あれは――」

  　ユーキと同じものを視認して、静の表情がこころなし柔らかくなる。

  「岩いわ佐さ木き殿」

  「え？」

  　本来、別べつ働どう隊たい五〇が目指すはずであった迂う回かいルートを、いま、岩佐木に率ひきいられた三〇名ほどの中隊が駆け抜けてくる。彼らの行く先にあるのはユーキたちを取り囲んで圧殺しようとする白しら河かわ軍ぐん決戦兵団の脇腹だ。

  「この戦いくさ、武む蔵さし野のの勝ちです」

  　静しずかの口から、そんな言葉が洩もれた。

  　刹せつ那な――

  　漆しつ黒こくの軍団の脇腹に、岩いわ佐さ木き率いる三〇名の楔くさびが深々と食い込んだ。

  　波は濤とうが砕けるごとく、漆黒の海原が割れる。身体をひん曲げた白河兵たちが飛沫しぶきをあげ、乱れ飛び、独こ楽まのごとくきりきり舞いながら四方八方に自らの肉体を構成していた部位を撒まき散らす。

  「ぬうううううっ」

  　唸うなりと共に、岩佐木の鉄てつ鉾ほこが敵兵団の真ん中で薙ながれる。この暴ぼう虐ぎやくな一いち戟げきの前に白河兵は紙人形に等しい。頭ず蓋がいを割られ、脳のう漿しようを散らしながら、脳のう髄ずいを凧たこ糸いとみたいに引きながら、眼がん窩かから飛び出た眼球を振り子のように揺らしながら、損そん壊かいした肉体があちらこちらで夏空めがけて打ち上げられる。

  「おおおおおっ」

  　狂きよう瀾らん怒ど濤とう――岩佐木は穿うがつ。薙ぐ。ひたすら愚直に突とつ貫かんする。行く手を遮さえぎるあらゆるものをその仁に王おう力りきで打ち倒し、粉こな微み塵じんに砕き、軍ぐん靴かの底で踏みにじる。

  　だが敵もただ打たれるだけではない。勇ゆう敢かんな白河兵たちが横撃の狭はざ間まを縫ぬって岩佐木の懐ふところに飛び込み、必殺の刃じん風ぷうを見舞う。鍛え抜かれた常備兵の一戟が、鋼鉄のような岩佐木の筋肉に切れ込む。血流があがる。しかし皮ひ膚ふを裂き、刃は文もんがわずかに筋きん繊せん維いに埋もれたところで肉体の硬度に負けてしまう。岩佐木はお構いなく身体ごと旋転させて再度の横撃。凄せい風ふうをまとう鉄鉾が直撃し、勇敢だった白河兵は竜巻に巻き上げられるがごとく、潰れた消化器官から逆流してきたものを吐き出して、独楽のようにきりきり回転しながら空を舞い飛ぶ。

  　降ってくる刃の雨を岩佐木は避けない。

  　全ての斬ざん撃げきを筋肉繊維で受けきり、お返しの一戟で薙ぎ払う。

  　またたくまに岩佐木の全身が朱に染まる。いくら進化した筋繊維系特とく進しん種しゆであろうとも、これだけの斬撃を受ければ傷ついて当たり前だ。文字面通りの血ち達だる磨まと化しながら、しかし岩佐木は止まらない。

  　流れ出るおのれの血の香りがさらなる熱狂をかきたてる。心しん悸き昂こう進しん、留まることを知らない。肉のひしゃげる感覚が、骨が砕ける感覚が、振り抜いた鉄鉾の柄から逐ちく一いち伝ってくる。岩佐木はいま、戦場にたちこめるあらゆるものを楽しんでいる。

  　幾百の刀とう杖じようがひらめく。

  　そのひらめきに紅くれないの時雨しぐれが応える。

  　細やかな朱色の飛沫しぶきのただなか、岩佐木の鉄鉾が唸うなるたび、薄桃色の肉片が千切れ飛び、白河軍の兵列が砕かれてゆく。

  　むせかえるような鋼鉄と煤ばい煙えんと死肉の香り――

  　岩いわ佐さ木きのごとき純粋戦士にとって、戦場の香気はいかなる美酒にも増して脳のう髄ずいを痺しびれさせる。ただ戦場で死力を尽くし、誇り高い敵戦士をひとりでも多く屠ほふり、自らもまたそこで死んでいくこと。それが岩佐木の望みだ。そこに筋道だった論理などない。生まれ落ちる以前から、予あらかじめ生せい殖しよく細さい胞ぼうに闘争への欲求が刻まれていた。戦場以外に生きる場所を見つけることが出来ない。立ちはだかる敵を薙なぎ倒し、押し潰つぶし、前方へ踏み進んでいくことに、このうえない喜びを感じる。この狂熱以外になにもいらない。ただこの熱のなかに生き、それに灼やかれて死んでいけたなら、岩佐木はおのれの人生に満足しながら地獄へと赴おもむける。

  　岩佐木が切りひらいた道へ、後方から武む蔵さし野の勢の精兵三〇名が長槍を握りしめて躍り込んでくる。果か断だんなく、混乱する白しら河かわ軍ぐんの兵列へ追い討ちをかける。

  　この攻めが効いた。

  　白河兵が織りなしていた漆しつ黒こくの海原へ、岩佐木という巨きよ艦かんが航路を切りひらき、後続する三〇の駆く逐ちく艦かん艇ていが思うさまに血潮の波なみ飛沫しぶきを掻かき立てる。

  　真夏の太陽のした、砕けた板ばん金きん装そう甲こうが斑まだら模様に乱反射する。

  　あちこちがひしゃげて潰つぶれた肉体があげる最期の叫きよう喚かんは弔ちよう鐘しようの音に似ている。本来の機能美を奪われた肉体の欠片かけらたちはその響きを増幅する一枚の振動板となり、八方へ飛び散りながら思い思いな旋律を奏かなでる。

  　一方のユーキと静しずかは無言のまま、華きや奢しやな背中同士を合わせて戦局の転換を傍観していた。

  　それまで視界を圧していた白河兵の壁がみるみるうちに崩ほう壊かいしてゆく。高密度に圧縮されていた大気から、けばだったその成分が失われていく。漆黒の壁が崩れ去り、そのむこうから光が差し込んでくる。

  　刀とう杖じよう燦さん爛らんの剣けん戟げきのさなか、破壊されているのはいずれも黒一色。子鹿色たちは地に両足をしっかりと下ろし、猟犬さながら逃げまどう漆黒たちを追い回している。

  　ユーキは荒く呼吸をしながら、翡ひ翠すい色の瞳をいっぱいにひらき、そのさまをただ見ていた。

  　頭のなかは真っ白だ。

  　なにも考えることが出来ない。ただ、相対していた敵の圧力が取り払われて、極限まで張りつめていた神経がほぐされていくのはわかった。

  　そして――新たな喊かん声せいが新しん宿じゆく陸橋から届いた。

  　背後を振り向く。

  　ユーキの網もう膜まくにまず映じたのは、こちらをめがけて遁とん走そうしてくる白河兵の群だった。彼らの表情にはいずれも敗色が濃厚に刻まれている。そこには戦闘意欲の欠片かけらも残存しておらず、あからさまな戦闘放ほう棄きの色だけがある。

  　凱がい歌かは敗残兵たちの背後から雷らい霆ていのごとく湧き上がっている。新宿の空を震わせながら近づいてくる。はち切れんばかりの歓かん呼こが、ユーキに勝利を確信させた。

  「勝った」

  　乾いた桜色の唇から、その言葉が洩もれた。

  　陸橋上の勝敗が決していた。市街地迷彩を着込んだ武む蔵さし野の勢第二列と子鹿色の第三列、およそ二〇〇名の兵員がときの声と共に武具を燦さん爛らんと輝かせながら陸橋を駆け下ってくる。勝ち誇った武蔵野兵は騎き虎この勢いのままに白しら河かわ軍ぐん決戦兵団を目がけ、津波のごとくに襲いかかっていった。

  　鳥ちよう瞰かんしたなら、それは黒い引き潮だった。

  　白河軍の兵員全てが負まけ戦いくさを悟ったとき、戦闘機構は崩ほう壊かいした。思うさまに子鹿色の軍服に蹴散らされ、追い立てられ、蹂じゆう躙りんされて、漆しつ黒こくの軍服たちは個人個人がばらばらに、這ほう々ほうの体ていで逃げ去っていく。第二列の騎兵は逃げる敵を執しつ拗ように追う。弓兵がこのときとばかりに、敵の背をめがけ矢を射かける。

  　ユーキの視界から白河兵のすがたが消失した。

  　その代わりに、勝ち誇った子鹿色の軍服たちが逃げる敵を追いすがっていくさまが映し出される。どの顔も血と灰かい燼じんにまみれているが、戦勝の喜びが汚れのむこうに透けて見える。

  　調ちよう布ふ新しん町まちは潰かい滅めつの危機から救われた――だけではない。これから白河コロニーを心ゆくまで踏みにじり、敵の資産も既き得とく権けん益えきも一方的に略奪する楽しみが待っている。ここには倫理をふりかざすものなどいない。略奪は潰かい滅めつのリスクを踏まえた上で勝ち得た当然の報ほう酬しゆうだ。また、それをしなければ白河は息を吹き返してしまう。再興したなら、彼らは恨みと憎しみの剣けん尖せんを調布新町へ突きつけるだろう。それをさせないために、二度と立ち直ることが出来ないよう、今日このとき徹底的に踏みにじる必要がある。だから武蔵野兵たちはこれまでの疲れも忘れ、嬉き々きとして白河兵を迫撃する。

  　ユーキは静しずかと背中を合わせたまま、声もなくその情景を眺めていた。

  　不意に膝が崩れる。ユーキと静は仲良くその場に尻しり餅もちをついた。

  　そしてお互いに背中を預けたまま、両足を地に投げ出す。

  「勝ちましたね」

  「そうですね」

  　静と短い言葉を交わしてから、呆ほうけた顔を夏空へむけた。

  　喜びはあまりない。むなしさも感じない。ただ、大きな安あん堵どを覚えていた。

  「調布新町、助かりましたね」

  「はい。良かったです」

  　静の返答には疲労が色濃くにじんでいた。

  　ユーキもまた、心の底まで疲れ切っていた。ほっとすると同時に、視界がぼやけていく。

  「休みますか」

  「はい。わたくしも休みます」

  　ふたりの背中がずれて、そのまま仰向けにアスファルト上に倒れ込んだ。周辺の血肉はまだ温かく柔らかで、それが寝床の緩かん衝しよう材ざい代わりだ。

  　自らが斬きり捨てた敵兵たちのなれの果てに埋もれて、頭から爪先まで血潮に濡れたふたりの少女は目を閉じた。

  　天頂に座した太陽が、少女たちへ真っ白な光をうち下ろす。付着した血が陽光に炙あぶられてかさぶたみたいに凝固していく。ふたりとも睫毛まつげひとつ動かさない。

  　武む蔵さし野の勢のあげる勝ちどきが新しん宿じゆくの空を圧していた。しかしその声はもう、ユーキの耳には届いていなかった――


  


  六．

  

  「……というわけでパパ、武蔵野の勝ちみたい。よく勝てたわね。一時は白しら河かわの勝ちと思ったけど……やっぱり決め手は特とく進しん種しゆの力ね。姫ひめ路じのふたりが武蔵野に味方したのが勝因。つまりは高たか比ひ良ら町長の人たらし術の勝利、って感じ」

  　身体の線に吸い付くようなグレーのビジネススーツを上下とも着込み、右肩に留まったエブラハムにそう告げながら、ＦＯＸＰ２ことフォックスはかつての高級家具店屋上から眼下の新宿陸橋を展望していた。

  　風に乱される金色の髪を片手で押さえ、録音モードに入ったエブラハムへ言葉を続ける。

  「注目の澁しぶ澤さわカヲルちゃんこと久く坂さかユーキちゃんだけど、確かにすごい練れん氣き使いね。姉さんが執着するわけだわ。あの若さであれだけの氣き弾だんが撃てるって末恐ろしいと思う、うん。あと……これは見間違いだろうけど……キリヒトにそっくりな兵隊がいたわ。外見はなんとなく似てる、って程度なんだけど、槍の使い方とか、刀の使い方がキリヒトそのもの。再生系かどうかまではわからなかった。でもたぶん特進種だと思う。まあ、キリヒトがそんなことするわけないと思うけど、少し気になったから一応報告しておくね」

  　長い台詞せりふに一息ついて、また言葉をつづける。

  「なんにせよ、これで東京の情勢も大きく動きそうね。白河コロニーは今日で終わり。武蔵野勢が足並みを揃えればしばらくは安あん泰たいかもしれないけど、でも多分宇う都つの宮みやがちょっかい出してくると思う。東京と宇都宮がつぶし合ってくれたらパパには有利よね。仙せん台だいって地理的に本当にいい場所だと思……う？」

  　フォックスの言葉はそこで止まった。殺気を嗅かぎつけ、背後を振り返る。

  　紅くれないの双そう眸ぼうがむいた先では、両手に日本刀を持った兵士がひとり、フォックスを睨にらみつけていた。剥むき出しの上半身も子鹿色のズボンも返り血にべっとりと濡れそぼっている。赤い髪の隙間から覗のぞく、溶岩色の瞳――

  　フォックスの口があんぐりとひらいた。震える彼女の指先が、その兵士へとむけられる。

  「キ、キリヒト……？」

  　その言葉を受け、二刀流の兵士の眼差しがギンと光った。

  　次の刹せつ那な、タマはフォックスの背後に回ると刃を彼女の首筋に当てた。

  　肩にエブラハムを乗せたまま、フォックスの悲鳴が響く。

  「ちょ、ちょっとタイム！　タイムタイムタイム！」

  　両手をばたつかせながら暴れるフォックスの喉のどへ、タマはひたりと刃は文もんを押し当て、低い声音で呟いた。

  「なんの真ま似ねだ、フォックス。おれを監視していたのか」

  「違う！　違う違う違う！　見学してただけ！」

  「録音をやめろ。エブラハムを動かせ。でないと斬きる」

  「わ、わかった。わかったから、ちょっと、落ち着きなさいよ」

  　フォックスはかすれた声を絞しぼり出しながら、まだ動どう揺ようの残る指先でエブラハムの舌を引っ張った。ぴかりと一瞬目を光らせて、エブラハムはぱたぱたと翼を振る。

  　そしてエブラハムとタマの目が合った。エブラハムの首が傾かしぐ。

  「ん？　兄さん、どっかで、会った？」

  「消えろ鳥とり頭あたま。焼き鳥にするぞ」

  「なあフォックス、誰だっけ、こいつ？」

  「誰でもいいから、行きなさい、エブラハム。彼とふたりで話したいの」

  「録音、なし？」

  「うん。オフレコトーク。もういいから、パパのところに行って」

  　フォックスに促され、エブラハムは緑の翼を広げると、屋上を飛び立っていった。そして北を目指し、夏空の彼方かなたへと消え去っていく。

  　フォックスは一度大きく深呼吸してから、冷静な声を背後のタマへ投げかけた。

  「剣を引いて。わたしがここにいるのは全国行あん脚ぎやの一環。あなたがいるなんて知らなかった」

  「…………」

  「わたし、あなたに嘘ついたことないと思うけど」

  　タマは黙ったまま、フォックスの喉に当てていた剣を引いた。二歩ほど後ろに下がり、彼女と距離を置く。

  　フォックスはタマを振り返った。その金色の髪が風を受けて清せい澄ちように流れる。彼女の表情は険けわしい。

  「久しぶりね、キリヒト」

  「捨てた名前だ。おれをその名で呼ぶな」

  「髪の色、変えた？」

  「勝手に変わった」

  「『力』は？　まだいるの？」

  「……いる。抑えつけてるだけだ。無茶しなきゃ制せい御ぎよは出来る」

  「そう……大変ね。……で？　どうして武む蔵さし野のの軍服着てるの？」

  「……通りすがりのお遊びだ。おかげさまで死にそこなったからな。メシ食うためにはいろいろあるさ」

  「わたしのこと、恨うらんでる？」

  「ああ」

  　フォックスは黙ってタマを見ていた。紅くれないの瞳には悲しい色がにじんでいる。

  「姉さんのために、あなたを死なせたくなかった」

  「うるせえ」

  「姉さんはあなたを愛していた」

  「黙れ。それ以上喋しやべったら殺す」

  　フォックスは勝ち気に笑った。挑むように両手を広げ、タマへ言う。

  「いいわ、気に入らないなら殺しなさい。でも言いたいことは言わせて。あなたは卑怯者。最低の根性無し。あなたを殺さなければならなかった、姉さんの気持ちを考えたことはある？」

  　タマは日本刀の鋩きつ先さきをフォックスの喉のどへ突きつけた。

  　フォックスは逃げようともしない。まっすぐにタマを睨にらみつける。

  「あなたを助けたのは、責任を取らせたかったから。あのままあなたが死んだら、姉さんが不幸すぎる」

  「余計なお節せつ介かいだ。お前のおかげで、おれは……こんなすがたになってまだ生きてる」

  「いい気味」

  「なんだと？」

  「自分ひとりさっさと死んで、なにもかも姉さんに押しつける気だった？　姉さんはあなたを信じて西せい征せいに付き合った。パパとお別れしてまで……あなたの夢をかなえたかった」

  　フォックスの言葉尻はかすれていた。

  　タマの眼差しは怒りに煮えたぎっているが、柄つかを握るその手はかすかに震えていた。

  「黙れ。お前になにがわかる」

  「なにもわからないわ。ただお節介なのは知ってる。性分ね。文句はわたしを設計したパパに言って」

  「おれのことを竜りゆうに報告する気か」

  「どうしてほしい？」

  「好きにしろ。ただし、おれはもう表に出る気はない。それは覚えとけ」

  「なぜそんなにこそこそするの？　パパはあなたが生きてることくらい、とっくの昔に知ってるわよ。三〇年前、加か古こ川がわに捨てられたあなたをわたしが助けたときから、ずっとパパはあなたのことを気にかけてた」

  「知るか。勝手にやってろ」

  「これからずっと逃げ回る気？　パパも姉さんも自分の役目に向きあっているのに、あなただけ逃げる？」

  「ああ、そうだ。おれは負け犬だからな。このまま生き恥をさらして、お前らから馬鹿にされながら逃げ回るのがおれの役目だ」

  「それ、贖しよく罪ざいのつもり？　だとしたら最低」

  「なんとでも言え。気が済むまでなじれ。気が済んだら、おれが我慢してるうちにここから消えろ」

  「腐れ男。甲か斐い性しようなし。『おれは負け犬』ですって？　あなたは負け犬なんかじゃない。あなたは負け犬の排はい泄せつ物ぶつに湧いたウジ虫。自己憐れん憫びんに浸りながら肥こえ溜だめのなかで蠢うごめく地上最低の自己陶とう酔すい野郎」

  「死ぬ気まんまんだな、フォックス」

  「ええ。あなたのご希望通り、気が済むまでなじらせてもらうわ。わたしがすっきりするのが早いか、あなたの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるのが早いか、どっちでしょうね」
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  「試してみろ。結果は保証しない」

  「あなたはなんのために生きてるの？　ただ『力』を抑えてるだけ？　そのためだけに、これからもずっと生きるの？」

  「……うるせえ。お前が余計なことしなきゃ、おれは……」

  「目的が持てないなら、姫ひめ路じコロニーに行きなさい。あの都ま市ちはあなたが見た夢の欠片かけら。西せい征せいの落とし子。あなたのしたことは無駄ではなかった。いいえ、無駄どころか、閉へい塞そくしていた状況に風穴をあけたわ。日本中を歩き回ったわたしにはわかる。西征以来、九州も東北も関東も関西も、中小コロニーの武力統合がものすごい勢いで進んでる。血を流しながらひとつになって、以前より遙はるかに復興してるの。あなたがパパに言った通り、暴力が社会を次の段階へ推し進めてる。わたしの見立てでは数年以内に大乱が起こるわ。信のぶ長ながの時代と同じ、日本全土を巻き込んだ戦乱になる。そしてそれが終わったあと、世界はいまより進歩しているはず」

  「…………」

  「西征は愚行ではなかった。大勢の人間が犠ぎ牲せいになったけれど、あれをきっかけに野に埋もれていた群雄たちが目を覚ました。いまにして思えば、西征は大乱のはじまりを告げる鐘の音だったのよ。キリヒト、あなたの想いに、いま大勢の人々が応えようとしている。そのことは知っていて」

  「……世よ迷まい言ごとだ。付き合ってられねえ」

  　タマはフォックスから背を向けて、屋上の出入り口へと爪先をむけた。歩み去ろうとするその背中へむかい、フォックスは静かな声を投げた。

  「姫路へ行って、キリヒト。きっと考えが変わるから」

  　タマは足を止め、肩越しにフォックスを振り返った。

  「おれの名前はタマだ。キリヒトじゃない」

  「……タマ？」

  　いつものへらへら笑いを、タマはほとんど無理矢理に浮かべた。

  「猫みたいでいいだろ。可愛かわいい女の子が付けてくれてな。はじめはいやだったけど、最近、気に入ってるんだ。もうすっかり馴な染じんだ」

  「…………」

  「霧きり崎さきキリヒトは加か古こ川がわで死んだ。ここにいるおれはタマだ。いまのおれの望みは、猫みたいにその日その日を適当にやり過ごすこと。おもしろおかしく暮らせればそれでいい。だからもう、おれのことは忘れてくれ。おれも昔のことは全部忘れたから」

  　言い捨てて、タマは屋上出口に足を踏み入れた。振り返りもせず、朽くち落ちた階段を下りていく。

  　フォックスはひとり屋上に佇たたずんでタマが消えていった暗闇を見ていた。

  　血の匂いを孕はらんだ風が吹き抜ける。黄金の髪がかきあげられ、強い陽射しをきらきらとはじき返した。

  「弱虫」

  　かつて簒さん奪だつ王おうと呼ばれた男へ、フォックスはそんな言葉を吐き捨てた。

  

  　そののち――

  　白しら河かわコロニー一番乗りは百ひやく武たけ沙さ也や加か率いる第二列の騎兵三〇騎だった。戦前に予あらかじめ八はち王おう子じ市長、百武岩いわ友ともから下げ知ちされていた通り、沙也加は脇目もふらずに守るもののない白河市庁舎を強襲、一気にこれを制圧した。

  　沙也加に遅れること一時間、高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろう率いる第一列が白河へ到着、市街地を思うさまに略奪し、逃げまどう白河市民たちを蹂じゆう躙りん、虐ぎやく殺さつ、暴行した。この時代、戦いくさにこういった蛮ばん行こうは付き物であり特筆すべき景観ではない。しかしながら啓一郎に遅れて白河へ到着した啓けい十じゆうは一切の略奪行為を兵員に禁じ、ただ白河コロニー市長、阿あ久く沢さわ一いち松まつの捕ほ縛ばくに邁まい進しんするよう啓一郎へ下知した。

  　啓一郎の手により、阿久沢市長の首が啓十のもとへ届けられたのは、その日の夜半過ぎのことだった。生け捕りにしようとしたものの、阿久沢の激しい抵抗にあったためやむなく手て討うちにした、と啓一郎は弁解したが、息子の目に宿る狂きよう瀾らんの光を啓十は見逃していなかった。

  　戦場の狂気に駆られ、啓一郎は殺す必要のない阿久沢を殺した。

  　啓十は嘆息と共にそう看かん破ぱした。愚息に関してこののち辛つらい決断をしなければならないことも、この日、啓十は悟ってしまっていた――


  


  七．

  

  　沁しみひとつない清潔な白しろ漆しつ喰くいの壁面には天井近くまで届くほど大きな出窓が穿うがたれている。

  　出窓のむこうは夜だ。

  　敷地内に据えられた常夜の篝かがり火びが幾つも、黒い硝子ガラス越しに見て取れる。さらに目を凝こらしたなら純白の兵装に身を包んだ衛士たちが抜き身の刀剣に星明かりを映しながら巡回警備するさまも見下ろせるだろう。

  　高い天井に吊つるされたシャンデリアには二四の蝋ろう燭そくが橙だいだい色の火を揺らしている。寸分の隙間もなく磨みがき石を敷き詰めた広い床にその火の色が淡く映じる。

  　天井は高くて床も広いが、空間の容積に比して装飾品はあまりに少ない。瀟しよう洒しやというよりは殺風景。出窓の両端に引かれたカーテンの柄も限りなく地味で、この空間に附ふせられた社交室という名前がその名通りの機能を果たしているのかひどく怪しい。

  　九月初旬――姫ひめ路じコロニー市庁舎と同じ敷地に立地する澁しぶ澤さわ美み歌か子こ私邸である。

  　美歌子はひとり、その殺風景な社交室の真ん中で安楽椅い子すに腰掛けて高い天井を見上げていた。

  　華きや奢しやな身体を真っ白なガウンに包みこみ、感情を宿さない紫し紺こん色の瞳をまっすぐ上方へむけている。ぞんざいに下ろした長い黒髪が濡れそぼっているのは湯ゆ浴あみのあとだからだ。住み込みの侍女たちを下がらせて、いまここには美み歌か子こひとりの時間が音もなく流れている。

  　やがて大きな出窓から桟さんに切り取られた月光が室内のなかほどまで入り込み、美歌子の顔を朧おぼろな色に照らし出した。

  　その面差しから普段の張りつめたものは取れている。しかし柔らかくはない。感情というものが剥はく落らくした、空うつ蝉せみの表情だ。蒼い月光に晒さらされて、湯浴みしたばかりの細さい膩じな肌が艶つやめいた色を帯びている。

  　不意に、その薔ば薇ら色の唇がかすかにひらいた。

  「生きていた」

  　本人以外の誰にも聞き取れない声だった。感慨を込めたというよりも、意識の間かん隙げきを縫って魂の奥底から勝手に洩もれてきた声だった。その証拠に、おのれの呟きを聞いた美歌子の表情が著しく曇った。普段、市庁舎の執務室で見せているような険しい色がその人形じみた面おも貌えりに浮かんでくる。

  　美歌子はいま、おのれの心を持てあましていた。

  　これほど感情の起伏を覚えることなどいったい何年ぶりだろう。

  　発端は今日、白しら谷たに三さん座ざから寄せられた鳥とり辺べ野の大隊全滅に関する報告書にある。

  

  　この時代、遠えん隔かく地ちの情報を知るには膨ぼう大だいな時間と手間がかかる。戦いくさにしろ天災にしろ、一般庶民が遠い土地で起きた出来事を知るには口く伝でんに頼る以外ない。これは当然のように内容が歪ゆがめられるし、敵対する共同体が偽の噂うわさを広めることもあるから信しん憑ぴよう性に乏しい。他地域に関して信頼出来る情報を手に入れるには、それなりの金と時間と人間を費やして情報収集・精せい査さ専門の機関を運営するしかない。それでようやく東京における鳥辺野大隊全滅に関する確固たる詳細を知ることが出来る。

  　白谷の直じき筆ひつによる整然とした報告書は、鳥辺野大隊を潰かい滅めつに至らしめた「存在」について多くの紙面を割さいていた。これについては白谷自身も精査の必要を感じたらしく、事件発生後に新たな放ほう免めんを複数名派は遣けんして追加調査を行い、より精度の高い情報を収集することに成功していた。

  　その結果、白谷の筆は確信を持って次の事実を書き留めていた。

  　――簒さん奪だつ王おう、再さい臨りん。

  　三〇年前、加か古こ川がわで死んだはずの霧きり崎さきキリヒトは生きていた。

  

  「なぜだ」

  　月明かりに晒さらされ、高い天井を見上げたまま、美歌子の自問がつづく。

  　生きているはずがない。あのときテラトマの刀身には、澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけ自らが生成した細胞壊え死しウイルスが塗り込められていた。

  　キリヒトと竜りゆう之の介すけ、そして美み歌か子こ。

  　不死身の三者の肉体を作り上げた不老不死ウイルス――

  　その制作者は竜之介だ。そして、彼だからこそ不老不死の肉体を滅し去るウイルスも作成出来た。

  『万が一のときはこれを使え』

  　旅立ちのあの日、竜之介はそう言って、秘かに美歌子へキリヒトを殺すことの出来るウイルスを託たくしていた。

  　そして――万が一のときが来た。

  　美歌子は加古川でキリヒトの胸へ王剣テラトマを突き立てた。燃えさかる刀身には細胞壊死ウイルスが組み込まれていた。キリヒトの肉体は傷口から砂のように崩れていき、橋の欄らん干かんから真っ逆様に川面へ落ちていった――

  　あれで生きているはずがない。

  　なのに、生きている。

  「ありえぬ」

  　壊死ウイルスがなんらかの事情により機能しなくなったとしか考えられない。

  　もしくはウイルスの活動を制せい御ぎよ出来る何者かが介かい入にゆうし、キリヒトの肉体を崩ほう壊かいから救った――のではないか。

  　しかしそれをやるには竜之介と同程度の知識を持つ分子生物学者が必要になる。あのときの神かみ追おい軍ぐんにそんな学識を持った人物など――

  　そこまで考えたところで、美歌子の脳のう裡りにとある女性のとぼけた顔が浮かんだ。

  「ＦＯＸＰ２」

  　通称フォックス。彼女にはそれが出来る。

  　フォックスは生物学者ではない。しかし竜之介が彼女の遺伝子を改変して組み込んだ永久記憶能力がある。そして彼女はいつも父親にくっついて離れようとしなかった。竜之介が生物学的実験にいそしむ過程を全て見学して記憶に留めていたとしたら――フォックスには竜之介と同程度の生物学的知識が身に付いている。

  　フォックスならばあるいは、崩壊するキリヒトを救うことも可能だったのではないか。

  　現に彼女はあのあと姫ひめ路じへ同行せず、神追軍から行方をくらましている。もともとがお人ひと好よしでお節せつ介かいな性分だった。彼女がその個性を存分に発揮して死に瀕ひんするキリヒトをかくまい、その永久記憶能力を用いてあらゆる処方を行い看病したならば――キリヒトが生き延びることも不可能ではない。

  　以上は仮定に過ぎない。確かめる術すべはもはやない。だがこれまでに白しら谷たにのもたらしてきた情報の精度を鑑かんがみたなら、霧きり崎さきキリヒトが生きている事実は受け入れなければならない。それを疑うことは白しら谷たにの能力への侮ぶ蔑べつだ。

  　報告書には、滅失の苦杯を舐なめたキリヒトは一いつ介かいの流れ者と化し、往時のような精彩は微み塵じんも見受けられない……とあった。死ねない身体を抱え、なんの目的もないまま、ただ『力』を抑えつけるためだけに生きている――なんとも彼らしい、と美み歌か子こは思う。

  　シャンデリアに据すえられた二四の燭しよく台だい。そこで揺らめく炎が、出窓から差し込む蒼い月光と相まって、凍いてついた美歌子の表情を静せい謐ひつのうちに照らし出す。

  　無音のときが流れる。

  　不意に美歌子の腰が安楽椅い子すから持ち上がった。

  　白いガウンすがたのまま、美歌子は広すぎる社交室の一隅へ歩いていく。

  　石敷き床に直接据えられた剣けん架かへ王剣テラトマは無造作に掛けられていた。

  　美歌子の右手がその柄を握り、鞘さやから引き抜く。

  　同時に柄から八本の銀針が躍り出て、鉤かぎ状に曲がり、美歌子の手首に突き立った。

  　乾きを潤うるおすかのごとく、テラトマは美歌子の腕へ八つの舌を這はわせ、その肉のなかへ侵入していく。

  　手首から瑞みず々みずしい血液が滴したたり落ちる。湯ゆ浴あみしたばかりの肌のうえに朱色の筋が幾つも曳ひかれる。白いガウンが赤く染まる。美歌子はただ端たん然ぜんと、おのれの体内へ食い込んでくる銀針を眺めるのみ。

  　針は肘ひじの辺りで止まった。

  　美歌子の肉体を構成している不死細胞が再生をはじめる。

  　テラトマは増ぞう殖しよくするその細胞を針を通して思うさまに喰らう。美歌子は睫毛まつげひとつ動かすことなく、王剣の食事を睥へい睨げいしている。

  「聞いたか人喰いテラトマ。お前の主人が生きていたぞ」

  　美歌子の言葉に呼こ応おうしたのか、テラトマの刀身から紫の炎が逆巻きながら噴き上がった。

  　この炎の源は美歌子の血肉に外ほかならない。彼女の細胞再生能力を攻撃力へ転化してこそ、王剣テラトマの斬きれぬものなき絶ぜつ対たい斬ざん撃げきが可能となる。だからテラトマを握るものには文字通りに身命を削りながら敵と戦う宿命が降りかかる。

  「わたしの血とキリヒトの血、どちらが好みだ」

  　紫の炎が凍てついた美歌子の嘲ちよう笑しようを照らし出した。テラトマは歓喜に震えるがごとく、美歌子の面前でただ燃えさかるのみ。

  　美歌子の摺すり足が前へ送られた。

  　テラトマが唸うなる。

  　剣の軌道に蛍ほたる火びのごとく火ひの粉こが散る。美歌子は後ろに引いていた左足を前へ送り、右足をさらに一歩踏み込む。

  　上段に構えていたテラトマが一直線に空間を切り裂く。

  　立ち塞がるものを全て両断する紫の斬ざん撃げき。

  　炎の尾を曳ひきながら美み歌か子こは舞う。

  　観衆がいたなら全員が魂こん魄ぱくを奪われるであろう、火か焔えんに彩られた流りゆう麗れいな剣舞だった。

  　縦に斬りおろされた剣けん尖せんが、右斜め上方へ斬り上げられ、足さばきで旋転する美歌子の動きに絡まるように、刀身から発せられる炎が放射状に周囲へ散る。振られるたびに巻き起こる剣風が燭しよく台だいの火を揺るがせ、掻かき消してしまう。やがてすべての照明が吹き消され、社交室を照らすものはテラトマの炎だけとなった。

  　紫の火焔と共に、いつまでも美歌子は舞った。

  　炎が彩る、円と直線の軌道。いつのまにか美歌子の動きにやや遅れて、光る水滴が空間に散っていた。

  　それは汗だろうか。湯浴みの名な残ごりかもしれない。尽きることなく、きらきら輝くそのしずくが美歌子から流れ出てくる。

  　薔ば薇ら色の唇がひらいた。

  「小娘でもあるまいに」

  　その声はかすれていた。わずかな感情が言葉のうちににじんでいた。

  　呟くと同時に、美歌子はからまりついた全てのものを断ち切ろうとするかのごとく、鋭く踏み込むとテラトマを斜め上方へ斬りあげた。
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  　剣風が吹き抜け火ひの粉こが散る。

  　紫の蛍ほたる火びのただなか、きらきらした水みず飛沫しぶきもまた、美み歌か子この頬から飛散する。

  　忘れ得ぬ光景が美歌子の脳のう裡りに閃ひらめいていた。

  

  　旅立ちのあの日――

  　蒼そう竜りゆうにまたがり、ただ一心に西方を見ていた霧きり崎さきキリヒト。

  『行こう、わたしのレヴィアタン』

  　知らず洩もれた、あの言葉。

  『我ら永えい劫ごうに、レヴィアタンの旗のもとに』

  　三千の唱和と共に翻ひるがえる、聖獣レヴィアタンの旗。

  

  　震える言葉が美歌子の唇から洩れた。

  「わたしの書いた配役表にお前の名はないよ、キリヒト」

  　吐き捨てると、美歌子はその面影へむかい、燃え立つテラトマを横一文字に振り抜いた。

  　なにもかも、その一いち戟げきのもとに斬り捨てようとするかのごとく――

  　剣けん鋩ぼうから散った炎が、なにもない空間を峻しゆん烈れつな色に灼やいた。



  


  八．

  

  　思うさまに西の空を焦こがしてから、夕日は多た摩ま川がわの上流、なだらかな山のつらなりのむこうへ落ちていった。

  　青紫色をした透明な幔まん幕まくが空の裾すそへ翻ひるがえる。晩夏の夕映えはどこか切ない。堤防を吹き抜けるおだやかな風は次の季節の匂いを孕はらんでいた。

  　多摩川河川敷には大きな矢倉が組まれていた。高さは七メートルほど、材木と壁板を組み合わせた内側には油を染みこませた藁わらが詰めてある。その矢倉を中心にして、多摩川沿岸共同体から集まってきた人々が数百名ほど群れていた。

  　人々の表情に明るさはない。沈ちん痛つうな面もちがそこかしこ、家族や友人と手を繋つなぎ、肩を寄せ合うように居流れている。

  　白しら河かわコロニーとの血戦から二週間が経っていた。

  　今こ宵よいはあの戦いに参加して命を落とした戦士たちの慰霊祭だ。

  　夏の初めは星せい夕せき祭さいで賑にぎわったこの河川敷だが、夏の終わりのいま、あの華はなやかさの名な残ごりは微み塵じんもない。ただ近しい人を失い、残された者の悲痛だけが色濃く沈ちん澱でんしていた。

  　やがて夕映えが夜の色に塗り込められ、川かわ面もに星灯りが銀砂のごとく蒔まかれた頃、調ちよう布ふ新しん町まち町長高たか比ひ良ら啓けい十じゆうの右手が挙がり、矢倉に火が入れられた。

  　追つい悼とうの炎が星空を指し示す。炎の輪りん郭かくから千切れ飛んだ黄き薔ば薇ら色の粒子たちが絡まり合い、妖精の輪りん舞ぶみたいに悲しみの夜を流れてゆく。

  　葬送の笛の音がその炎に寄り添う。細く、高く、儚はかない夢幻の旋律が清せい冽れつな水流となって葬列の狭はざ間まを巡る。戻らない人の面影が瞼まぶたの裏に映じるのか、河川敷のあちらこちらからすすり泣きが洩もれる。

  　町役場の職員たちが矢倉から種火をいただき、灯とう籠ろうの中の蝋ろう燭そくに火を移していく。灯籠は色とりどりの和紙に慰霊のための透かし絵が入れられ、これに火が入るとおぼろな色彩が夜闇に浮かび上がる。詰めかけた人々は職員たちから灯籠を受け取り、故人の思い出の品や自らの髪の毛、摘み取った野の花などをその中に入れ、次々に多た摩ま川がわの暗い水面へ浮かべる。

  　僧そう侶りよたちの読ど経きようがはじまり、幾百の灯籠が黄色や橙だいだい、薄桃色の光をさざ波へ溶かし込む。むれなす色彩たちはゆっくり下流へと流れてゆく。行くものはもう戻らない。流転する命の在り様をこのひとときに圧縮したような、悲しくも美しい灯籠流しの情景だった。

  　まっさらな子鹿色の軍服に身を包み、ユーキは受け取った灯籠に自分の髪の毛を入れると、かつて護岸のために設置された石組みの段差に降りたち、そこから腕を伸ばして川面へと浮かべた。檸れ檬もん色の灯籠はゆらゆらと揺れながら他の色彩たちと寄り添い、真っ暗な水面へおのれの色を映して、彼方かなたの闇を目がけ流れ去っていく。

  　石組みの岸辺に両の膝をついたまま、ユーキはじっと、小さくなっていく檸檬色を見送っていた。死んでいった味方と、自分が殺あやめた敵。ユーキは両者のために髪の毛を手向けた。

  　その傍かたわら、リオも藍緑色の和紙を張った灯籠へ彼ひ岸がん花ばなを手た向むけ、小さな手を差し伸べて川面へと浮かべる。幼いその顔にも悲しみがにじんでいた。よく道で挨あい拶さつを交わす農夫や、雑貨屋の気のいいおじさん、たまに売れ残りをおまけしてくれた魚売りのお兄さんが帰らぬ人となった。みな、とても戦いにはむかないような穏やかな人たちだったが、この町と家族を守るために自分の命を差し出してしまった。残されたものに出来ることは、悼いたむことと感謝することだけだ。

  　ユーキの肩にリオは頭をあずけて、夜の底の色彩たちを見ていた。

  　儚はかない光たちは星くずさながらにまとわり合い、きらめいて、頻闇の彼方かなたへ消えていく。

  　かりそめの姉妹は言葉もなく、目の前を行き過ぎていく灯籠たちを見送った。

  「久く坂さか先輩、隣、いいですか？」

  　不意に声をかけられ背後を振り返ると、蜜み柑かん色の灯籠を持った牛うし丸まるがしょぼくれた顔をしていた。あの戦い以来、彼はずっと思い詰めた様子で、以前のような元気がない。

  　ユーキはかすかな微笑ほほえみを口元に浮かべた。

  「うん」

  　牛丸は申し訳なさそうにユーキの左隣に膝を下ろすと、リオに短く挨あい拶さつしてから灯籠を川面へ流した。そして腰を下ろし、両膝を胸の前にくっつけて折り曲げ、いまにも泣き出しそうな潤うるんだ目で去っていく灯りを見つめる。

  「怖いです。自分のことが」

  　長い沈黙のあと、牛うし丸まるはうつむいたままぽつりと言った。

  「僕……僕は……全部覚えてます。どうやって敵を斬ったか、どうやって相手を、もう立ち向かってこれないようにしたのか……全部、覚えてます」

  「うん」

  「あのとき、頭がすごく冴えて、集中力が上がって……敵兵ひとりひとりの動きが、はっきりと見えました。動きっていうか、動く前の動きっていうか……これから相手がどうやってこっちに打ちかかってくるのか、全部わかったんです」

  「うん。ウッシー、そんな感じだった。すごかったよ」

  「いえ、でも、なんだか……自分が自分じゃない感じがして……僕が知らない誰かが僕を動かしていたような……」

  　牛丸は自分の状態を的確に表現する言葉を探している様子だった。しかしうまくそれが出てこない。雨に濡れた捨て犬みたいな顔をユーキにむける。

  「僕、殺人鬼みたいじゃありませんでした？　人を殺すことをなんとも思わない、冷れい酷こくな、悪魔みたいな。実際、僕、あのときなんとも思ってませんでした。なんとも思わないどころか、その……僕は……」

  　言葉尻はしおれていって、そのまま夜のなかへ消えていった。リオが身体を前にのめらせて心配そうに牛丸を見やり、身体を戻してユーキの横顔を見上げる。

  　牛丸はたくさんの敵兵を斬きり落とした罪の意識にあれからずっと苛さいなまれている。隔かく絶ぜつした天来の戦闘能力に比して、牛丸の人間性は可か哀わい相そうになるほど優しくてまっすぐだ。まだ一五歳の牛丸には、自分が生まれ持った力の意味が理解出来ない。白しら河かわとの戦いが終わって以来、彼の心根は、自らを傷つけて責める方へむかっている。

  　牛丸が混乱していることがユーキにはわかった。優秀な万能型特とく進しん種しゆとしての能力が、敵を斬るのと同じ力で彼の心を切り刻んでいる。それはユーキ自身も苦しんだことのある感覚だった。

  　ユーキの桜色の唇が、左隣の牛丸へむかいひらいた。

  「ウッシーがいなかったら、わたしはたぶん、あそこで死んでた。ひとりじゃ絶対に保たなかった。ウッシーが勇気を出して剣を握ってくれたから、第一列のみんなは大勢助かったんだ」

  「…………」

  「ありがとう。ウッシーのおかげで、たくさん味方が助かったよ。悪魔なんかじゃない。ウッシーは勇ゆう敢かんで頼もしい戦士だ」

  「……久く坂さか先輩……」

  「殺すことを楽しんだんじゃない。ウッシーはみんなを守ろうとしてた。わたしは一番近くで見てたから知ってる。必死に、一生懸けん命めい、最前列で身体を張って戦ってた」

  　ユーキは右隣のリオを見下ろした。

  「リオも感謝してるよ。ウッシーが一生懸命戦ってくれたからこの町は助かったんだ。リオが無事だったのもウッシーのおかげだし。な？」

  　リオは生き真ま面じ目めな顔で頷きを返すと、身を乗り出して、牛うし丸まるの右手のひらを手に取った。

  「リオちゃん……？」

  　牛丸をいたわるように、リオは両手で彼の手のひらを優しくくるみ、心配そうにそっと撫でる。戦いのなかで牛丸が得た悲しみや痛みを共有したい様子だ。悲しそうに微笑ほほえみながら、大勢の人間を殺あやめた牛丸の手を大事そうにさする。

  　リオは言葉が話せない。

  　けれど手のひらを通じて、真しん摯しな思いやりの気持ちは不思議に牛丸の心に届いていた。どんな言葉よりも滞とどこおりなく、滔とう々とうと、濁りのない清らかな感情が牛丸の破れた心の表面へ沁みていった。

  「リオちゃん……」

  　こらえきれないものが一筋、牛丸のまなじりを伝った。

  　リオは微笑んだ。彼女に片手を預けたまま、牛丸はうつむいて嗚お咽えつした。溢あふれ出たものがぽたぽた、岸辺の石組みを濡らした。

  　ユーキはリオと顔を合わせて頷き、座っていた場所をリオに譲ゆずった。リオは牛丸に身を寄せるようにして腰を下ろすと、ただ黙って彼の手を握っている。戦いから帰還した騎士の手を握る幼いお姫様のように見えた。牛丸は懸命に泣くのをこらえようとしているらしいのだが、こみあげてくるものを抑えることが出来ない。

  「今日は思い切り悲しめばいいよ。いろんな理り不ふ尽じんなことに打ちひしがれよう。落ち込めるだけ落ち込んで、気が済むまで泣いていいと思う」

  　ユーキは川かわ面もへむかい、独ひとり言ごとのようにそう言った。

  「でも明日からはまた元気を出そう。無理矢理でもいいから。ウッシーは明るくて元気なのが似合うよ、うん」

  「……はい……僕は……僕も……」

  　涙と鼻水まみれの牛丸はなにごとか返事をしようとするのだが言葉にならない。ユーキとリオは顔を見合わせて微笑み、牛丸を真ん中にして、両側からふたりで彼の肩に手を置いた。

  　辛つらいことがあって落ち込むことは簡単だけど、そのあとにまた胸を張って立ち上がることは簡単ではない。けれど牛丸はきっと明日には無理にでも明るく振る舞ってくれるだろう。ユーキはそう思った。

  　さざめく川面にさまざまの色彩をにじませ、三人の目の前を幾百の灯とう籠ろうたちが柔らかく光りながら流れていった。背後の河川敷ではいまだ燃え立つ矢倉がごうごうと夜空を焼いていた。天を指す紅ぐ蓮れんの火か焔えんのむこう、遙はるかな空の高みから、幾千の星彩が地上の人々の営みを見下ろしていた。

  　やがて全ての灯とう籠ろうが川の流れのむこうに消え去っても、笛や和わ琴ごんによる葬送の譜ふは奏かなでられていた。矢倉は燃え尽きて崩され、代わりに篝かがり火びへ火が入れられた。この一夜に全ての悲しみを洗い流そうとしているのか、町の人たちは互いに寄り添うようにしていつまでも川べりに居並んでいた。氾はん濫らん原げんの草むらにはいつのまにか秋の虫がすだいていた。

  

  　慰霊祭の翌日、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうは白しら河かわ戦における論ろん功こう行こう賞しようを発表した。

  　戦功一位、岩いわ佐さ木き満みつ男お。迂う回かいしてきた敵てき重じゆう騎き兵へい団だん及び抜ばつ刀とう隊たいを単たん騎きにて潰かい走そうへと追い込み、逆に新しん宿じゆくを迂う回かいして敵決戦兵団を殲せん滅めつした。

  　戦功二位、久く坂さかユーキ。孤立した第一列をよく守り、兵数・装備ともに勝る敵の反復攻撃を耐えしのぎ、味方の反撃を呼び込んだ。

  　戦功三位、真も岡うか牛うし丸まる。孤立した第一列をよく守り、戦局終盤には敵決戦兵団を単身掣せい肘ちゆうし、岩佐木による迂回攻撃を成功へと導いた。

  　以下、羽は染ぞめ静しずか、鳥とり辺べ野のミゲル、執事雨あま宮みや、タマ、斎さい藤とう準じゆん平ぺい、百ひやく武たけ沙さ也や加かと評価がつづく。しかし列れつ叙じよされた二十数名のなかに、高比良啓けい一いち郎ろうの名は遂ついに見み出いだすことが出来なかった――



  


  九．

  

  　夕刻、鶴つる木き山さん楼ろうの展望台から見下ろす播はり磨ま灘なだは湖面さながら静止していた。

  　風がない。さざなみもない。黄金の延べ板みたいな海面に島影が幾つも縫ぬい止められている。模型だと言われれば頷ける眺望のただなか、海鳥だけが白い翼をぴんと張り、気持ちよさげに夏の終わりの空を遊ゆう弋よくしている。

  　九月中旬。おそらくこれが今年最後の夕ゆう凪なぎだろう。風が止まることで生まれるじっとりした温気も、どこか次の季節の匂いをにじませていつもの不快さがない。

  　展望台の白い木柵に片手を置いて、澁しぶ澤さわシュンは風のない夕景を眺めていた。

  　今年で一八歳になる。長めに伸ばした髪の毛と銀縁の眼め鏡がね、その奥に利発そうな澄んだ色の瞳がある。純白の兵装に包まれたその長身痩そう躯くはもはや青年といって良い。白い滑らかなその肌を黄こ金がね色いろの夕日が舐なめて、なにやら艶えん冶やな色さえ佇たたずまいに添えている。

  　澄んだ色の瞳を凝こらして、静止した島影が時間と共に尾を長くしていくさまを見ていた。やがて夜の底へ沈んでいくのが惜しくなる景観だった。

  「黄昏たそがれてるな」

  　突然、背後から声を掛けられた。振りむくこともなく、シュンは答える。

  「黄昏たそがれてるよ」

  　声の主はシュンの感傷などどこ吹く風、無骨な半はん長ちよう靴かの靴底を展望台に降り立たせると、シュンの傍かたわらの手すりに肘を下ろした。

  「おれも黄昏れるぞ」

  「よそでやってくれない？」

  「冷たいやつだな。いい知らせを持ってきてやったのに」

  　澁しぶ澤さわタケルは肩をすくめて、少年くささの抜けない精せい悍かんな顔を夕ゆう凪なぎへむけた。シュンに比べると野性味がにじむ顔立ちだが下品ではない。絹きぬ糸いとで刺し繍しゆうした狼のごとく、気高さと荒々しさを矛盾させずに容よう貌ぼうに同居させた一九歳のタケルだった。

  

  　あの脱走事件から五年が経っていた。

  　カヲルと別れた直後に来くる栖す兵へい団だんに捕ほ縛ばくされ、姫ひめ路じコロニーへ連行されたシュンとタケルを待ち受けていたのは最高法務官による「斬ざん首しゆ刑けい」の宣告だった。ふたりは姫路市庁舎前広場にて断頭台の露つゆと消える運命を担わされたのである。

  　しかしたちまち市民たちの間から助命嘆願の声が沸き起こった。酷こく薄はくな最高法務官の横暴を糾きゆう弾だんする声が巷ちまたに充ち満ち、若く美しく、思いやりと勇気に溢あふれた天使候補生ふたりを擁よう護ごする市民運動が展開された。プラカードを掲げた市民達は姫路市庁舎を取り囲み、涙ながらに候補生たちの減刑を姫路市長へ訴えかけた。最高法務官の決定を覆くつがえせる権限が美み歌か子こには賦与されているからだ。

  　もちろんこの運動、影で糸を引いているのは美歌子である。シュンもタケルも厳選に厳選を重ねた末に選抜され、そこから長い時間と手間暇をかけて育て上げた飛びきり稀き少しような特とく進しん種しゆだ。脱走くらいで斬首するはずがない。市民たちの嘆願を美歌子が聞き入れるかたちでシュンとタケルは「五年間の禁固刑」に処せられて事件は決着を見た。禁固もなにも幼い頃から鶴つる木き山さん楼ろうに軟禁されていたふたりにとって笑い話のような刑けい罰ばつだった。

  

  「――で、いい知らせって？」

  　シュンの問いに、海へ目を送ったまま、タケルは答えた。

  「宇う佐さ見みさんがこっそり教えてくれた。間違いない。鳥とり辺べ野の大隊の遠征目的はカヲルの奪還にあった。そして――遠征は失敗した。カヲルは東京にいる。あれからおれたちとの約束を守って、東京に行ったんだ」

  　シュンはしばらくなにも言わずに、黄金の光を浴びていた。それから口をひらく。

  「生きてたんだね。カヲル」

  「ああ。あいつがそう簡単に死ぬもんか」

  「そうだね。死ぬわけないよね……」

  　口ぶりに自然な感慨が混じる。シュンの胸いっぱいに静かな喜びが広がっていく。

  　しばらくふたりとも口をひらくことなく、それぞれの思いに浸っていた。この山さん楼ろうでカヲルと過ごした記憶を脳のう裡りに蘇よみがえらせようとする。

  　けれどカヲルの辛つらそうな顔も、泣きそうな顔も、笑顔も――五年という歳月は彼方かなたに流し去ってしまっていた。飽あきるほどに見たはずの彼女の顔がいまではなんだか霞かすみがかかったようにぼんやりしていて、はっきりと思い出せない。

  「あいつも一七歳か」

  　真っ赤な空を見上げて、タケルがぽつりと呟いた。シュンは島影から目を動かさず、

  「成長してるかな」

  「そりゃするだろ」

  「うん、するだろうけど……想像つかないよ」

  「大人になったかな」

  「なってるだろうね」

  「やっぱ、もてるかな」

  「もてそうだね」

  　シュンの答えを受け、タケルはもどかしそうに手すりの上に両腕を寝かすと、そこへ顎あごを乗っけて遠い眼差しになった。溜ため息いき混じりの言葉が洩もれる。

  「だな。あいつ、もてるだろうな……」

  「だね……」

  「……でも、あいつ暴力ふるうからな。意外ともてないかもよ」

  「うん。暴力ふるうよね」

  「がさつだし。あぐら組むし。料理ひどいし」

  「うん。料理ひどいよね」

  「なんだっけ、あれ。キャベツの千切り。笑ったよな」

  「キャベツが六つに切ってあったやつ？　あれはひどかったね。千切りまであと九九四足りないって大笑いしたっけ」

  「そうそう、そしたら泣きながら包丁持って襲いかかってきたんだ。あいつ料理ひどいし凶暴だからな。あれじゃもてないな、絶対」

  　そう自分に言い聞かせながらタケルは遠い海を見やった。もどかしそうに両足を動かして、靄もやがかかったカヲルの顔に輪りん郭かくを与えようとする。けれどうまくいかない。

  　容姿はきっと変わっているから思い出しても意味がない。とタケルは自分を慰めた。

  　けれど顔立ちがはっきりと思い出せなくても、約束の言葉ははっきり胸に刻んである。忘れたことは一日もない。

  『迎えに行くよ。美み歌か子こを討うってから』

  　あの場の思いつきの約束ではない。それが自分の使命だと、タケルは確信している。

  　――美歌子を倒して、おれはカヲルを迎えにいこう。

  　美歌子さえいなくなればもうなにも怖くない。天使候補生という身分を十じゆう全ぜんに生かして姫ひめ路じ全軍を掌しよう握あくし、ベヘモスの旗を翻ひるがえして、立ち塞がった共同体を蹂じゆう躙りんしつつ一気に東京を目指すのだ。きっとカヲルは涙を流しておれの胸へ駆け込んできて、それで――

  「いま、ものすごく幸せな空想に浸ってる？」

  　横合いからシュンの言葉が氷水さながら降ってきて、タケルは慌あわてて広がっていた鼻の穴を閉じた。

  「い、いや、そんなことはない」

  「鼻の穴がすごく広がってたよ。大丈夫？」

  「う、うるさい、突っ込みが細かいんだよ、お前は。カヲルが生きてたのがうれしかっただけだ」

  　タケルはもごもごとごまかし、それから太陽が落ちていくのと反対側、東の空を指さした。

  「東京ってあっちか？」

  「うん？　ああ、東京ね……ここからだとそうだね、東北東かな」

  　シュンは海ではなく、薄紅色に染まる中国山地の低い山並みを指さした。

  「よし、カヲルに合図送るぞ」

  「合図？」

  「おれたちも元気でやってるって、合図」

  　タケルはそう言うと、剣けん帯たいに吊つるしたサーベルを引き抜き、剣けん尖せんを腰の後ろに回して低く構えた。下した氣き海かいから呼び出された練れん氣きが鈍く発光しながら刀身にまとわりついてゆく。

  「ねえタケル、それはちょっと……」

  「いいだろ。今日はカヲルが生きてるってわかった記念日だ。手すりくらい安いもんだよ」

  　悪いた戯ずら小僧そのものの表情で、タケルは日頃培つちかってきた練氣を全て刀身へ絡ませた。射しや出しゆつする前から既に剣尖から剰じよう余よ分ぶんが滴り落ちるようなすさまじい量だ。

  　タケルの目が東北東の空をむいた。清せい冽れつな笑みが顔の上を裂く。

  「東京まで飛べ」

  　言い放ってから、サーベルの剣尖を右斜め上へ切り上げる。

  　凄せい絶ぜつな光が裂けた空間から溢あふれ出た。別の次元から来たもののごとき光の奔ほん流りゆうが鶴つる木き山さん楼ろうを包み込み、夕ゆう凪なぎの播はり磨ま灘なだの島影がふたつに増えた。

  　直視することが出来ずシュンは氣き弾だんから顔を背ける。まともに見たなら網もう膜まくを灼やかれてしばらく視界が利きかなくなる。それほどにそこに圧縮されている練氣は膨ぼう大だいだ。

  　裂け目から出現した太陽の子供のごときタケルの氣き弾だんは、山楼に風を呼び込んだ。氣弾が孕はらんでいる熱のすさまじさゆえに火ひ旋風つむじが生まれる。

  　夕ゆう凪なぎが破壊された。

  　暴ぼう虐ぎやくな氣き弾だんは、螺ら旋せん状に回転しながら風をまとい、青い光の尾を曳ひきながら中国山地の彼方かなたへと消えていく。

  　シュンは顔を戻して無惨に破壊された展望台の手すりを眺め、長い溜ため息いきをつくと、満足そうに眉の上に手でひさしを作って氣弾の消えていった空を眺めるタケルへ皮肉を放った。

  「明石あかし大おお橋はしを越えたら万ばん々ばん歳ざいだね」

  「いや、大阪湾くらいは届くかもよ」

  「良くて神こう戸べあたりかな。そこまで届くだけでも充分すごいけど」

  「手厳しいな、相棒」

  　そう言って、にこりと笑ってサーベルを剣けん帯たいに収めるタケルへ、シュンはもう一度溜息を送った。いつまでも子供っぽさの抜けない腐れ縁の相棒だった。

  　しばらくのあいだ、ふたり並んで東の空を眺めていた。柔らかい風がいつのまにか山峡に戻っていた。

  「また会えるよな」

  　タケルの言葉には不安と希望がないまぜになっていた。シュンは頷く。

  「僕らがこの道を行くなら、会えるよ。いつか」

  　上空の雲が動いていた。輪りん郭かくのけばだった雲が空の低いところを流れはじめる。

  　暮れていく空がいつのまにか真紅ににまどろんでいた。タケルの純白の軍服は空と同じ色に染まっていた。

  　タケルは踵きびすを返し、凛りんと胸を張った。その頬には運命に挑みかかるような笑みがある。

  「行こう。おれたちの道を」

  　そう言って、血の色の空を背中に従え、タケルは展望台から降りていった。

  　シュンはひとり、展望台に残って焼け爛ただれた色の海を見ていた。夕凪が終わり、海面がざわめきはじめていた。潮の匂いを孕はらんだ海風がここまで吹き寄せてくる。

  「また会える」

  　シュンの呟きは風のなかへ消えていった。

  　天使候補生という道の先になにがあるのか、シュンもタケルもわからない。ただ美み歌か子この手のひらでいつまでも踊る気もない。いまはただ研けん鑽さんを重ねて実力をたくわえ、時期が来るのを待つしかない。

  　――いつか必ず美歌子を討うつ。

  　――それからカヲルに会いに行こう。

  　決意を胸に刻み込んだ。

  　海からの風が長い髪をかきあげる。

  　太陽は海の果てに沈みきり、血の色の空が海面へ薄うす化げ粧しようを施した。下腹が焼けた雲の群は夜の色に抗あらがっていたが、やがて星の瞬く漆しつ黒こくへと塗り込められた。夜の播はり磨ま灘なだには帆掛け船の灯りがぽつりぽつりと星みたいに浮かんでいた。大気は冷えていき、どこからか虫の音ねが啾しゆう々しゆうと流れてきた。

  　シュンはいつまでも夜風のなかに佇たたずんでいた。

  　玲れい瓏ろうとした満月が斑まだらな雲間を巡っていた。そういえば今日は中ちゆう秋しゆうの名月。

  「カヲルもあの月を見てるのかな」

  　知らず感傷的な台詞せりふを呟いて、自分自身に苦く笑った。



  


  エピローグ

  

  　慰霊祭から一週間後。

  　本日は中秋の名月なり、という名目のもと、久く坂さか家は例によって町役場から押し掛けてきた酔っぱらいたちに占拠されていた。

  　既に酔っぱらったタマは縁側に腰を下ろし、中庭でくにゃくにゃしながら奇怪な踊りを踊る斎さい藤とうに思うさま罵ば声せいを浴びせていた。役場に勤める酔っぱらいたちが五、六人、タマと一緒になって斎藤を言葉でなぶる。火傷やけどのあとにはまだ包帯が巻き付いているが、斎藤は酒さえ飲めれば元気が出るらしく、人格を全否定するような手ひどい罵声を浴びせるほどに彼の踊りはなぜか激しさとキレを増す。

  　中庭の馬鹿騒ぎを遠い目で眺めつつ、素っ気ない白いＴシャツと飾り気のないストレートジーンズ、普段着すがたのユーキはちゃぶ台の前にあぐらを組んで黍きび団だん子ごを頬張っていた。

  「この家、いつのまに酔っぱらいの宴会場になったんだ？」

  　傍かたわらのリオに問いかける。リオは笑顔で小首をひねる。まったく、と鼻から息を抜いてふたつめの黍団子を頬張ると、玄関の呼び鐘がぐわんと鳴った。

  「うわ、またお客だ。誰だろう」

  　ユーキはいそいそ玄関へむかった。サッシ戸のひらく音のあと、来客の足音が久く坂さか家の廊ろう下かから伝ってくる。

  「こんばんは、リオちゃん。あ、みなさんも。お月見してるって聞いて、お土産みやげ持ってきましたー」

  　まず居間に顔をのぞかせたのは牛うし丸まるだった。片手に掲げた籠かごには瑞みず々みずしいみかんがたくさん入っている。リオの表情がぱっと晴れた。

  「お邪魔します。が、わたくしにはお構いなく」

  　その背後から、上下ともどどめ色のジャージに身を包んだ静しずかが顔を突き出す。例によって水が低きに流れるようにリオの眼前を横切ると、居間の隅に正座したまま動かなくなった。

  「ウッシーと静さんが来たのに、一いちノの谷たにさんは来ないのか。珍しいな」

  　怪け訝げんな顔をしながらユーキが戻ってきた。牛丸がはきはきと問いに答える。

  「あ、一ノ谷課長、特別ゲストを呼ぶとか言ってました。もう少しあとで来ると思います」

  「特別ゲスト？」

  「はい。僕も誰だか聞いてないですけど、楽しみです」

  　ユーキは怪け訝げんな表情を浮かべたが、すぐに醒さめた目になってちゃぶ台の前にあぐらを組むと、牛丸が持参したみかんに手を伸ばした。

  　そのときふと静に目が行って、異変に気づく。静のジャージはいつもはえんじ色なのだが、今日はなぜかどどめ色だ。なにげなく口をひらいた。

  「静さん、今日はジャージの色が違いますね」

  　刹せつ那な――くわっ!!

  　静の瞳がこれでもかと見ひらかれた。かつて見せたなかでも最大のひらき方だ。重じゆう騎き兵へい隊の前に立ちはだかったときも、これほどまでには見ひらかれていない。

  　不意打ちを受け、びくっ、とユーキの背筋が反り返る。

  　昔のアニメの美少女ヒロインなみに、瞳に色とりどりの星を宿した静は、正座したままユーキを正面から見据え、

  「わたくしのジャージが……どういたしました？」

  　低く抑えた、凄すごみのある声で問いかけてきた。明らかに威い嚇かくだ。こちらを威嚇している。慌あわててユーキは顔の前で手を振って、

  「あ、え、いえ、あのっ、なんでもないです、少し気になっただけで……」

  「ジャージ、いつもと同じですよね？」

  「お、同じです、全然、見分けがつかないです、全く同じジャージにしか見えません……」

  　本能的に、ちゃぶ台に両手をついてユーキは頭こうべを垂れた。どうも触れてはならない問題だったらしい。平謝りに謝ると、ようやくアニメみたいな静の瞳が閉じてくれた。

  「美しい月ですね」

  　静しずかの言葉が凍いてついた居間にぽつねんと流れた。今後、静のジャージにどんな異変が見られようと、絶対に突っ込まないことをユーキは誓ちかった。

  　中庭での馬鹿騒ぎは佳か境きようを迎えていた。酔っぱらい達はハシゴをかけて久く坂さか家の一階屋根に登ると、「僕が考えた一番かっこ悪い着地の仕方」を発表しはじめた。

  　わあわあ言いながら酔っぱらいが次々に屋根から落下してきて、みすぼらしい、ばかみたいな、思わず尻を蹴けり上げたくなるような格好悪い着地を決める。難度の高い技に失敗して腕の骨を折り、のたうち回る酔っぱらいの上に情け容よう赦しやなく奇怪な体勢の酔っぱらいが降ってきて惨状に拍車をかける。どうも彼らはリオとユーキを馬鹿騒ぎに引き込みたくて身体を張った無茶をしている様子なのだが、リオとユーキは完全に中庭の酔っぱらいを黙殺してみかんを食べている。

  　ぼきぃっ！　すさまじい音を立ててタマの首の骨が折れた。ウケようと思って両手をパンツのなかに突っ込んだまま二階から飛び降り、頭を庭石に打ちつけてしまったのだ。

  「うえー、いてー。ほら見ろユーキ、ほら、ほら！　首の骨が折れてるよ、ほら、ほらっ」

  　異常な角度に首を折り曲げ、タマは中庭からユーキにむかってアピールする。

  　と、再び玄関の呼び鐘がぐわんと鳴った。ユーキはみかんの皮をちゃぶ台に置くと、

  「一いちノの谷たにさんかな。見てくる」

  　首の骨を折った酔すい漢かんに構うことなく玄関へむかう。

  　サッシ戸のひらく音のあと、一ノ谷の甲かん高だかい声が廊ろう下かから伝ってきた。

  　が、その直後――

  　真っ青な顔をしたユーキがおもむろに廊下をどたたたと走ってきて、焦った様子で居間をくぐりぬけ、あろうことか縁側の下に潜り込んでしまった。

  「なにしてんの、お前？」

  　怪け訝げんな顔で縁側の下をのぞき込み、タマが問いかけた。狭い暗い空間に寝そべったユーキは必死の表情で「しっ！」と唇の前に人差し指を立てる。

  　タマは居間へ顔をむけた。一ノ谷が笑いながら入ってくる。

  「だーかーらー、大丈夫だってばー。ほらユーキぃ、どこいったの？　ちゃんと挨あい拶さつしなさいよ――」

  　いつものようにのんびりした口調の一ノ谷の背後から現れたのは――

  「カヲルって匂うんだよね。特有の匂いがするの。逃げても無駄だよ、くんくん、くんくん」

  　青のサマーセーターに薄茶色のチノパンを合わせた、普段着すがたの鳥とり辺べ野のミゲルがポケットに両手を突っ込み、鼻をひくつかせながら久坂家の居間に足を踏み入れた。例によって両目を布でぐるぐる巻きにし、口元に歪んだ笑みを湛えている。その光景にタマも思わず感じ入った。

  「うおー、すげー。この家に鳥とり辺べ野のがいるよ。ありえねー」

  　その後ろからは、体格に合う服がなかったのか、力士が着るような青い着物に身を包んだ岩いわ佐さ木き満みつ男おが申し訳なさそうにつづく。

  「はじめ断ったのですが、大隊長命令ゆえ、申し訳ない、どうかお構いなく……」

  　そのあまりの重量に畳たたみがへこみ、床板が軋きしむ。岩佐木は顔をしかめて中庭へ降り立つと飾り岩に腰を下ろした。

  「すげーゲストだなー。こりゃレアだ」

  　タマは感心しながら一いちノの谷たにに言った。眼め鏡がねの奥の人の良さそうな瞳が細くなる。

  「ふたりともこの町を救ってくれた英雄よ。仲良くしなきゃ」

  「そうだねー。すごい活躍だったよねー。一緒にお酒を飲めるのはこっちこそ光栄だよー」

  　そう言って斎さい藤とうも鷹おう揚ように微笑ほほえみ、くにゃくにゃしながら、岩佐木に一いつ升しよう瓶びんを手渡した。申し訳なさそうに受け取ると、岩佐木は勧められるまま瓶びんに口をつけて直接に飲み干す。あぁ、と思わず感嘆の声を洩もらし、

  「うまい酒ですな。斎藤殿こそ見事な武者ぶり。スタジアムの攻防戦では苦労させられました」

  「なつかしーねー。終わったことだよねー。まあ過ぎたことは忘れて楽しく飲もうよ、うんうん。このお酒、僕の手作り。なかなかのもんでしょ」

  　斎藤のあとから町役場の職員たちも次々に岩佐木を取り囲んで酒を酌くみ交わす。白しら河かわ戦における岩佐木の戦いぶりはいまだに町内の語りぐさだ。この勇ゆう猛もうな戦士と語りあえるのは職員たちにとってもうれしいことだった。

  　岩佐木が友好的な雰ふん囲い気きに包まれる一方、鳥とり辺べ野のはひとり、鼻をひくつかせながらユーキを探し当てようとしている。リオが怯えて牛うし丸まるの背中の後ろにかくれ、牛丸はかよわい姫を守る騎士の形相で両手をひろげて鳥辺野がリオの存在に気づかないよう守っている。

  「こっち？　いや、こっちだな……」

  　鳥辺野がなにかの匂いを嗅ぎあてて踵きびすを返した。むかう先はユーキの隠れた縁側……ではなく二階につづく廊ろう下かだ。

  　ぎし、と鳥辺野の足が一段目にかかった途端、顔色を変えたユーキが縁側から飛び出てきた。

  「そっちはダメだっっっ!!」

  　二階にはユーキの部屋がある。鳥辺野の恐るべき嗅覚はユーキ本人よりも彼女の秘密の花園をまず嗅ぎあててしまっていた。

  「見つけたっ、カヲルっ！」

  　振りむいた鳥辺野の満面の笑みを、練れん氣きの籠こもったユーキの拳が清すが々すがしく砕いた。

  　ぐしゃあ。

  　鈍い音がして鳥辺野の身体が一直線に後方に吹っ飛び、そして、階段にめりこんだ。

  「きゃ―――――――――――――――――っ」

  　あまりの惨状に今度は一ノ谷の悲鳴があがる。戦場に出たこともない一ノ谷が、階段にめりこんだ人間を目まの当たりにしたのだから無理もない。砕けた鼻び梁りようから鼻血をふきあげて失神した鳥とり辺べ野のがようやく救助された頃、ユーキもなんとか一いちノの谷たにの言葉に耳を傾かしけ、落ち着きらしきものを取り戻していた。

  「わかりました、戦いくさに長たけたものが欲しいという町長の事情はわかりましたけど、でも、とにかく、わたしにあれを近づけないでください。そしたらＯＫです」

  　一ノ谷は困ったように眉の端を下げるが、鳥辺野へのユーキの嫌悪感も尋じん常じようではない。

  「そうねー。でも鳥辺野さんもみんなと打ち解けなきゃねー。ねえタマちゃーん。鳥辺野さんがユーキに近づかないように見張ってくれなーい？」

  　言われてタマの顔が一ノ谷にむいた。

  「えー。鳥辺野の見張りかよー。なんか損な役目だなー」

  「今度カレー作ってあげるからおねがーい」

  「うおー、まじか。カレー作ってくれるならいいよー。鳥辺野の見張りするよー」

  　タマはカレーが大好きだ。入手が難しい各種スパイスと野菜、肉、白米を材料とするカレーはいまを生きる庶しよ民みんにとって最高の贅ぜい沢たく品ひんであり、ハレの日でないとまず口に出来ない。

  「カレー、カレー」

  　タマは満面の笑みを浮かべ、失神した鳥辺野の髪を鷲わしづかみにして中庭に引きずり出すと、白目を剥むいたままの彼の胴体に腰を下ろして、出来るだけ遠い位置に腰を下ろすユーキへむかって声を張り上げた。

  「おーいユーキ、大丈夫だぞー。おれが見張ってるからなー。安心してみかん食ってろー。おれに任せとけー」

  　遠くからユーキの返事が届く。

  「頼むぞー。中庭から出すなー。次はないからなー」

  「おーい。目が怖いぞー」

  「お前も首の骨もとに戻せー。怖いぞー」

  「あ、忘れてた」

  　タマの首は九〇度に折れ曲がったまま、顔が横に向いていた。両手で顔を持って、気合い一発、ごきっと首の骨を元に戻す。過去のテレビ番組であれば『危険ですので絶対に真ま似ねしないでください』と画面下部にテロップが出るであろうタマの荒技だ。

  　畳たたみの上にあぐらを組んで、ユーキはなんとか落ち着きを取り戻して三つ目のみかんを剥むいた。

  　と、またしても呼び鐘がぐわんと鳴った。ユーキとリオは顔を見合わせる。

  「誰だろう。他にまだうちに来そうな人っていたっけな」

  　そう言っていそいそとユーキは玄関にむかう。何事かやりとりする話し声が廊ろう下かから聞こえてきて、やがて怪け訝げんそうな顔のユーキが居間に戻ってきた。こほんと咳せき払ばらいしてから、酔っぱらい一同にむかってぱんぱんと両手を叩く。

  「おーいみんな、聞いてくれ、え――と……遠方から偉い方の来客だ。失礼のないように」

  　ユーキの後ろから現れたのは、黒い鍔つばつきの帽子をかぶり、ぴんとした赤い乗馬服に白い乗馬ズボンを合わせた百ひやく武たけ沙さ也や加かだった。その背後には例によって燕えん尾び服ふくに身を包んだ妖怪、いや、執事雨あま宮みやが控えている。

  　久く坂さか家の居間に入ってきた沙也加は両手を腰に当てて凜りんと胸を張ると、

  「たまたま近くを通りがかりましたので、時には下しも々じもの者と交流するのも悪くはなかろうと思い参りました。すぐ戻りますからお気遣いなく」

  　何度も練習してきたかのような台詞せりふを堅い面もちで言い放った。

  　酔っぱらいたちは突然の珍客にやんやの拍手喝かつ采さいを送る。居い丈たけ高だかな態度だが沙也加の場合は潔いさぎよさがあって嫌味がない。うつぶせのまま気絶中の鳥とり辺べ野のを人間椅い子すにしたまま、タマがへらへら笑って手招きする。

  「おぉ、お嬢ちゃん、よく来たなー。いまみんなで一番かっこ悪い着地の仕方を研究してたんだ、お嬢ちゃんも一緒にやろうぜー」

  　ぼっ。そんな擬ぎ音おんと共に、沙也加の両頬が火が点ついたように赤くなった。あわ、と少し口が勝手にあいて、無理矢理その口を引き締め直し、つんと斜め上へ顔を持っていくと、

  「な、なんですの？　着地なんて、沙也加はそんなものに興味ありません。で、でも、どうしてもというなら参加してもよろしくてよ……雨宮っ！」

  「ははぁ、姫様っ！」

  「下々の者達と交流します。座を用意なさい」

  「ははぁ、しばしお待ちをっ！」

  　雨宮はしたたたた、と居間を横切って中庭に飛び降りてきた。雨宮の戦いぶりを目撃した役場の人間たちから悲鳴があがる。雨宮が瓶びん底ぞこ眼め鏡がねを光らせながら勢いよく近づいてくるだけで怖い。思わず心臓を守ろうとしたタマだが、雨宮は素早く周辺を見回すと、うつぶせで倒れたままの鳥辺野のお尻にハンカチをかけ、

  「姫様っ、こちらへっ」

  　地に額を擦こすりつけて平伏する。沙也加は横目でユーキをちらりと見やってから、しずしずと縁側から中庭へ降り立つと、へらへらするタマを見下ろして両手を腰に当て、

  「勘違いなさらないで。沙也加はあなたのような無ぶ粋すいな傭よう兵へいに興味などありませぬ。ただ所用でたまたま近くまで来たから……」

  「なんでもいいからさっさと屋根に登って着地しろよー。半端な技はダメだぞー」

  「まずはその着地とやらをお見せなさい。話はそこからですわ」

  　文句を言いながら、沙也加は躊ちゆう躇ちよなく鳥辺野のお尻の上に腰を下ろした。篝かがり火びしか照明がないため中庭は薄暗く、どうやら野外用クッションと勘違いしているらしい。タマと並んで鳥とり辺べ野のに腰掛け、頬を赤らめながら沙さ也や加かはうつむいた。

  　タマは居間にいるユーキを振りむき大声を張り上げる。

  「よしユーキ、お前、調ちよう布ふ代表でお嬢ちゃんに史上最悪の着地を見せてやれー」

  　遠くのユーキが牙を剥むく。

  「ふざけるな馬鹿―。そんな恥ずかしいこと出来るかー」

  「なんだよお前、八はち王おう子じのお姫様が見るんだぞ、そのくらいやれよ、使えねーなー」

  　ぼやいていると、頼みもしないのに斎さい藤とうをはじめとした役場の人間たちがハシゴを登り、それから次々と沙也加の目の前に無様な姿勢で落下してきた。沙也加の口がぽかりとひらき、

  「なんですの、この演目は？　調布新町のスポーツでしょうか？」

  「ああ、そうそう、この町のスポーツ。かっこ悪いほど得点が高いの」

  「まあ……世の中には不思議な競技がありますのね……」

  　沙也加は素直に感心しながら、奇怪な姿勢で四し肢しを折り曲げて落下してくる男たちに真剣な眼差しを送った。その背後で執事雨あま宮みやはどこからかティーポットを取り出すと、アイスティーをカップに注いでうやうやしく沙也加へ手渡した。それに口をつけて、沙也加は傍かたわらのタマへ目を送り、

  「それで？　あなた、お名前はなんと仰るの？」

  「へ？　おれの名前？」

  「べ、別に、なんとなく聞いてみただけですわ。あなたに興味なんて全く……」

  「タマだよ、タマ。名字ない、ただのタマ」

  「タマ……？」

  「すげえ名前だろ。あの子が付けたんだ」

  　タマは居間でみかんを食べるリオを指さした。指をさされて、リオは笑顔で片手を振った。

  「まあ。けれどその名前は少しばかり……その……」

  「うん。『奴ど隷れい』か『タマ』かの二者択一だったからこっちにしといたんだけどな。で、『奴隷』にしようとしたやつがあいつ」

  　タマはつづけて、片手に黍きび団だん子ごを、もう片方の手にみかんを握りしめるユーキを指さした。指をさされて、ユーキはキシャ――っと威い嚇かくの牙きばを剥く。

  「すげーだろ。凶暴だろ。下手なこと言うと膝蹴りがくるから気をつけろ」

  「久く坂さか殿のお名前は存じています。傑けつ出しゆつした練れん氣き使いであられるとか。こたびの戦いくさは初うい陣じんながら戦功二位ということで、八王子コロニーでも勇名が轟とどろいておりますわ」

  「らしいな。まあ暴力だけがあの女の取り柄だから」

  「まあ……そうなのですか」

  　沙也加はどこかほっとしたように、タマの横顔を見ながら相づちをうっていた。

  　しかしあの戦いのとき、タマはユーキを助けるために炎の壁の中に突っ込んでいった。その背中を見送ったとき、沙さ也や加かの胸には確かに痛みがはしった。その痛みの名前が「嫉しつ妬と」であることに、沙也加自身も気が付いていた――

  

  　中庭でしっぽり語らうタマと沙也加の背を眺めながら、居間ではちゃぶ台の前にあぐらを組んだユーキが不機嫌そうに黍きび団だん子ごとみかんを交互に口に入れ続けていた。

  　なにか知らないが無性にさっきから頭に来る。特にタマがこっちを振り向いて何事か沙也加に言い、ふたりして笑ったときにカチンと来て思わず威い嚇かくしてしまった。

  　なんだか自分を持て余して、黍団子とみかんを食べ続けていないと落ち着きが悪い。

  　傍かたわらではリオがじっとユーキの様子を見守っていた。ユーキは思わず、リオに愚ぐ痴ちる。

  「タマってバカだよな。こないだの戦いで八はち王おう子じのお姫様に気に入られたから、調子に乗ってるんだ」

  　リオは黙ってユーキを見ているだけだ。その瞳は心なし笑っているように見える。ユーキはみかんをぽいぽい口のなかに放り込みながら、愚痴ともいやみともつかない言葉を洩もらし続ける。

  「なんだあいつ。へらへらして。なにが調ちよう布ふ代表でかっこ悪く着地しろだ。どうしてわたしがそんなことしてお姫様の機嫌をとらなきゃいけないんだ。なあ？　しかもふたりして鳥とり辺べ野のに腰掛けて。鳥辺野がかわいそうじゃないか、なあ？」

  　自分がさきほど階段にめりこませたことは棚たなに上げ、人間椅い子すと化した鳥辺野をいたわってみせる。リオはさらさらとメモ帳に鉛筆を走らせて、笑顔で差し出す。

  『タマ、楽しそうだね』

  　不機嫌そうにそのメモを一いち瞥べつすると、ユーキは鼻を鳴らしてみかんを口に投げ入れた。

  「鼻の下伸ばしちゃって、だらしない。どうせわたしの悪口とか言ってるんだ。凶暴だとか、暴力しか取り柄がないとか、絶対言ってる。わたしをネタにしてお姫様のご機嫌とってるに決まってる。ふん。いくらまともぶったって、どうせまたいきなりおならして、お姫様に嫌われるんだ。そうに決まってるのに。バカだなあ」

  　唇を尖らせてまくしたてていると、いきなりユーキの隣に一いちノの谷たにが腰を下ろした。

  「どしたの、ユーキ。さっきから不機嫌そうね。食べてばっかりじゃない」

  「あ、いえ、別に、タマがバカなことばかり言うから、頭に来ただけで」

  「そうねえ。でもタマちゃんもあれしかコミュニケーションの取り方知らないのよ」

  「もっとまともなコミュニケーションはあると思います」

  「あるけどね。でもよくふたりで喧けん嘩かしてるけど、仲良さそうよね」

  「べ、別にそんなに喧嘩ばっかりというわけでも……あいつがバカだから怒るだけで……」

  「でもユーキって、タマちゃんがこの町に来てから、ずいぶん明るくなったわよ？」

  「え。そうですか？」

  「うん。前はもっと堅い感じだった。自分から話さなかったし、怒ったり笑ったりもあんまりしなかったし」

  「そ……そうですか？　いえ、それはたぶんいまでも表に出してないはず……」

  「ううん。もう全然、怒ったり怒鳴ったり暴れたり……怒ってばっかりね……でも、なんていうか、元気になった。いまの感情がわかりやすいっていうのかな。全然、いまの方がいいわよ」

  「うーん……あまり自覚ないですけど……そうかな。変わったのかな」

  　ユーキは確認を取るようにリオを見た。リオはまた鉛筆をメモ帳に走らせる。

  『ユーキ、明るくなったよ』

  「そ、そうか？　う――ん……自覚ないなあ」

  　ユーキは畳たたみに後ろ手をついて天井を見上げた。言われてみると、タマと喧けん嘩かを繰り返すうちに、それまで抑えていた感情が出てきやすくなったような感じはある。

  　思い返してみると、自分が調ちよう布ふ新しん町まちに流れ着いてから、もう五年が経った。そう短くもない時間をこの町で既に過ごしている。少しくらいは変わっても不思議はないのかもしれない。

  

  　五年前――あの川で平ひら底ぞこ船ぶねに乗せられて、タケルとシュンとお別れした。

  　ふたりとの約束を胸に抱きかかえ、カヲルことユーキはとにかく東京を目指して山野を駆けた。バケモノの群に襲われたり、盗とう賊ぞく団だんに捕まりそうになったりしながら、とにかく東を目指して駆け続けた。

  　ある日、バケモノ相手の戦いで満まん身しん創そう痍いになり、朦もう朧ろうとした意識で山中をさまよっていると、暗闇の中に蛍ほたる籠かごのような灯りを目にした。その灯りに吸い寄せられるようにして歩を刻み、意識を失って、気が付いたなら調布新町町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうの家で寝かされていたのだ。

  　あとで聞いた話では、啓十が流れ者のユーキを拾ったのは旧神かみ追おいコロニーの軍服を着ていたからだそうだ。それが姫ひめ路じコロニーの軍服であることを啓十はユーキの口から告げられるまで知らなかった。町の入り口で倒れているユーキを見て、なんらかの神追の関係者が調布新町を訪ねてくる途中で事故にあったものと勘違いして助け上げたものらしい。もしも違う服を着ていたなら、他の流る民みんと同じく町の外に叩き出されていただろう。

  　それから特とく進しん種しゆとしての進化の度合いを評価されて、この町に家を与えられ、ひとりで暮らすようになった。町の人たちは親切にしてくれたが、ユーキは心をひらくことが出来ず、夜はずっとシュンとタケルの無事を祈りながら眠っていた。シュンとタケル以外の人を、自分の胸の中に入れることが当時のユーキにはどうしても出来なかった。誰とも打ち解けることなく、兵士職としてバケモノ退治や盗とう賊ぞく征せい伐ばつに駆り出されながら、ひとり孤独に生きていた。

  　町に来てから二年後、当時九歳だったリオの世話を託たくされた。リオは啓十の類縁だが、口を聞くことが出来ずに親に疎うとまれ、なんらかの事情で村に住むことも出来ず、啓十が引き取ることになった娘だ。はじめは戸惑ったものの、リオはほとんど一方的にユーキになついた。それは不思議なくらいのなつき方で、はじめ戸惑ったユーキもほどなくして心をひらき、本当の姉妹みたいに仲良くなった。久く坂さか姓を名乗ることを望んだのもリオだ。本当は別の名字があるのだが、それを名乗ることをリオは嫌った。ユーキと同じく、過去のことは思い出したくない様子だった。

  　そしてまた三年が経ち、あの鉄橋でタマと出会った。あの日からもう五か月近くが経っている。自分の中の変化を感じることは出来ないが、三週間前の白しら河かわとの戦いで決定的に自覚したことがひとつある。

  　――わたしは調ちよう布ふ新しん町まちが好きだ。

  　いつのまにか自分の中で、町の占める比重が驚くほど大きくなっていた。

  　多た摩ま川がわの下流からのぼる太陽を見て一日がはじまり、上流のなだらかな山並みへ沈んでいく太陽を見送って一日を終える武む蔵さし野のでの生活――それをかけがえのないほど大切にしている自分自身に気が付いた。

  　そして、いつのまにか周りの人々のことも大好きになっている。あれほど頑かたくなにシュンとタケルとの思い出にすがりついていたくせに、時間が経つにつれて、大切だった思い出が色あせていき、新しい人たちが胸のうちに住まいはじめる――当たり前なのだけれど残ざん酷こくな摂せつ理りに、自分もまた巻き込まれていることを知った。

  　新しん宿じゆく陸橋に孤立したとき、この町の人々も生活も失いたくないから、敵の苛か烈れつな波状攻撃に耐え抜くことが出来た。あのときくじけそうになる自分を支えていたのは、調布新町を失いたくないという思いだった。ここを破られたら調布新町が火の海に沈む――そうさせないために頑張り抜くことが出来た。

  　時間と一緒に、大切なものが移り変わっていく。

  　ユーキは切なさと一緒にそのことを理解した。

  　変わらないはずの想いも、ずっと一緒にいると誓ちかった仲間も。

  　タケルとシュンの顔を思い浮かべようとした。けれど、ぼやけた輪りん郭かくが出てくるだけではっきりとした像を結ばない。無理矢理に思い描いた顔は、どこかが違っているように思える。

  　両手を頭のうしろに回して、畳たたみに仰向けになった。天井の木目を眺めながら思いを馳はせる。

  　――ふたりとも元気かな。

  　タケルとシュンと別れてからの安否については既に岩いわ佐さ木きから三か月前に聞いている。

  　鳥とり辺べ野のたちとの戦いを終え、足の怪け我がが治ってから、ユーキはすぐに町役場の座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいされている岩佐木に会いに行き、ふたりの消息を尋ねた。斬ざん首しゆ刑けいになるはずが市民運動によって減刑され、五年間の禁固刑に処せられたと聞いて胸をなで下ろした。あのふたりにとって禁固刑など悪い冗談にしか過ぎない。ずっと胸の奥でつかえていたものが取れて、岩佐木に礼を言ってから、その夜は久しぶりに泣いた。

  　ごろり、とユーキは畳たたみの上で寝返りを打ち、身体の右側を下にした。

  　中庭のむこうの空に、冴さえ冴ざえとした中ちゆう秋しゆうの名月があった。輪りん郭かくも鮮やかに夜空の低いところをきりりと穿うがっている。

  　――ふたりとも今頃、同じ月を見ているのかな。

  　そんな感傷的なことを思った。

  　五歳の頃に故郷を焼かれ、目の前で両親を惨ざん殺さつされてから一二年――流れ流れていまこの町で新しい仲間に囲まれてこの月を見ている自分の運命の流る転てんぶりにも感傷が伝う。

  　これからはどんなことが移り変わっていくのだろう。

  　いまここで一緒にはしゃいでいる仲間たちも、いつまでも共にいられるわけではない。時間が経つうちに誰かが失われ、状況が変わり、また新たな人が入ってきて、また失われ、入ってきて――いまこのときと同じすがたで留まりつづけることはないだろう。

  「あ、彗すい星せいっ」

  　ユーキの傍かたわらでいきなり牛うし丸まるが頓とん狂きような声をあげた。

  　起きあがって目を細めると、確かに夜空を一直線に横切る鮮やかな彗星があった。

  　おぉ、と一同から声があがり、みんな中庭に降りたってその星を鑑賞する。

  　その大きな彗星は西の空から飛来して、東を目指して夜空を駆けている。青々とした光の微粒子が先端から飛び散って、螺ら旋せん状に渦うずを巻きながら尻尾しつぽをかたどっている。そのすがたはあまりにも鮮やかで、夜空の彼方かなたを飛んでいるというより、雲の下を飛んでいるかのようにも見える。

  「あれ、彗星っていうか氣き弾だんじゃないか？　飛びきりでかい氣弾」

  　タマがそんなようなことを言った。確かにそう見えなくもない。ユーキは口をひらいた。

  「氣弾だとしたら大きすぎる。わたしにはあんなの撃てない」

  「バケモノみたいな使い手がいてさ。そいつが撃ったのかもよ。おれもあんなでかいの見たことないけど」

  「う――ん。彗星だと思うけどなあ」

  「わかんねーな。ま、どっちでもいいや」

  　と、横合いから斎さい藤とうがへらへらとふたりの会話に割って入った。

  「願いごと三回言ったら叶うんじゃないかな」

  「それは流れ星でしょう」

  「はははー、似たようなものだよ。だいぶ時間的に余裕がありそうだから、ゆっくりお願い出来て好都合だよ」

  　タマが歯は茎ぐきを剥むき出しに、彗星にむかって早口でお願いごとをまくしたてた。

  「カレー、カレー、カレー」

  「望み小さいなー」

  　呆あきれ顔のユーキの傍かたわらに、いつのまにか静しずかが佇たたずんでいた。

  「日給アップ。日給アップ。日給アップ」

  　くのいちは日給制らしいことをユーキは知った。つづけて斎さい藤とうの口がひらく。

  「お酒、お酒、お酒」

  「カレー、カレー、カレー」

  「日給アップ。日給アップ。日給アップ」

  　なかなか消えない彗すい星せいに、欲望を剥むき出しにした三人の願いがいつまでも叩きつけられる。

  　ユーキの醒さめた顔がタマの方をむいた。

  「どうせならもっと大きなことを願え」

  「人の願い事に文句つけんなよ。そんなのお前がお願いすればいいだろうが」

  　言われてユーキも彗星に目を送った。

  　見ているとなんだか元気が出てくるような不思議な星だった。あたかもいまのユーキを励ましてくれているかのような、優しい色を帯びていた。

  　ユーキは胸のうちで、その彗星へ願った。

  　――いつか、タケルとシュンと再会出来ますように。

  　刹せつ那な、彗星は夜の中へ砕けて散った。

  　おおお、と中庭で見ていた一同のあいだに歓声があがる。花火みたいな美しい火花が、砕けた彗星から放射状に撒まき散らされ、中ちゆう秋しゆうの明月をあでやかに彩る。

  「星が砕け散ったぞ。とんでもないこと祈ったんだろ？」

  　からかうようなタマの問いに、ユーキは悪いた戯ずらっぽく応えた。

  「うん。とんでもないこと祈った」

  　そのとき――

  　砕けた星から散った光が空の天てん蓋がいに充ち満ちて、あろうことか粉雪のように、久く坂さか家の中庭へと降りそそいだ。突然、色とりどりの光粒子に包み込まれ、みんなの驚きの声があがる。

  「見ろ、願いが届いたっ」

  　嬉うれしそうにそう言って、両腕を広げ、ユーキは笑顔で星空を仰あおいだ。

  　これからのユーキの行く道を祝福するかのように、さまざまな彩りの粉雪は彼女の頭上にいつまでも降りそそいでいた。


  


  あとがき

  

  　読んでいただいてありがとうございます、犬いぬ村むら小こ六ろくでございます。

  　というわけでおかげさまをもちましてめでたく三巻目に突入でございます。今回はなんとあとがきが四ページとのこと。わたくしはあとがきを書くのが好きなのでとてもうれしいです。なぜあとがきを書くのが好きかというと思いつきの駄だ文ぶんを書き殴ることが出来るからです。本編で思いつきの駄文を書きつらねてしまうとわたしの家計を直撃してしまうので絶対出来ませんが、それに比べてあとがきの文章ときたらいいかげんなものです。四ページまるまる使って、鬱うつ陶とうしい、うじうじした、自じ己こ陶とう酔すいの極きわみにあるような自分語りを書き連ねようが問題ありません。生まれてからこれまでの人生における紆う余よ曲きよく折せつをしたり顔で書き連ねて最後におもむろに読者に対して説教を開始して上から目線で見下ろして終了。などという荒技もあとがきであれば許されそうな気がしますが、わたしはいい気分になれて最高ですが読者諸しよ兄けいは最低な気分になってしまいそうなのでやめておきます。なにが言いたいかというととにかくあとがきというものはいい加減な思いつきを書き殴ってＯＫだということです。違うよ馬ば鹿か、読者のみなさんと作者の意志疎通のためのスペースだよ、というご意見もあるかもしれませんが、難しいことは置いておいて、とにかく駄文を無責任に書き捨てられるコーナー、ということでいいじゃありませんか。あ、そうそう、このあいだ、だいぶ寒くなってきたから「あぁ、そろそろコート出さなきゃ～」とかいってタンスの奥からもう十年以上着古しているコートを引っ張り出したらなんと一面にカビが生えてるじゃありませんか！　「うわー、カビだー」てびっくりして、でも新しいのを買うのは嫌だからなんとかしようと思ってクリーニングに持っていって店の奥から出てきたうらぶれたおばちゃんに「どうかこのカビをとってください」と嘆たん願がんしたら、おばちゃんは右手の親指と人差し指で汚きたならしそうにわたしのコートをつまみあげて「これなにをしたの？　一体どうしたらこんなことになるの？　こんなひどいカビがクリーニング一発で取れると思ってるならずいぶんおめでたい頭ね」と文もん句くをつけやがりました。その口の利きき方にもっすごい頭にきて「あー、そうですか～」とか言ってそのままコートをうちに持って帰って、愛犬ハム吉（ビーグル・三歳）の檻おりに敷しいてあげました。駄だ犬けんは「はふ～ん」とかいって誇ほこらしげにカビだらけのコートに埋うもれて襟えりの後ろのふさふさした毛皮をにやにやしながら食いちぎりはじめました。なんかひらひらしたものとか見ると食いちぎらずにはいられないみたいですよこの馬鹿犬は。そこでさすがのわたしも「よし、新しいコートを買おう。わたしには印税収入という力強い味方がいるのだから」と決心をして「うおー」と言いながらすごい速さでチャリを漕こいでお洒しや落れなデパートに入っているお洒落な洋服屋さんを巡めぐりました。したらコート高い！　すごい高い！　「なんでこんな高いんすかきみら少し馬鹿なんじゃないですか～」と泣いていたらなんかお洒落な服を着た店員のお兄さんが手招きするじゃありませんか。わたしは基本的に呼ばれたらすぐついていく人間なので涙を拭ふいて「なんですかわたしになんの用ですか～」とついていったら、なんかすごい高いコートを次々に見せられて巧たくみなトークでわたしの心を操りはじめました！　「なんだこの野や郎ろう、何様のつもりだ初対面のくせにおれの心を操あやつりやがって～」と必死に抵抗を試こころみるのですが、いかんせん普段ほとんど人間と会話することもなくハム吉とばかり会話しているため、犬語は話せても人間語が話せなくなっていて、人間語を思い出そうとしている間にこれでもかこれでもかと店員の手のひらで思い通りに転がされて、ふと気が付いてみればなんと四万円も支払ってなんかえらいキュッとした、歌か舞ぶ伎き町ちようのホストが着てるような過か剰じように格好いいコートを買わされてしまっていたのです！　しかも我われに返ったのはなんとデパートを出てから！　あ～、なんて馬鹿なものを買ってしまったんだ～。いい年こいたおっさんがこんなコート着てたら背中に「ホスト（笑）」て張り紙されるよ～。て泣いたのですが後の祭りです。おうちに帰って四万円もしたホストみたいなコートをタンスの奥に突っ込んで、次の日、街の衣料品店で一万円のださいジャンパーを買いました。ださいけど温かいです。ぬくぬくです。ぬくぬくといえば最近は鍋なべがおいしいです。インターネットで「アホでも出来るモツ鍋の作り方」みたいな記事があって「モツ鍋はなんかおうちでは作りにくそうなのよね～」と思いながら読んだのですが、なんと「油あぶら揚あげ、キャベツ、にらでみそ汁を作る」「白モツを焼き肉のタレで充分に焼く」「焼き上がったモツをみそ汁に突っ込む」「出来上がり」なのだそうです！　「こんなんでモツ鍋出来るわけないよ～」と思いながら作ってみたら、あなた、これがもう完全にモツ鍋でしかも美う味まい美味い。「地球上にこんなおいしい食べ物があっただなんて」と泣きながら食べていたらわたしの傍かたわらでハム吉が「おれにも喰くわせろ～」と鋭するどい牙きばを口の端にちらつかせて威い嚇かくしてきます。だれがやるものか！　お前のような犬畜ちく生しようにこんなうまいもの与えてもどうせいつもの残ざん飯ぱんと同じように味わいもせずにガツガツ喰って終わりだろうが！　と犬語で怒ど鳴なりつけてやったらこの馬鹿犬は「あお～ん」とか言って高々と跳ちよう躍やくして、あろうことか飼い主に襲おそいかかってきました！　モツと主人を比べたらモツが上なのかお前は！　これには温厚なわたしもさすがに頭に来て、バンナばりの黄金の左を駄犬めがけて放ったところ、なんと拳こぶしが駄犬の口のなかにがっぽり！　お腹なかをすかせた駄犬はもちろんそのまま、がぶぅっ！　むしゃむしゃむしゃ～っ！　「ぎゃーーっ、痛い痛い痛いっ！」「あお～ん」「あお～んじゃないよ！　放せ馬鹿！」「あお～ん」いくら怒っても駄犬は尻しつ尾ぽを振りながらわたしの拳をおいしそうに食べてます。焦あせったわたしが左拳を駄犬に食べられている状態で右手の親指を駄犬のケツの穴にぐいぐいとねじこんでやったら、駄犬はあろうことか瞳を潤うるませて「あふ～ん」て喜んでやがります！　新しい喜びに目覚めてしまいました！　そして気が付けばほら四ページなんてあっという間！　もうあと五行しかないよ馬鹿～。そういうわけでいつも応援ありがとうございます。おかげさまで四巻も無事に出せる見通しです。四巻が出る前に、別の単発オリジナル長編が出版されるかもしれませんがレヴィアタン打ち切りというわけではないです。そりではまた近いうちにお会いできることを祈りつつ、次のもどうか宜しくお願いします。
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